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和歌山市は、紀伊山地を源とし、西流して紀伊水道に達する紀ノ川に

よって形成された和歌山平野の河口部に位置しており、海や川、また山

地に囲まれた山河清祥の地であります。

この肥沃な和歌山平野には、古代より多くの人々が生活を営み歴史を

刻んだ約400ケ 所にものぼる遺跡が静かに眠っています。

近年では、弥生時代のムラを囲む大溝が見つかった太田・黒田遺跡、

海浜で塩を生産した炉跡が多数見つかった西ノ庄遺跡、また飛翔する鳥

を模倣した埴輪が出土し、古墳時代後期 (約 1500年前)の造形美が全国

に紹介された大日山35号墳など、私達の先祖の足跡を知る貴重な文化遺

産が発掘調査によって明らかとなっています。

本書に収めた川辺遺跡は、大規模店舗建設に伴い第 4～ 6次にわたる

発掘調査を行いました。その結果、縄文時代晩期 (約3500年前)に土器

を棺として小児を埋葬したと思われる墓のほか、古墳時代から飛鳥時代

にかけての竪穴住居や溝など、多くの生活の痕跡と土器や石器などの生

活用具が見つかりました。ここにその成果を報告します。

これらの調査成果が地域の歴史認識を豊かにし、埋蔵文化財の保存と

活用に向けた礎となることを願っております。

最後になりましたが、発掘調査にあたり、ご指導、ご協力をいただき

ました関係者各位ならびに関係機関の皆様に深く感謝いたします。

財団法人 和歌山市都市整備公社

理事長 武 内   功

平成20年 3月 31日
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1。 本書は、 株式会社イズミヤが和歌山市川辺208番地他に計画した店舗建設に伴う埋蔵文化財発
掘調査の本報告書である。

2.調査は、株式会社イズミヤの委託事業として財団法人和歌山市都市整備公社が受託し、和歌山

市教育委員会文化振興課の指導のもと、対象面積約2,300ピ を2006年 12月 5日 から2007年 5月 24日

までの期間で 3次に分けて実施したものである。

3.埋蔵文化財発掘調査及び報告書刊行に係わる担当者は以下の通りである。

財団法人和歌山市都市整備公社

事務局 埋蔵文化財班

班 長   北野隆亮

学芸員   井馬好英 (第 4～ 6次調査担当)
学芸員   藤藪勝則 (第 6次調査担当)
学芸員   奥村 薫 (調査庶務担当)

4。 本報告書掲載の遺跡 。遺構及び遺物の写真撮影は調査担当者がそれぞれ行った。

5。 本書の執筆は、第 4・ 5次調査については井馬が、第 6次調査については藤藪が主として行い、

編集は井馬が行った。なお、共通部分についての文責は目次に示した。

6。 本書の作成にあたり、各関係機関の方々に有益なご教示・ご指導を賜ったことに感謝の意を表

します。

7.本調査において出土した遺物はすべて和歌山市教育委員会の所管であり、財団法人和歌山市都

市整備公社が収蔵・管理している。

〈凡  例〉
1.遺構平面図の基準線及び土層断面図の作成位置に付した座標値は、平面直角座標系 (第Ⅵ系)

に基づき日本測地系である。また方位は座標北を示す。

2.土層断面図に付した水準値は、国家水準点 (T.P.値)を基準とした。

3.土層の色調及び土質の観察は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を

用いた。

4。 本書で使用した遺構番号は、各調査区を通して連番とし、遺構の略号は以下の通りである。

SB…竪穴住居  SH… 掘立柱建物 SA…柵  P… 柱穴  SK… 土坑  SX… 落ち込み
SD…溝

5。 写真図版の遺物に付した数字番号は実測図番号に対応する。

6.遺物の型式及び名称についての参考文献は、遺物観察表の凡例に記した。

7。 本書の作成にあたり下記の文献を参考とした。

『川辺遺跡発掘調査報告書』財団法人和歌山県文化財センター 1995年

「川辺遺跡発掘調査」『和歌山市内遺跡発掘調査概報―平成13年度―』和歌山市教育委員会 2003年

『山口遺跡・ナ‖辺遺跡発掘調査報告書―県道和歌山貝塚線。県道粉河加太線道路改良事業に伴う発

掘調査―』 財団法人和歌山県文化財センター 2005年

口
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第 1章 調査に至る経緯と経過

和歌山市域の東端部にあたる和歌山市川辺及び里周辺に所在する川辺遺跡は、紀ノ川北岸の標高

11.50m前 後の沖積平野に立地する遺跡である。この遺跡は束西約 l km、 南北約650mの範囲をもち、

縄文時代から中世にかけての大規模な集落遺跡として知られているc

今回の調査は、川辺遺跡 (遺跡番号145)のほぼ中央部に位置する和歌山市里、川辺、藤円地内に

おける一般国道24号バイパス西側の水田及び畑地において開発計画範囲約70,000ぽ の大規模な店舗

建設が計画されたことを起因とする(第 1図 ).ま ずこの計Diに伴い和歌山市教育委員会が国庫補助

金を得て、遺跡確認の目的で遺跡確認調査を実施することになり、平成18年 8月 15日 から平成18年

9月 21日 までの期間で第 2次確認調査を、平成18年 11月 14Hか ら平成18年 12月 27日 までの期間で第

3次確認調査を和歌山市教育委員会の指導のもと財団法人和歌山市都市整備公社が和歌山市から委

託を受けて行った。

その調査成果を基に和歌山市教育委員会が原因者であるイズミヤ株式会社とlit議を重ね、開発予

定地内の深掘部分である用水路改修部分及び防火水槽、調整池、合併処理槽の設置個所について本

発掘調査をイズミヤ株式会社の委託事業として財団法人和歌山市都市幣備公社が行うこととなった。

本発掘調査は、昭和62・ 63年度及び平成 3・ 4年度に財団法人和歌山県支化財センター (以下、

「県センターJと いう。)が行った一般国道24号バイパス建設に伴う事前調査 (調査面積30,641ぽ )

及び、平成 9・ 12・ 13年度に同じく県センターが行った県道和歌山貝塚線道路改良工事に伴う発掘

調査 (調査面積約7,400ぽ)の成果が存在したことから、これらの調査区に隣接する用水路改修部分

‖辺遺跡の範囲
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第 1図 調査対象地位置図
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の調査について事前の調査協議が進められ、第 4次発掘調査として平成18年 12月 5日 から平成19年

3月 2日 までの期間で、その追加調査として第 5次発掘調査を平成19年 2月 26日 から平成19年 3月

23日 までの期間で実施した。この後、第 2・ 3次確認調査成果を基に協議が行われていた防火水槽

及び調整池、合併処理槽設置部分について調査の方向性がまとまり、第 6次発掘調査として平成19

年 3月 22日 から平成19年 5月 24日 までの期間で実施した。

この開発計画に際し実施した第 2・ 3次確認調査は、開発計画範囲約70,000ぽ を対象に 2× 5m四

方のグリッド調査区を、第 2次確認調査では 1-1～ 15区 までの15ケ 所、第 3次確認調査では2-

1～ 12区 までの12ヶ 所、合計27ケ 所設定して実施した (第 2図 )。 調査面積は、第 2次調査が175.5

ぽ、第 3次調査が1328ぽである。この具体的な調査内容は、平成20年 3月 31日発行の『和歌山市内

遺跡発掘調査概報』(和歌山市教育委員会)に よって述べられているので、ここでは簡単な概略のみ

ふれておく。

まず 1-1・ 5。 10・ 11区・ 2-7・ 9。 10区を結んだラインより北及び西側には、最も古い時

期に位置づけられる砂礫層が堆積し微高地が形成さていたものと考えられる。この砂礫層は、和泉

山脈から派生した扇状地形の末端部とみられるものである。そして、この砂礫層の上部に紀ノ川又

はその支流の沖積作用によって、調査地東部よリシルト質土が順次堆積していったものと考えられ

る。よって、自然現象として砂礫層で形成された微高地とシルト質土との境界部分 (1-3～ 5。

10・ 11区、 2-3・ 6・ 7・ 9。 10・ 11・ 12区)は微低地化するものと考えられる。したがって、

今回の調査地周辺における微地形については、調査地北西部・北部及び東部に微高地が存在し、そ

の微高地に囲まれた調査地中央部及び南西部は微低地であったと考えられる。また微低地部の様相

として、調査地中央部については窪地状を呈することから湿潤な土壌であったことが推察されるも

のの、調査地南西部につい

ては、東から西に緩やかに

傾斜する傾斜地であること

から、比較的安定した土壌

であった可能性がある。

また検出した遺構は、微

高地部やその縁辺部に設定

した 1-1・ 2区及び 2-

1・ 8区では、掘立柱建物

や土坑など居住に関係する

遺構を確認することができ

たものの、微低地部とした

調査地中央部及び南西部の

調査区では溝やピットなど

が主体として検出される傾

向であった。
第 2図 確認調査地区割図 (第 2・ 3次調査 )

(数字番号は調査地区番号を示す。)
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第 2章 遺跡の位置 と環境

第 1節 地理的環境
和歌山市は、和歌山県の北西端部に位置し、北は和泉山脈を境に大阪府泉南郡岬町及び阪南市に、

東は和歌山県岩出 ||∫及び紀の川市に、南は海南市に接し、西は紀伊水道に面している。奈良県の大

台ケ原に源を発する紀ノ川は、本 ||∫のほぼ中央を流れて紀伊水道に注いでおり、その沖積作用に

よって運ばれた上砂によって和歌山平野が形成されているc今回調査を行った川辺遺跡 (1)は、

紀ノ川の河国から約12km L流の北岸に位置し、和泉山脈の南麓、紀ノ川との間に形成された標高11

～12mを 測る平野部の微高地に立地する (第 3メ|)。 川辺遺跡は、過去の調査によって、遺跡の北西

部は和泉山脈から南に張り出した扇状地上に形成されており、また束部や南部及び南 llll部 は紀ノ川

及びその支流によって形成され沖積地に形成されている.そ して遺跡中央部は、この扇状地を形成す

る砂礫層と沖積作用によって堆積したシルト質上の境 1/「部分となり周囲よりやや低い微低地となる。

第 2節 歴史的環境

周辺の遺跡を概観すると、川辺遺跡が立地する紀ノ川北岸には、組文時代から江戸時代までの遺

跡が多数立地しており、その中で組文時代の遺跡としては川辺遺跡や高井遺跡 (7)、 六 |^谷遺跡

(9)な どがある。和泉山脈南麓の標高約12mを 測る段丘上に立地する高井遺跡では、縄文時代の

ものと考えられるサヌカイト製の凹基式打製石鏃が出上しており、また、和泉山脈から南に派生す

る扇状地端部に立地する六 卜谷遺跡では縄文時代の L器が出土しているc

次に弥生時代の遺跡については、前期段階の集落遺跡はきわめて少なく、六十谷遺跡で前期の ll

器や石器が採集されている他、川辺遺跡で前期の ll坑が確認されているのみである。しかしながら

中期以降、平野部の微高地上に本遺跡を初め、吉円遺跡 (23)、 山口遺跡 (21)、 宇田森遺跡 (2)、

北田井遺跡 (3)、 71111井遺跡 (4)、 田屋遺跡 (5)な どの集落遺跡が増加する傾向にあるcその

うち、当遺跡の東約 8 kmにある古 ||1遺跡では、中期から後期の竪穴住居や壷棺、中期の方形周溝菓

などが検出されている。後期の遺跡としては、北 lJ井遺跡や西田井遺跡及び田屋遺跡においてベッ

ド状遺構や貯蔵穴を伴う竪穴住居の他、掘立柱建物、溝、上坑基や帝棺などが検出されている。ま

た平野部の集落遺跡に対し、標高約90mの 山腹に立地する橘谷 I～ Ⅲ遺跡 (15)は、高地性集落で

あり、 4条の空濠と呼穴住居が確認されている他、近接地から銅鐸が出tし ている。さらに、紀ノ

川の中州 (24)に おいて突線紐式袈裟欅文銅鐸が出上している。

占墳時代の遺跡については、平野部の集落遺跡として吉田遺跡、北田井遺跡、西田井遺跡、田屋

遺跡など弥生時代の集落域と重なるものが多く、集落が継続して営まれたことが分かる.その中

で、古田遺跡では占墳時代前期の一辺約 7mを汲1る 大型竪穴住居が検出されている。これらの他、

府中Ⅳ遺跡 (6)や高井遺跡のように、標高約20m前後の段丘上に集落を形成するものもある。府

中Ⅳ遺跡では、古墳時代前期1の竪穴住居が 7棟検出されており、その中で一辺8.6mを 測る大型竪穴

住居は吉田遺跡検出例も含め注目すべき遺構である3ま た高井遺跡では、古墳時代前期後半と中期

後半の 2棟の竪穴付i居が検出されている。古墳の築造については、和泉山脈南麓の丘陵上に山口古

墳群 (19)、  L野古墳群 (18)、 八王子山古墳群 (14)、 直川人幡山古墳群 (13)、 六十谷古墳群 (12)
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などがある。六十谷古墳群は、古墳時代前期後半から中期前半にかけて営まれた古墳群である。ま

た、八王子山古墳群は前方後円墳 3基、円墳17基からなる古墳群である。このうち 8写^墳は直径

35mの 円墳で、鋸歯文鏡・鉄剣・鉄槍・鎌・琴柱型石製I冒 |・ 王類などが出土しており5世紀前半の

古墳である。また、平野部では、北田井遺跡において人物埴輪などが樹立された埋没古墳が確認さ

れている.

歴史時代以降の遺跡については、紀ノ川北岸を東西に推定されている南海道に沿って山口廃寺

(20)、 上野廃寺 (17)、 直川廃寺 (8)な どが建立されている。奈良時代に造営された上野廃寺は、

東西両塔を備えた薬師寺式の伽藍配置である。また府中遺跡 (16)は、「府中Jと いう地名が残るな

ど紀伊国府跡と推定されており、明確な遺構は確認されていないものの奈良 。平安時代の菱形叩き

目文を有する平瓦などが出土している。集落遺跡としては、吉田遺跡において奈良時代の堀立柱建
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第 3図 1辺遺跡周辺 の 跡
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物や竪穴住居、火葬墓が検出されており、高井遺跡では平安時代の堀立柱建物が検出された他、緑

釉陶器や灰釉陶器、圏脚円面硯などが出土している。

鎌倉・室町時代では、高井遺跡において掘Ik柱建物や北宋銭15枚が副葬された土葬墓がみられ、

平野部では西田井遺跡において、掘立柱建物群・井戸・池泉などが「コ」の字状の溝によって区画

された室町時代の屋敷地が検出されている。

最後に江戸時代の遺跡としては、紀州徳川家の別邸である山口御殿跡 (22)が知られている。

第 3節 既往の調査

川辺遺跡の発掘調査は、昭和62・ 63年度及び平成 3・ 4年度に県文化財センターが行った一般国

道24号バイパス線建設に伴う事前調査 (調査面積30,641ぽ )に始まる (第 1図 )。 この調査では、全

体的にみて 3面の遺構面が検出されている。まず遺跡南lll部の地点で 2面の遺構面が検出され、上

面で中世の掘立柱建物や木棺墓が、下面では飛′鳥時代の竪穴住居や大型の総柱掘立柱建物などが検

出された。その北側では奈良～平安時代の遺物とともに溝で区画された道路状遺構が検出され注目

された。また下面では縄文時代晩期の竪穴住居の可能性のある遺構も確認されている。遺跡中央部

の地点では、縄文時代晩期の溝、弥生時代後期の溝、弥生時代後期後半～古墳時代初頭の溝、占墳

時代後期～飛鳥時代の掘立柱建物や溝の他、中 1吐のイf組井戸などが検出され、遺物包含層から出土

した遮光器土偶は注目される。遺跡北束部の地点では、縄文時代晩期の深鉢を使用した土器棺墓 6

基が検出された他、多数の縄文土器の出土があった。また弥生時代中期の竪穴住居 1棟、方形周溝

基 1基や古墳時代ないしは飛鳥時代の竪穴住居 1棟の他、先述の遺跡南東部から続くとみられる道

路状遺構が見つかっている。

同じく県センターが平成 9。 12・ 13年度に行った県道和歌山貝塚線道路改良工事に伴う発掘調査

(調査面積約7,400ぽ )は、 ^般国道24号バイパス線に取り付く遺跡北西部の調査である。この調査で

は、それまで見つかっていなかった庄内式併行期の竪穴住居と方形周溝墓が検出され、本遺跡にお

ける新しい集落の様相が明らかとなった。また、飛鳥時代の竪穴住居も多数検出され、なかには周

囲に溝を巡らす大型の掘立柱建物も含まれている。このことは、『日本書紀』に記述されている「川

辺屯倉Jと の関連性を窺わせる資料として注日される。そして、鎌倉時代を中心とする中世の掘立柱

建物や土葬墓なども検出され、中世の段階の集落域としても位置づけられるc遺物では、紀ノ川下流

の北岸では出土例の少ない弥生時代前期の土器が一括性の高い状況で出土しているのが注日されるc

さらに、平成13年度には財団法人和歌山市文化体育振興事業団 (以下、「市事業団」というc)が

遺跡の実態解明を目的として、遺跡範囲の中央部、県文化財センターが行った一般回道24号バイパ

ス線の南束約120mの地点において発掘調査 (調査面積192ni)を実施している。この調査では、弥

生時代中期の円形竪穴住居 2棟が検出され、ともに楕円形の中央十坑の両側に柱穴をもつ松菊里式

の系譜にある住居として位置づけられ、弥生時代中期集落の範囲の 端`を明らかにしたものと言え

る。また遺物では、住居検出而となるベース層から縄文時代後期に遡る土器群が出土し、本遺跡に

おける新しい知見を得ている。

以上の調査成果から川辺遺跡は大規模な複合遺跡と位置づけられ、縄文時代後期以降の様々な集

落の様相があり、遺跡範囲の中でも地域差がかなり明確となりつつある。
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第 3章 調査の方法 と概要

第 1節 調査の方法
今回の調査の内、用水路改修部分を対象に実施した第 4・ 5次調査区については、幅約 2m程度

の調査区を延べ約450mに わたり設定して行った。また調査区が昇降進入路や水路によって分断さ

れていたことから第 4次調査では第 1～ 24区 までの24ヶ 所、第 5次調査では第25～ 27区 までの 3ヶ

所、合計27ケ 所の調査区として調査地区番号を付して調査を実施した。第 6次調査区は第 4・ 5次

調査区との調査地区名称及び確認された遺構との名称の混乱を避けるため、調査IX名及び遺構番号

を継続して付すこととした。よって、調査区は北から第28～ 31区 とし、第31区 については用水路に

よって分断された北側を第31区北とした (第 4図 )。 重機による掘削は、各調査区での異なりはみら

れるものの、基本的に第 1遺構面の直上 (遺物包含層が存在する場合はそのJl層の直 L)ま で慎重

に行い、検出した遺物包含層及び遺構掘削並びにサブトレンチによる下層調査を入力掘削によって

行った。また溝や土坑などの遺構掘削については、土層堆積観察用のセクションベルトを直交する

ライントに設け、 2層以上の堆積が認められるものは写真撮影及び土層断面実測による記録保存を

行った。なお、本書内に掲載した溝等の上層堆積状況図に関しては直交するライン liの ほぼ中点の

座標数値において断面記録位置を示した。

図面による記録は、 1/2500国土基本ⅨI及びこれまでの調査成果との照

合を計るため国土座標軸 (日 本測地系)を基準ラインとして涸1量 を実施し、

位置図並びに遺構平面図の作成を行った。遺構平面図及び壁面上層断面図

は、基本的に手実測 (縮尺 1/20)で作成を行ったが、調査期間短縮のため

|… ´

20M
6
:7

・   1  21
百お
「

~~~ ・22

ν /

本発掘調査地区割図 (第 4～ 6次調査 )
(数字番号は調査地区番号を示す。)

●
Ｆ

一」一
一レ

メ
ヽ
Ｆ
‐
鰍
叫
ば
ヽ
１
・・
―
「

75001嗽

2

調査面積一覧表

調全

次数
調査区

田積
(lli)

第
４
次
調
査

第 1区
第 2区
第 3区 56[

第 4区
第 5区
第 6区
第 7区 87g

第 8区
第 9区
第 10区
第11～ 13区

第14 15区 64C

第 16区
第 17区
第 18区 374

第 19区
第 20区
第 21区
第 221X 127

第 23区
第 24区
/1ヽ  言| 9778

第
５
次
調
査

第 25区
第 26区
第 27区 67C

小 計

第
６
次
調
査

第 28区
第 29区
第 30「X

第 31区
第31区 北

小 計 11417

合  計 22551

τ
′
／́

　

ヽ

」毎ムルプ（
／参

Jll
、プ・ /1

第 4図
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第30。 31区及び第31区北の遺構全体平面図についてのみラジヨン・ヘリコプターによる航空写真測

量を行い、縮尺 1/40で作成した。さらに竪穴住居や土器棺墓などの主要遺構及び遺物出上状況な

どの図面による記録は、 1/10ま たは 1/20の縮尺を用い手実測で行った。

土層の色調及び土質の観察は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を用

い、水準値は国家水準点 (T.P.値)を基準とした。

調査面積は、第 4・ 5次調査の合計が1113.4ぽで、第 6次調査の合計が1141.7ポ である。

第 2節 調査の概要

調査地の基本層序については、第 2・ 3次確認調査で得られた層序を参考として褐色粒を多く含

む鎌倉時代の堆積層 (第 4層 )と 飛鳥時代から奈良時代を中心とする遺構面のベース層 (第 6層 )

及び北辺部にのみ堆積する扇状地末端部の自然堆積層と考えられる 1～ 3 cm大の円礫を多量に含む

褐色系の砂礫層 (第 7層 )を基準層ととらえてこれらの層位関係から堆積した時代を考慮し、各調

査区の対応関係を考えて層位番号を付した。なお、各層位の堆積時期は、上位から現代の水田耕作

土 (第 1層 )、 江戸時代の耕作土 (第 2層 )、 室町時代から江戸時代にかけての耕作土 (第 3層 )、 鎌

倉時代の堆積と考えられる褐色の鉄分粒を多量に含むことを特徴とするにぶい黄褐色系の粗砂混シ

ルト (第 4層 )、 平安時代から鎌倉時代にかけての堆積土 (第 5層 )、 古墳時代以前に紀ノ川の沖積

作用などによって堆積したと考えられるにぶい黄褐色または灰黄褐色系のシルト質土 (第 6層 )、 こ

れまでの調査では遺物が検出されていない砂礫層 (第 7層 )に大別できる。これらの土層の堆積状

況は、各調査区によって土色・土質 。上層細分など様々に異なり、一様ではない。このことから、

比較的明確な南北方向の大まかな土層及び遺構面の対応関係と微地形の状況を第 5図に示し、各調

査区の成果において再度その詳細について述べるものとする。

第 9区南壁
Y=-67308m付 近

第30区南壁
Y=-67596m付 近

第18区西壁
X=-193028m付 近第29区西壁

X=-193023m付 近 東

L=1050m

L=950m

西

第3区南壁
Y=-67449m付 近

西  第31区南壁
1

2

3

4

第 5図 調査地土層柱状模式図



第 4章 調査の成果

第 1節 第4・ 5次調査成果
第 4・ 5次調査は、一般国道24号バイパス及び県道和歌山貝塚線沿いに設定した用水路改修工事

に先立つ本発掘調査であり、調査の過程から便宜的に第 11えから第271え までの調査区番号を付して

調査を進めた。

以下、調査区の状況及び検出した遺構等の状況をもとに数単位の調査区に分けて検出遺構等の説

明を行う。

1.第 1～ 3区の調査 (第 7図、図版 2・ 3上 )

本調査 |ズの現況は第 1。 2区が水田で、第 3区が畑地であり、耕作面の標高は前者が1115m、 後

者が1165mで ある (第 6図 )。 遺構面は第 1～ 3区を通して 1面として検出したものの、第 1区に関

して部分的に落ち込む堆積があり、当初不定形の遺構 (SK-1・ 2)と して調査を行ったが最終的

に遺物包含層 (第 5層 )と 判断した。大半の遺構を検出した遺構面は第 6層上面のもので、平面図

に破線で示した第 2区Y=-67501m付近からY=-67480m付近までの範囲と第 3区Y=-67448m

より以東は礫を含む第 7層が露出し、この 11泊iが遺構面となる。遺構面の標高は、標高11.00m前後

で西から東に向けて緩やかに上昇する (写真 1・ 2)c

遺物包含層から出土した遺物では、第 1区のSK-1と して扱った第 5層対応層から瓦器小椀 (第

10図 3)が‖1土 したほか、第 2区の第 4層から中国製の白磁皿 1点 (7)が出上している。

遺構は、明確なものとして lI「墳時代、鎌倉時代、江戸時代の 3時期のものがある。占墳時代の遺

構は、第 2区東端部で検出した溝 (SD-6)と 第 3区東端部で検出した溝 (SD-8)で ある。鎌

第 3区南壁
Y=-67449m付 近

7b10YR4/2(灰 黄褐)シ ル ト混粗砂 (礫 を含む )
8 ]OYR4/3(に ぶい黄褐)粗砂

第 6図 第 1～ 3区土層柱状模式図

写 す`|II

写真 1 第 1区南壁土層堆積状況
(Y=-67525m付 近 北西から)

写真 2 第 2区南壁土層堆積状況
(Y=-67489m付 近 北から)
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倉時代の遺構は、第 1区から第 3区西半部を中心として検出した約70基のビットの内、約半数の

ビット覆土から瓦器及び中世土師器の出土が認められ、明確な建物等の復元は困難であるものの掘

立柱建物を構成するピット群と考えられる。また第 1区から第 3区西端部にかけて検出した溝 6条

(SD-1・ 2～ 5・ 7)も 遺物からピット群と同様の時期と考えられ、中でもSD-2がやや先行

する時期と考えられる。この他、第 2区東半部において検出した土坑 1基 (SK-6)及び第 3区に

おいて検出した土坑 2基 (SK-8・ 9)も 鎌倉時代の遺構である。江戸時代の遺構で明確なもの

は、第 2区西半部で検出した土坑 1基 (SK-5)が ある。また、SK-5と 近接し、覆土などが類

似するSK-3・ 4も 江戸時代の遺構と考えられる。この他、時期が不明であるものの中では、第 2

区西半部で検出したピット列 (SA-1)がある。

以下、主要な遺構を説明する。

P-32 P-33 P~34

SD-5 SD-6

|

第 7図 第 1

卜す ¬ T¬ 一 ― ― ― J

～ 3区遺構平面図

第2区
 |

う_.=ジ

SK-7  °
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〔SD-6〕 (第 8図、図版 3下 )

SD-6は第 2区東端部で検出した溝である。この溝はN-37°―Wの方向性をもつもので、県セ

ンターの調査では溝357と 報告されている溝の延長部と考えられる。出土遺物は細片が主体であっ

たものの、層位的な遺物の取り上げと断面観察からみて、 2時期の掘削単位が考えられる。第 8図

の土層断面図に示した上位の 1～ 3層 は再掘削された部分の堆積で、SD-6aと した。SD-6aは、

上端幅2.5m、 深さ1.Omの規模である。時期的に古墳時代後期以降の掘削と考えられる。また下位に

あたる 4～ 6層は当初の溝と考えられる堆積で、SD-6bと した。SD-6bは、幅26m、 深さ1.3m

で断面形が「V」 字状の形状のものであり、古墳時代初頭頃の掘削と考えられる。遺物では完形に

復元できるものは出土していないものの、第10図 1が古段階のSD-6bか ら出上した庄内式併行期

の壺底部で、 2が新段階のSD-6aか ら出土した須恵器の甕である。

〔SD-1・ 2〕 (第 8図、図版 4)

SD-1は 第 1区西半部において検出した幅60cm、 深さ25cm程度の東西方向の溝である。SD-2

は第 2区中央部で検出した幅55cm、 深さ25cm程度の東西方向の溝である。この 2条の溝は、その方

向性や第 4図の上層断面図に示した横断面形及び覆土の堆積状況などから連続する ^連の溝の可能

性が高い。このことから、N-72～ 83° ―Eの方向性でやや北側に弧を描く形状であり、その流路方

向は底面の比高差からみて東から西である。覆土は 2単位に分けられ、上位がシルト質層で、下位

層に円礫を多く含む特徴がある。

〔SD-4〕 (第 8図 )

SD-4は 、SD-2の東側で検出した幅50cm、 深さ15cm程度の南北方向の溝である。溝の横断面

形は「U」 字状の形状で、覆土は黄褐色シルトを主体とした 2単位の上層に分けられる。この溝の

主軸は、N-40°―Eで、類似する方向性の溝として第 2区のSD-3や 第 3区のSD-7がある。

〔SD-5〕 (第 8図、図版 4)

SD-5は 、第 2区の東端部で検出した幅50cm、 深さ35cm程度でほぼ真北に主軸もつ溝である。溝

の横断面形は「U」 字状の形状で、覆土は褐色シルトを主体とした 2単位の土層に分けられる。

SD-2
B

SD-1 1 10YR4/2(灰 黄褐 )粗砂混シル ト

2 10YR4/3(に ぶい黄褐 )礫混シル ト

SD-2 1 10YR4/3(に ぶい黄褐 )粗砂混シル ト

(円礫を含む )

2 10YR3/4(暗 褐 )礫混粗砂

SD-4 1 10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト    SD-6a
2 ]OYR4/3(に 131い黄褐)粗砂混シル ト
(黄色土ブロックを含む )

SD-6b
SD-5 1 10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
2 10YR4/4(褐 )粗砂混シル ト

第 8図  SD-1・ 2・ 4～ 6土層断面図

1 ]OYR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
2 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
3 ]OYR3/3(暗 褐)粗砂混粘土
4 10YR4/4(褐 )粗砂混シル ト
5 10YR4/3(に 131い黄褐)シル ト混粗砂
6 25Y4/4(オ リーブ褐 )シル ト混粘土

B
SD-6
E
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〔P-58〕 (第 9図、図版 4)

P-58は第 21Xの東端部、SD-6の東側で検出した直径30cm、 深さ43

cmの ビットである。このビットには柱痕等はみられず完掘したところ底

面のやや上部で土師器皿 2枚を確認し、記録した。この上師器皿は第10

図 5・ 6である。 5は口径7.4cmの完形品で、自っぽい褐色に発色するも

ので、日縁を上部に向けた正位の状態で出上した。 6は日径11.4cmに復

元できる淡赤褐色のもので、 5に接するような状態で出土した。検出し

た状況からみて地鎮の可能性が考えられるものである。ビットでは、第

1区の中央部で検出したP-3か らも土師器皿 1点 (第 10図 4)が出土し

た。

〔SK-9〕 (第 7図 )

SK-9は 、第 31え西端で検出した土坑である。全体の形状は不明であ

るものの東西長2.5m以上、深さ55cm以上のものである。位置的にみて、

＼Lョ 1。。m

県センターの調査で検出されている溝の

延長部である可能性が高い。覆土はにぶ ヽ

い黄褐色系の粗砂混シルト単一土層であ

る。

〔SK-8〕 (第 7図 )

第 3区中央部で検出した不定形の上坑

である。中央部分が大きく撹乱されてい

るため覆土は部分的に残存している状況

である。規模は東西幅3.6m、 深さ15cm程

度である。 第10図 遺物実測図 1

2.第 4～ 6区の調査 (第 12図、図版 4下・5)

第 4～ 6区の現況は畑地であり、耕作面の標高は11.80～ 11.90mで東側に向かって緩やかに L昇す

る (第 11図、写真 3・ 4)。 遺構面は第 4～ 6区を通し第 6層及び第 7層 を上面とする 1面として検

出したもので、第12図に破線で示した第 4区Y=-67416m付近から以西と第 5区Y=-67382m付

近から以東が礫を含む第 7層が露出している。遺構面の標高は、標高11.45～ 11.65mで地表面と同じ

傾斜をもつ。

遺物包含層から出上した遺物では、第 4区の第 4層から7～ 8世紀にかけての須恵器。土師器 (第

14図22～ 27)が一定量出土したほか、管状土錘 1点 (28)も 出上している。

遺構は、明確なものとして古墳時代、飛鳥時代、鎌倉時代、江戸時代のものがある。古墳時代の

第6区南壁

三酬
近
:]iill:||::::胚務シ

第11図  第 4～ 6区土層柱状模式図

10YR4/3(に ぶい黄褐 )粗砂混シル ト
0             50cm

第 9図  P-58遺構平面図
及び土層断面図
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遺構は第 4区で検出した溝 (SD-26)、 不定形の上坑 (SK-26・ 27)、 第 5区で検出した溝 (SD―

10)、 土坑 (SK-10)、 第 51えから第 6区にかけて検出した竪穴住居 2棟 (SB-1・ 7)や第 6区

東半部で検出した溝 (SD-12)、 土坑 (SK-11)な どがある。飛鳥時代の遺構は、第 4区で検出し

た溝 1条 (SD-25)のみである。また鎌倉時代の遺構は、第 51X西半部で検出したP-73・ 77。 83・

86で構成するピット列 (SA-2)が あるの江戸時代の遺構は、第 6区の中央部で検出したP-103

があり、このビット周辺の比較的規模の大きなピット群も覆上等の状況が類似することから同時期

のものと考えられる。このピットの用途として江戸時代以降の畑作に関係するものと考えられる。

この他、第 5区及び第 6区東端部で検出したピット群は、遺物から古墳時代と鎌倉時代のものが混

在するものとみられるc以 ド、主要な遺構を説明する。

〔SB-1・ 7〕 (第 13図、図版 6)

SB-1は、第 5区東隅から第 6区 7Ч端にかけて検出した方形の竪穴住居である。規模は、東西

6.8m、 南北1.5mtt llを波1り 、県センターの調査区では未調査区にあたるため検出されていないもの

である。覆土は10cm程度の :ド 層で灰褐色系の粗砂である。壁溝は幅約20cm、 深さ10cm程度で周囲に

巡るものと考えられる。SB-1の遺物には土 l市器鉢及び壺体部 (第 14図 14・ 15)が含まれているこ

とから古墳時代前期の布留式古段階に位置づけられる。またSB-1の周囲において検出したSB一

$

L ¬ l __「 ― 一――――――J
―

第12図 第 4～ 6区遺構平面図

響

二II■i,|::F宣す
写真 3 第 5区南壁土層堆積状況
(Y=-67393m付 近 北から)

写真 4

(Y=

第 6区
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7は、直径 7m程度の円形竪穴住居と考えられるものである。覆土は40cm前後と深く、壁際の幅90

cmがやや高くなる特徴をもつ。床面において検出したP-177がこの住居の主柱穴と考えられる唯

・の遺構である。遺物には、土師器の複合口縁壺・鉢・高杯 (第 14図 8～ 12)の他、有孔土錘 1点

(13)が出土している。時期的には、古墳時代初頭の庄内式併行期中葉段階に位置づけられよう。

〔SK-11〕 (第 13図、図版 6)

SK-11は 第 6区束半部において検出した東西7.5m、 南北1.5m以 _Lの上坑である。北壁及び東壁

は直線的にプランを検出したが西側は不定形に落ち込むもので、竪穴住居の可能性があるものの明

確ではない。しかし、床面において検出したP-167は 同時期のもので、竪穴住居の場合主柱穴の口∫

能性が高い。覆土は30cm前後で 2単位に分けられ、ともに褐色系の色調をもつ粗砂混シルトで、円

礫を多く含む。遺物には土師器の壼や鉢 (第 14区116～ 20)があり、時期的に庄内式併行期後葉段階

頃と考えられる。

〔SA-2〕 (第 13図、図版 6)

SA-2は、第 5区西半部で検出した柱間 2間以上 (1間 18m程度)の掘立柱建物の可能性がある

ピット列である。ホリカタは一辺約40cmの 隅丸方形で深さ25～ 40cmである。柱痕は直径18cm程度で

ある。このビット列を構成する最東端のP-86内部からは、重量113.5gを量る鉄塊 (第 14図29)が出

上した。他のビット内部から出土した土器から鎌倉時代の遺構と考えられる。

〔SD-25。 26〕

SD-25。 26は ともに第 4区西半部において検出した北東から南西に延びる溝である。この溝は、

県センターの調査で溝 6及び溝501に相当するもので、同報告から直線的で平行に50m以上続いて

いることが確認されている。時期的には溝501が庄内式併行期、溝 6が飛鳥時代とされている。今

回の調査でもこの時期に相当する遺物が出土した (第 14図 21)。

SB-7 ]10YR3/3(暗 掲)シル ト混粗砂 (円礫を多く含む) SB-1 ]

壁溝 2

10YR4/2(灰黄褐)粗砂
(1～ 10om大の円礫を多く含む)
10YR4/1(褐灰)粗砂
(1～ 5om大の円礫を多く含む)

10YR3/3(暗掲)粗砂混シル ト (円礫を多く含む)
10YR4/4(褐 )粗砂混シル ト (円礫を多く含む)

1

0           1m

P-86 ]10YR5/2(灰 黄掲)粗砂混シル ト

(1～ 3om大の円礫を多く含む )
2 10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
(]～ 3om大の円礫を多く含む )

P-73

P-77

10YR5/3(に ぶい貢褐)粗砂混シル ト
10YR5/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト

10YR5/3(に ぶい黄掲)粗砂混シル ト
10YR5/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト

P-83]10YR5/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
(1～ 5cm大の円礫を多く含む)

2 10YR5/2(灰 黄掲)粗砂混シル ト
(1～ 5om大の円礫を多く含む)

SK-11・ SA-2土 層断面図
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〔SK-26・ 27〕

SK-26。 27は第 4区東半部において検出した不定形の土坑である。SK-26は約40cmの深さをも

つ暗7・6色系のシルトを覆土とするものである。またSK-27は約20cmの深さのもので、にぶい黄褐

色のシルトを覆土とするものである。ともに覆土には須恵器が含まれ、古墳時代後期頃の遺構と考

えられる。

〔SK-10。 SD-10〕

SK-10は 第 5区東半部で検出した東西5.Om以上の方形土坑で、竪穴住居の可能性がある。遺物

から古墳時代前期の布留式にあたる土器が出土している。またこの土坑の南肩部付近を東西に延び

る溝 (SD-10)は SK-10よ り古く古墳時代初頭の遺構である。

第6区 SB-7(8～ 13)

第6区 SB-1(14・ 15)

―歴≡∋卜○
|

旧       [

13

第6区 SK-11(16～ 20)

第4区 第4層 (22～ 28)

22

―

SD-25(21)
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3.第 7区の調査 (第 15図、図版 7)

第 7区の現況は畑地であり、耕作面の標高は11.90m前後である (第 16図 )。 Y=-67344m付近から

東側は第 5層の堆積があり、この第 5層の上面と下面において 2面の遺構面を検出した。また第 7

図に破線で示したY=-67349m付近からY=-67343m付近のみ礫を含む第 7層が露出している。

遺構面の標高は、上面の第 1遺構面で11.60m前後であるのに対し、下面の第 2遺構面は西端部で

11.60m、 東端部で11.30mと なり、東に向けて下降する傾斜をもつ。

遺物包含層である第 5層から出土した遺物には、縄文時代から奈良時代までのものがある。縄文

土器には、突帯文系の深鉢口縁部の細片 (第 17図30)がある。また弥生土器には中期以前と考えら

れる壺の底部 (31)がある。土師器は一定量の出土が認められ、壷 。甕 。高杯・杯や把手などがあ

る (32～ 40)。 須恵器は 7世紀を中心とする蓋杯 (41～ 44)の他、大形の鉢 (45)が出土している。

IY-67352m

第 1遺構面

0° 0

|

盟＼
IS

|

第15図 第 7区遺構平面図

1 25Y3/3(暗 オリーブ褐)シル ト混粗砂
3 10YR5/3(に ぶい黄褐)シル ト混粗砂
5a10YR3/3(暗褐)粗砂混シル ト
5b10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
6 10YR5/4(に ぶい黄褐)シル ト混粗砂

第16図 第 7区土層柱状模式図
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土器以外では、滑石製の紡錘車 1点 (46)がある。

遺構は、第 1遺構面において江戸時代を中心とした時期のものがある。最も時期の古い遺構は、

東端部で検出した東西方向の溝 (SD-15)で微細な遺物が多く確実な時期は得られていないものの、

状況からみて中世の範疇に収まるものと考えられる。江戸時代の遺構は、東端部で検出した土坑 2

基 (SK-14・ 15)、 中央部で検出した耕作に関わるとみられる南北方向の小溝 2条 (SD-13・ 14)

の他、第 6区の中央部で検出したP-103に類似する畑作に関係すると考えられる土坑 2基 (SK―

12・ 13)がある。

第 2遺構面では、調査区中央部から東端部にかけて竪穴住居 5棟を始めとする多数の遺構を検出

した。竪穴住居はすべて方形プランのもので古墳時代から飛鳥時代にかけてのものである。竪穴住

居以外では、ビット多数を検出した。時期がわかるものでは、古墳時代のものと鎌倉時代のものが

混在し、やや古墳時代の占める割合が高い。

以 下、主要な遺構を説明する。

7。
N

ビ
`【

詈][当舅ら 46
0                   10om
卜____ ― ―

―

第17図  遺物実測図 3

-16-



〔SB-2・ 3〕 (第 19図、図版 8)

SB-2・ 3は、第 7区中央部で検出した方

形の竪穴住居である。SB-2は壁溝をもた

ないやや隅円方形状のもので、規模は、東西

3.7m以上、南北1.5m以上である。覆土は20cm

程度の単層で、灰黄褐色系の粗砂混シルトに

円礫が混ざる。SB-3は 、SB-2東側で検

出 した方形プランの もので、規模 は東西

2.6m、 南北0.9m以 _Lの小規模な住居である。

壁溝は幅15～ 25cm、 深さ10cm程度で周囲に巡

る。覆上は10cm程度の単層で、暗褐色系の粗

砂混シル トに円礫が混ざる。SB-2の遺物

には須恵器杯身 (第21図 47)や土師器の甕及

び高杯 (48・ 49)が含まれていることから飛

鳥時代と考えられる。またSB-3は微細な

遺物のみで、確実な時期は得られていないが

吉墳時代の範疇と考えられる。

〔SB-5〕 (第 18図、図版 8)

SB-5は、第 7区束半部で検出した方形の

竪穴住居である。この住居は一辺3.lmの ほぼ

正方形状で、深さ10～20cmの ビット (P-169・

171・ 174・ 175)4基で 4本柱を構成する。覆

土は25cm程度で 2単位に分けられ、上位は暗

褐色系、下位はにぶい黄褐色系の粗砂混シル

ヽ

A A

―SB-2 1 10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト (円礫を多く含む)

C C'

第19図 SB-2・ 3遺構平面図及び土層断面図

♂

D

0                    2m
卜  ,市 _     1

SB-5   ]10YR3/4(暗 褐)粗砂混シル ト
2 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト

壁溝   3 10YR4/4(褐 )粗砂混シル ト
4 10YR4/6(褐 )粗砂混シル ト

P-1フ5 5 10YR3/3(暗 褐)粗砂混シル ト
P-1フ4 6 10YR3/3(暗 褐)粗砂混シル ト
7 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト

第18図 SB-5遺構平面図及び土層断面図

B                  3'

ーSB-3 1 10YR3/4(暗 褐)粗砂混シル ト (円礫を多く含む)
壁溝  2 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
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卜である.壁溝は幅10～ 20cm、 深さ10cm程度で周囲に巡る。また東壁に沿って南側に延びる深さ10

cm程度の落ち込みがあり、今回の調査では明確にできていないものの住居の拡張が行われたものと

考えられる。遺物には、須恵器の蓋杯 (第 21図50～ 53)、 鉢 (54)、 甕 (55)や上師器甕 (56・ 57)

があり、 7世紀初頭頃の住居と考えられる。

〔SB-6〕 (第 20図、図版 8)

SB-6は、第 7区東端で検出した方形の竪穴住居で西辺のみ直線的に検出し、 5 cⅢ程度の浅い覆

上を掘削した後、壁溝を確認したことから竪穴住居であることが判明した。覆土には焼土及び炭が

多く含まれていたことから、焼失家屋の口J^能性が考えられる。また床面から主柱穴と考えられる 2

基のビット (P-153・ 154)や 貯蔵穴の llf能性の

ある土坑 (SK-16)な どを確認した。このことか

ら、この住居は東西51mtt Lの比較的大型の住居

と考えられる。時期的には、古墳時代中期以降と

考えられる。

〔SB-4〕 (写真 5)

SB-4は、SB-5の 西側で検出した方形状の

遺構である。壁溝等は、検出できていないものの

底面の状況などから竪穴住居と考えられるc

ゃ
‐67328m

}|■  11
.1,111 イ■

11‐ ‐′11r11

写真 5

SB-6
壁溝

P-152
P-166
SK-16

10YR3/3(暗 褐)粗砂混シル ト (焼土 炭を多く含む )
10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
10YR3/3(暗褐)粗砂混シル ト
10YR3/3(暗褐)粗砂混シル ト
10YR3/4(暗褐)シル ト混粗砂 (礫を含む )

10YR4/2(灰黄褐)粗砂混シル ト
10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト (焼土 炭を多く含む )
10YR3/3(暗褐)粗砂混シル ト
10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト

第20図 SB-6遺 構平面図及び土層断面図

-18-



SB-2(47～ 49)

/ 47

SB-5(50～ 57)

第21図 遺物実測図4

4 第 8・ 9区の調査 (第23図、図版 9)

第 8。 9区の現況は畑地であり、耕作面の標高は1170m程度である (第 22図 )。 遺構面は第 7区

の状況から第 5層上面及び第 6層上面とする 2面 として検出されるものと想定したが、両地区とも

第 5層上面では遺構は検出されず、第 6層上面の 1面について調査を行った。遺構面の標高は、

1130m前後で東側に向かってやや L昇する傾斜をもつ。

遺物包含層から出土した遺物では、第 8区の第 5層から6世紀末頃の須恵器杯蓋 (第25図 60)や

甕 (61)が出土している。

遺構は、第 8区 においてカ

マドをもつ竪穴住居 1棟 (SB

-8)と その北側に竪穴住居

の可能性がある方形の遺構

(SB-9)の 他、ビット8基 第22図 第 8・ 9区土層柱状模式図
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第 8区南壁
Y=-67318m付 近

1 25Y3/2(黒 褐)シル ト混粗砂
3 10YR5/3(に ぶい黄褐 )シル ト混粗砂
5a10YR4/4(褐 )粗砂混シル ト
5b10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
6 10YR4/4(褐 )シル ト混粗砂



を検出した。判別できるピットの時

期はすべて古墳時代のもので、 6世

紀末頃と考えられる。また第 9区で

は東西方向の溝 1条 (SD-24)と

ピット多数を検出し、時期的に古墳

時代後期頃のものと判断した。

以下、主要な遺構を説明する。

〔SB-8〕 (第 24図、図版10)

SB-8は、第 8区で確認した方形

の竪穴住居で北側の壁面ラインを直

線的に検出した。住居の規模は、北

側壁面のみの確認であるため全形は

不明であるものの、東西28m以上、

南北1.8m以上の規模を有し、壁面直

下には幅20cm、 深さ10cm程度の壁溝

が巡る。また北側壁面において造り

A'

第23図

付けのカマ ドを検出した。カマ ド部分はやや外倶1に張り出

す形状で、袖部は約60cmの 長さで内狽1に延びる。カマド内

部は赤褐色に変色し、その部材に使用されていたとみられ

る結晶片岩が多数出土した。住居の覆土は25cm程度で、上

下 2単位に分けられた。主柱穴は、直径40～ 50cm、 深さ約

20cmの ビット1基 (P-176)を 確認した。遺物には土師器

の甑口縁部 (第25図 58)がある。時期的には、 7世紀初頭

と考えられる。

〔SD-24〕

SD-24は 、第 9区で検出した幅65cm、 深さ15cm程度の溝

で、覆土は灰黄褐色粗砂混シルトの単層である。この溝の

主軸は、N-77°―Wで、流路方向は東から西とみられる。

遺物には軟質焼成の須恵器甕 (第25図 59)がある。

0                               1C

|

A

匡 =¬  
「

―

SB-8   ]10YR3/4(暗 褐 )シル ト混粗砂
2 10YR4/3(に ぶい黄褐 )シ ル ト混粗砂

壁溝    3 10YR4/4(褐 )シル ト混粗砂
P-176 4 10YR3/4(暗 褐 )シル ト混粗砂
5 10YR4/4(褐 )シル ト混粗砂

第24図  SB-8遺構平面図及び土層断面図

第 8・ 9区遺構平面図
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第8区 SB-8(58) 第8区 第5層 (60・ 61)

＼
 59 L_

第25図 遺物実測図 5

5 第10～ 13区の調査 (第27図、メ1版 10下 。11)

第10～13区の現況は、第10区が水田、第11～13区が休耕田の荒蕪地である。耕作面の標高は、第

10区が1140m、 第13区が1130mで北から南に向かって緩やかに下降する (第26図、写真 6・ 7).

遺構面は第11区から第13区にかけて第 5層の堆積があり、この第 5層の上面と下面において 2面の

遺構面を検出した。また第27図 に破線で示したY=-67287m付近からY=-67289m付近の範囲は、

南北方向の帯状に礫を含む第 7層が露出している。遺構面の標高は、上面の第 1遺構面で11.10m、

牛11～13区で検出した第 5層下面の第 2遺構面は11.00m前後である。

上位堆積層から出土した遺物には、第12「X第 2層から出土した提瓶 (第30図 98)や第 5層から出

土した提瀬の同縁部とみられる破片 (99)、 壼日縁部 (100。 lol)な どがあり、位置的にみてSE―

1と の関わりが強いものとして考えられる。

遺構は、第10区においては全く検出していないc第 11～ 131Xの 第 1遺構面では、第121Xの東壁周

辺を南北に延びる溝 1条 (SD-19)を 検出した他、第 5層が部分的に存在しない地点で検出したt
第12区西壁
×=-192851m付 近 第13区西壁

1 10YR4/1(褐 灰)シ ル ト混粗砂
2 10YR5/6(黄 褐)粗砂混シル ト
3 25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト
5 10YR5/4(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
(褐色粒を多く含む )

6a10YR4/4(褐 )粗砂混シル ト
6b10YR5/3(に ぶい黄褐)シ ル ト混粗砂

竺国≦

第26図  第10～ 13区土層柱状模式図

■|  _=.三 〓一一一一黎
．，
一

卜|:=● |

写真 7 第 13区西壁土層堆積状況
(X=-192860m付近 南東から)

第9区 SD-24(59)
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葬墓 (SK-19)も この遺構面に対応する遺構と考えられる。第 2遺構面では、第11区において古墳

時代の溝状遺構 1条 (SD-16)、 第12区において弥生時代後期頃の溝 (SD-23)、 古墳時代前期の

竪穴住居 (SB-10)、 後期の井戸 (SE-1)が重なり合って確認できた。また第13区では、古墳時

代初頭から飛鳥時代にかけての溝 4条 (SD-17・ 18・ 20・ 21)と 古墳時代前期の土坑 1基 (SK―

20)も 重なり合って検出した。

以下、主要な遺構を説明する。

〔SB-10〕 (第28図、図版12)

SB-10は、第12区中央部で検出した方

形の竪穴住居である。規模は長辺4.8m、

短辺35mの長方形の平面形で、床面まで

の深さが70cmと極めて深い。この住居の

西側約 1/3は古墳時代末期の井戸 (SE
-1)に よって壊されている。床面にお

いて検出した直径50cm、 深さ20cm程度の

2基のビット (P-217・ 218)か ら4本

柱の住居であったものと考えられ、ほぼ

中央部に直径60cm、 深さ12cmの炉が確認

できた。壁溝は、幅約20cm、 深さ10cm程

度でほぼ全周する。覆土は 3単位に分け

られるが、最上層にはSE-1の時期にあ

たる土器が多量に出土し、このことはSE

-1が掘削された時点で住居内部が凹ん

でいたことを示すものであろう。また下

位にあたる 2単位の覆土には壷 (第 29図

62～ 66)を 中心とした本来の居住時期を

示す上器群が出土 した。またSE-1の

覆土内部からもSB-10か らの混入とみ

られる土器群が含まれていた (75～ 82)。

土器の出土位置では、炉内部から出土し

たものに壺日縁部 (64)が、主柱穴であ

るP-218内 部か ら複合 口縁壺 口縁部

(65)と 壺底部 (70)がある。これらの

土器からこの住居は、庄内式併行期古段

階頃に位置づけられる。

―

一

「

―

第27図 第10～13区遺構平面図

第 10区

|

SD-2]

-22-



〔SD-23〕 (第 28図 )

SD-23は 、SB-10の床面で検出した幅約1.Om、 床面からの深さ20cm程度の東西方向に延びる溝

である。上部はSB-10に よって削平を受けているため全形は不明であるものの、上端幅1.5m、 深さ

90cm程度の規模であったと思われる。覆土は底面付近の 2単位が残存しており、上位は暗灰黄色系

の細砂混粘土、最下層が黄褐色の細砂となる。遺物は微細なものが主体であるが、時期的に弥生時

代後期以前の遺構と考えられる。

〔SE-1〕 (第 28図、図版12)

SE-1は SB-10と 重なりをもって検出した井戸である。この井戸は掘削段階でSB-10の凹みを

利用し掘 り進められたものと考えられる。規模は、東西幅の広がりは不明瞭であるものの南北幅

35m以上を測る大規模なもので、深さは1.7m(標高9.4m)ま で掘削されている。覆土は 5単位に分

けられ、 L位層がシルト質で下位層ほど粘質が強くなる傾向であり、上位の 2単位に多量の土器が

含まれていた。遺物には、SB-10か ら混入したとみられる一群 (第 29図75～ 82)の他、SE-1の

時期を示す須恵器・土師器があり、須恵器の割合が特に多い。須恵器の機種では蓋杯が少なく、図

示できる杯蓋 (第 30図83)が 1点ある。また壺 。甕 (84～ 87)が一定量有り、極めて多いものが提

瓶 (88～ 92)である。図示したものは 5点であるが、細片を含めると20点以上の提瓶が存在したも

のと考えられる。提瓶には、肩部把手の形状にボタン状のものを貼付けたもの (88)や、指オサエ

で丸めた比較的低い突起を貼付けたもの (89・ 92)の他、SE-1の上部に堆積した第 2層から出土

SE-1  1 10YR3/3(暗 掲)粗砂混シル ト
″   2 10YR3/4(暗 褐)粗砂混シル ト
″   3 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混粘土
〃   4 10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混粘土
″   5 10YR4/4(褐 )粘土
SB-10 6 10YR5/3(に ぶい黄褐)細砂混シル ト
〃   7 10YR4/4(掲 )粗砂混シル ト (円礫を含む)
壁溝  8 10YR3/4(晴 褐)粗砂
炉   9 10YR4/3(に 31い黄褐)シル ト混粗砂

D                    2m ″    10 10YR5/3(1こ 13ヽい黄褐)粗砂
卜 .― T-1-.― ■― ~     sD-23]1 25Y5/2(暗

灰黄)細砂混粘土
″   12 25Y5/3(黄 褐)細砂

第28図 SE-1・ SB-10・ SD-23遺構平面図及び土層断面図
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している円環状になるもの (98)も 含まれる。また提瓶に類似する横瓶 (93・ 94)も 出土しており、

この 2点は同 ^個体の可能性が高いものである。土師器では、壷口縁部 (95)や 甕 (97)な どがあ

る。出土した遺物からSE-1の時期は、 6世紀末から7世紀の初頭頃に位置づけられる。この遺

物の出土傾向は、水辺の祭祀に関わる特殊な一例を示すものと考えられよう。

〔SD-17・ 18・ 20・ 21〕 (第31図、図版12)

SD-20。 21は第13区南半部で重なり合って検出した溝であり、北側微高地部と南側微低地部の境

目に掘削されているものである。またSD-17・ 18も SD-20・ 21が埋没後、この地点に掘削された

溝である。

SD-21は SD-20に よって南側肩部を削平されているものの幅20m前後に復元でき、深さ10mを

測る。また第31図に示した土層堆積単位の 5～ 7層 と 8。 9層から再掘削が行われていることがわ

かり、その方向性はN-73° 一Wである。出土土器には、壼回縁部 (第32図 102)や底部 (103。 104)

があり、時期的にみて庄内式併行期古段階頃と考えられる。

SD-20は SD-21が埋没した後、掘削された溝で、上端幅16m、 深さ45cm前後のもので、その方

第 12区 SB-10(62～ 74)

・ζ

第 12区 SE-1(75～ 82)

ヽ

（＊）
　
　
　
　
　
／

６

＼ン

/｀ ア ｀
ビ 。

第29図 遺物実測図 6
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第 12区 SE-1(83～ 97)

第 12区 第5層 (99～ 101)

第30図 遺物実測図 7
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SD-21・ 22
C

SD-18
D

σ̈
一

1 10YR5/4(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト  SD-18
2 10YR4/3(に ぶい黄褐 )シル ト混粗砂    〃
3 25Y4/3(オ リーブ掲 )シ ル ト混粗砂     ″
4 10YR4/4(褐 )シル ト混粗砂
5 10YR5/3(に ぶい黄掲)粗砂混シル ト
6 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
フ 10YR3/3(暗 掲)シリレト
8 10YR5/4(に 81い黄褐)粗砂混シル ト
9 10YR4/4(褐 )粗砂混シル ト

SD-18・ 20・ 21土層断面図

10YR4/3(に 131い黄褐 )シル ト混粗砂
10YR4/2(灰黄褐)粗砂混シル ト
10YR4/4(掲 )粗砂SD-21    ″

SD-21

第31図

SD-21(102～ 104)

|         ′  102

0                   10cm
―J

第32図 遺物実測図8

向性はN-65°一Wである。覆土はレンズ状の堆積をする 4単位に分けられ、全体的に褐色系の土層

で上位層はシルト質が、下位層は粗砂質が強い。遺物は、細片が多く図示していないが、占墳時代

前期の布留式期の範疇と考えられる。

SD-18は 、SD-21の 北側で検出した幅85cm、 深さ70cm前後の溝である。その主軸はほぼ束西方

向に重なる。出土遺物からみて古墳時代後期頃に位置づけられる。

SD-17は 、この中でその重なりから判断しても最も新しい時期の溝である。この溝は、幅50～ 70

cm、 深さ10cm前後で、N-73°―Eの方向性をもつものである。底面の比高差は他の溝に比べ明確で、

流路方向は、東から西である。出土遺物からみて 7

世紀前半の飛鳥時代に位置づけられる。

〔SK-20〕 (第33図、図版12)

SK-20は SD-17と SD-18の 間で検出 した東西

0.8m、 南北1.4m、 深さ65cm程度の土坑である。覆土

は全体的に黄褐色系のシルト質で 3単位に分けられ

る。遺物は微細なものが多いものの、古墳時代前期

の範疇と考えられる。規模的にみて土坑墓の可能性

が考えられる。

〔SK-19〕 (第34図、図版12)

SK-19は 第12区 と第13区の境 目で検出した土坑

である。この土坑は東西0,7m、 南北1.3m、 深さ25cm

で、覆土は 2単位に分けられ、出土遺物等の状況か

ら土葬墓と考えられる。上位の覆土は約10cmの深さ

0            1m
L― , 一   ~

10YR4/3(に ぶい黄褐 )
粗砂混シル ト

10YR4/2(灰 黄褐 )
粗砂混シル ト

10YR5/4(に ぶい黄褐 )
細砂混シル ト

-26-

第33図 SK-20遺構平面図及び土層断面図



で灰黄褐色系の粗砂混シルト、下位の覆土は約15cmの深さでにぶい黄褐色の粗砂混シルトであり、

遺物は下位層からまとまって出上した。遺物の出上位置は、中央より北側の床面に集中し、すべて

埋葬に関係する副葬品と考えられるものである。遺物には、土器類として土師器皿 3点 (第35図 105

～107)、 瓦器椀 1点 (108)がある。土師器皿はすべて日径8.5cm程度で、106・ 107は完形品である。

色調は、105が赤褐色、106。 107が乳褐色に発色している。108は 回縁部に歪みのある完形の瓦器椀

で、高台は粘土紐を貼付けただけの簡素なものである。石製品では石灰岩系の石材を用いた砥石

(109)が ある。ほぼ全面に使用痕が観察され、特に下端部には刀傷のような筋状の研磨痕が特徴的

である。また金属製品には鉄製の小刀 (110)が ある。この小刀は全長30.Ocmの もので、全面が錆に

覆われている。刃部には部分的に本目が確認できることから、埋納時には鞘に収めた状態であった

ものと考えられる。この他、銭貨 6枚 (111～ 116)も 小刀の際でまとまって出上している。出上状

態は図示できていないものの、111～ 113と 114～ 116がそれぞれ上中下の順に錆びついて固まった状

態 2単位として出土したものである。銭種は、開元

通費 (Hl)、 祥符元費 (112)、 元豊通費 (113。 114・

115)、 天聖元賓 (116)の 4種類である。出土遺物

からみて、埋葬時期は鎌倉時代と考えられよう。

第34図  SK-19遺構平面図及び立面図

05

り
‐

蜀確

綽
‐
聰

11

109
15

旧り16
聯
∩
Ｗ
Ｖ

0               5cm

(111～ 116)

瓦器 土師器出土地点

第35図  遺物実測図 9
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6.第 14。 15区の調査 (第40図、図版13上 )

第14。 15区の現況は、盛:11を施した荒蕪地である。盛上は20～40cmの 厚みがあり、その下に旧水

田耕土が堆積する。水田耕作面の標高は、約11.20mで ある (第36図、写真 8)。 遺構面は第13区の

状況を考慮し、第 5層上面で検出を試みたものの遺構は確認できず、第 6a層 ll面 まで掘削を行って

遺構を確認した。またサブトレンチ等の状況から第 6 btt L面 において遺構の存在が確認できたた

め、掘削深の関係から第14区のみ全面に掘削して調査を行った。遺構面の標高は、第14区北端で第

6a層上面の第 1遺構面が10.70m、 第 6b層上面の第 2遺構面が10.55mで、ともに第151ズ に向かって

下降していく状況である。また L位の第 2～ 4層 も谷部に堆積した沖積作用の影響で数単位に細分

が可能となり、第13区 と比較しても明らかに微低地へ移行したことがわかる。上位堆積婚から出土

した遺物には、第14区から出上した中国製青磁碗 (第39図 118)がある。

遺構は、第14。 15区の第 1遺構面において古墳時代の溝 1条 (SD-22)、 古墳時代の上坑 1基

(SK-22)の 他、時期の判別が困難な上坑やピットを検出した。また第 2遺構面では、弥生時代の

溝 3条 (SD-50。 51・ 53)、 弥生時代の方形土坑 1基 (SK-40)の他、時期の判別が困難な溝やJl

坑を検出した。

遺構及び遺物包含層の遺物出「11量は、第13区 までの居住域である微高地部に比べ減少傾向にあ

り、第14区から南側の微低地部は生産域となる状況を示すものと考えられる。

以 ド、主要な遺構を説明する。

〔SD-22・ SK-22〕

SD-22及びSK-22は 第141X北半部の第 1遺構

面で検出した遺構である。

SD-22は 幅1.9m、 深さ20cm程度の溝とみられ、

その方向性は、N-43°―Wである。覆土はにぶい

貫褐色系の粗砂混シルトの単層である。遺物から

みて li「墳時代前期の遺構と考えられる。

SK-22は SD-22の 南側で検出した不定形の土

坑である。長辺が2.5m以上の大規模な遺構で、東

側に大きく広がるものとみられる。この遺構も古

墳時代の範疇と考えられる。

第 15区西壁

第 14区西壁 第 14区西壁
X=-192880m付 近

1 25Y5/1(黄 灰)シル ト混粗砂
2 25Y5/4(黄 褐 )シ ル ト混細砂
3a 25Y5/2(暗 灰黄 )シ ル ト混粗砂 (褐色粒を少量含む )

L=1100m 3b 25Y6/4(に
ぶい黄)シル ト混粗砂

3b      4a 25Y5/3(黄
褐)粗砂混シル ト (褐色粒を上位に多く含む )

4b 25Y5/2(陪 灰黄)粗砂混シル ト
4c 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混粘土

L=1堅50m 5a 10YR5/4(に
131い黄褐)粗砂混シル ト

5b 10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
5a      6a 10YR5/3(に

lklい黄褐 )シル ト混粗砂

6b 10YR4/4(褐 )シル ト混粗砂
フ 10YR3/4(暗 褐)礫混粗砂

第36図 第 14・ 15区土層柱状模式図

写真 8 第 14区西壁土層堆積状況
(X=-192880m付近 南東から)

4b

4c

5a
5b

6a
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〔SD-53〕 (第 37図 )

SD-53は 第14区北半部の第 2遺構面で検出した溝である。

この溝は幅1.7m、 深さ35cm程度の溝で、その方向性は、N―

56° ―Wである。覆土は上下 2単位に分けられるにぶい黄褐

色系の粗砂混シルト層である。遺物からみて弥生時代中期の

範疇と考えられるが、詳細な時期は得られない。遺物には凸

基有茎式の石鏃 (第 38図 117)があるc

〔SD-50・ 51・ SK-40〕

118

0                   10cm

-

第39図 遺物実測図11

第2遺構面 (第 14区 )

/

/
＼

SD-50・ 51はSD-53の 南側で検出したN

-29° ―Wの方向性で平行に掘削された 2

条の溝である。ともに10cm程度の浅いもの

である。またこれらの西側にはSK-40が

ある。SK-40は 東西3.Om以 11、 南北33m

以上の大型方形土坑である。これらは、弥

生時代の遺構と考えられるが、微細な上器

が含まれているのみで、その性格などは不

明である。

北西壁面

に_____+- 1 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
2 10YR5/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト

第37図  SD-53土層断面図

― 0                    5cm

―

―
―
 
― ―

― ,一 月

第38図 遺物実測図10

0                               10m

―

―

―
一

第40図  第 14。 15区遺構平面図

-29-

第 1遺構面 (第 14 15区 )

/

＼

第 15区

棟̈
一

莉繭一

目曰‐。‐［‐‐

ｌ
ｂ
‐
‥
‐
‐
」
ド
Ю
Ｆ
Ю
‐‐
ｂ
勝
Ｆ
Ｉ
‐ヽヽ
‐―
――
―‐
―‐
―‐



7.第 16・ 17区の調査 (第41図、図版13下 )

第16・ 17区の現況は水田であり、耕作面の標高

は、約11.10mである (第42図、写真 9)。 遺構面は

第13・ 14区の様相とは若千異なり、第 5b層上面が

第 1遺構面である。下層の状況は第 6a層上面と

第 6b層上面において遺構を確認し、それぞれほ

ぼ全体に調査を進め、さらに下層の状況確認をサ

ブトレンチによって行った。遺構面の標高は、第

1遺構面が10.50m、 第 2遺構面が1040～ 10.45m、

第 3遺構面が10.15mで第16区南端部分が各遺構而

とも5～ 10cⅢ程度低くなる。

遺物包含層から出土した遺物には、第17区の第

6b層から出ilした弥生土器川l部 (第43図 120)が

あり、第 3遺構面のベース層にも遺物が含まれて

いることを確認した。

第 1遺構面において検出した遺構は、第17区の

平安時代とみられる溝 1条 (SD-30)と この溝の

南側に平行して延びる幅34mの 高まり (大畦畔)

がある。また第 2遺構面において検出した遺構

は、古墳時代の溝 (SD-27・ 29・ 31・ 33)、 奈良

時代の溝 (SD-32)や 時期の判ワJが困難な土坑や

ピットを検出した。また第 3遺構面では、第16区

においてサJ曲 して延びる溝 (SD-40)を 第17区に

おいて束西方向の溝 (SD-41・ 42)を それぞれ検

出した。層位的にみて弥生時代中期頃と想定でき

るものの、ほとんど遺物が出土せず、時期判別等

は不可能である。

写真 9 第 17区西壁土層堆積状況
(X=-193∞ 7m付近 南東から)

o                               ]Om
|

第41図  第16・ 17区遺構平面図

第1 2遺構面

＼
第 16区

第3遺構面

/

＼

第 17区

＼

＼
さ

//(i、

＼ sD-40

/

＼

SD-27

SD-28

第 17区

＼

SD-30

/

サブトレンチ

＼
サブトレンチ

/
SD-42

SD-33底 面

リブトレンチ
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第 16区西壁

1 5Y4/1(褐 灰)シル ト混粗砂
2 25Y5/4(黄 褐)シル ト混細砂
3 25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト
4a 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト (褐色粒を多く含む )
4b 25Y5/4(黄 褐)粗砂混シル ト (褐色粒を含む )
4c 25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト (褐色粒を含む )
5a 25Y6/2(灰 黄)粗砂混粘土
5b 25Y5/4(黄 褐)粗砂混粘土
5c 10YR5/6(黄 褐)粗砂混シル ト
6a 10YR5/4(に ぶい黄褐)rIB砂 混シル ト (褐色粒を含む )
6b 10YR4/3(に ぶい黄褐 )シル ト

(北半部は上位に褐色粒を多く含む )

6c 10YR4/3(に ぶい黄褐)細砂混シル ト
フ  25Y5/4(黄 褐)細砂

第42図  第16・ 17区土層柱状模式図

このことから、第13区から南側の微低地は当調査区まで及んでいることが確認でき、時期が異な

るものの大畦畔や平行して掘削された東西方向の溝など灌漑用水路と考えられることから当調査区

一帯が水田地帯であった可能性が指摘できよう。

以下、主要な遺構を説明する。

〔SD-29〕 (第44図、図版14)

SD-29は 、第17区北端部で検出したほぼ東西軸に主軸をとる溝である。 2単位の掘削単位が確

認でき、時期の新しいSD-29aが古墳時代前期の布留式期、時期の古いSD-29bが庄内式併行期頃

ｍ

旦２
３

４ｂ

４ｃ

　

５Ｃ

に位置づけられる。

〔SD-31〕 (第44図 )

SD-31は 、第17区の中央部、大畦畔の下部で検出したほぼ

東西軸に主軸をとる溝である。上下 2単位の掘削単位が確認

でき、時期の新しいSD-31aが古墳時代後期頃に位置づけら

れるものの、下位にあたるSD-31bは 遺物の出上が認められ

ず第 3遺構面に対応する遺構の可能性も考えられる。

〔SD-32・ 33〕 (第44図、図版14)

SD-32は 、第17区の南端部で検出した幅2.2m以 上の遺構

で、他の溝と同じ東西軸に主軸をとることから溝と考えられ

5

第6b層

E]黒斑 。

第43図  遺物実測図12

1 10YR5/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト (褐色粒を含む )
2 25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト
3 25Y5/3(黄 褐)細砂混粘土
4 ]OYR5/4(に ぶい黄褐)細砂混シル ト
5 25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト (褐色粒を含む )
6 25Y4/2(暗 灰黄 )シル ト混粗砂
7 25Y5/4(黄 褐)シル ト混細砂

SD-29a

SD-29b SD-31a

SD-31b

1 25Y4/4(オ リーフ褐)シル ト
2 25Y5/2(暗 灰黄)細砂混シル ト
3 10YR4/3(に 131い黄褐)粗砂混シル ト
4 10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混粘土
5 10YR5/4(に ぶい黄褐)粘土

第

“

図 SD-29・ 31

1 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
2 25Y4/3(オ リーブ褐 )シル ト混粗砂
3 25Y5/2(暗 灰黄 )細砂混シル ト (褐色粒を含む )

32土層断面図

SD-32

0                   1
い ____一

-31-



る。覆上は 3)に位に分けられ、最深部で60cmの深さがあるc遺物には、須恵器杯身 (第43図 119)が

あることから奈良時代の遺構と考えられ、 11器以外に馬歯が出上している。また南半部をSD-32

に切られるSD-33は 、南北方向の溝とみられ、遺物から古墳時代後期に位置づけられる(,

8 第18～21区の調査 (第45図、図版14下 。15上 )

第18～211Xの現況は水田であり、耕作面の標高は、約10.80～ 10.85mである (第46図、写真10)cこ

第20区  ＼-674フ 2mの地区の調査は、第201X及び第211え について、

調査区幅が約12mと 狭くなり、さらに東側にあ

たる既存水路からの湧水のため、第20区では中

央部、第21区 では南半部の壁面が大きく崩落

し、文化振興課との協議の結果、残存部分の最

低限度の調査に止めることとなった。遺構l"は

第171Xの様相から第 5b層上面及び第 6a層 ll面

とさらに下層の第 6b層上面に遺構面が存在す

るものと考えられた。しかし、第18・ 19区にお

いて第 5b層上面 (標高10.00m前後)では遺構が

検出されず、第20・ 211ズ についても第 5b層 に相

当する土層が下層に落ち込む状況であったため

遺構確認には至っていない。また第 6a層 上面

の検出では、比較的遺構面が高い第18区北半部

で古墳時代を中心とする東西方向の溝 4条 (SD

-34～37)を 検出した他は、第19区で時期不明

のピット4基 (P-222～ 225)を検出したに過ぎ

ない。第19区での第 6a層上面の標高は、第18

区と比べ70cm以上も低くなり、約9.25mと なる。

また沖積作用によって堆積した第 5層 も5単位

に細分が可能で、その厚さは90cm程度となり、

:  ・rrf・‐・ tF■lit“舞 :ま路靡驚・́Cr｀｀:`■‐
1-~

写真10 第18区西壁土層堆積状況
(X=-193024m付近 南東から)

第21区

第 18区

SD-35

SD-34

/
＼

サブトレンチ

/

＼

＼

SD-36＼
SD-37

/
＼

＼
＼

/
崩落部分

第 19区

/

-32-

第45図  第18～21区遺構平面図



第20区西壁第 18区西壁
×=-193028m付 近

第 19区西壁
X=-193042m付 近

１

２ａ

２ｂ

３ａ

３ｂ

３Ｃ

４ａ

　

４ｂ

４。

４ｄ

５ａ

５ｂ

５ｃ

５ｄ

５ｅ

６ａ

３ａ

３ｂ

３ｃ

第21区西壁
×=-193078m付 近

25Y4/1(黄 灰)シル ト混粗砂
25Y5/3(黄 褐)シル ト混粗砂
25Y6/3(に 131い黄 )シ ル ト混fIB砂
25Y5/2(暗 灰黄)シル ト混粗砂
25Y5/3(黄 褐)シル ト混粗砂
25Y5/6(黄 褐)粗砂混シル ト
25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト
(掲色粒を多く含む )

25Y5/3(黄 褐)粗砂混粘土
25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混粘土
25Y6/2(灰 黄)粗砂混粘土
25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
25Y5/4(黄 褐)粗砂混粘土
25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混粘土
25Y5/3(黄 褐)粘土
25Y4/2(暗 灰黄)粘土
10YR5/4(に ぶい黄褐)シル ト

4a

A

/

L=1050m

3c

L=950m

第46図  第18～21区土層柱状模式図

ド位層ほど粘質が強くなる。

遺物包含層から出土した遺物には、第19区の第 5e層から出土した須恵器杯身 (第47図 121)があ

り、この層位の堆積が 81世紀頃であると考えられる。

以下、主要な遺構を説明する。

〔SD-34～ 37〕 (第48図、図版14)

SD-34～ 37は、第18区北端部で検出したほぼ東西軸に主軸をとる溝である。この中で時期の判

511が nJ能であるものは、SD-35で古墳時代後期頃と考えられる。

SD-35は 当初 1条の溝として掘削を開始したものが、 2単位の掘削単位が確認できた。このこ

とから、時期の新しいものをSD-35a、 時期の古いものをSD-35bと して調査を行った。SD-35a

は、幅約50cm、 深さ10cm程度で灰黄褐色の粗砂混シルトの単層である。またSD-35bは 幅約1.lm、

深さ25cmで覆土は 3単位に分けられる。

SD-34は 、SD-35と 重なりをもつもので、重なり合う溝の中では最も新しい時期のものである。

この溝は、幅70cm、 深さ30cⅢ程度で、断面形が逆台形状を呈するものである。覆土は上下 2単位に

分けられる。

またSD-36は 、北側肩部をSD-34に よって削平されているため全体の規模は不明であるものの、

幅1.6m以上、深さ40cm程度と比較的規模の大きなもので、覆土は 2単位に分けられる。SD-34・ 36

とも上位層がシルト質であるのに対し、下位層が粘土質となる。

SD-37は SD-36の 南側で検出した溝で、幅50～ 90cm、 深さ10

～20cmで、底面が東側に向けて低くなる特徴をもつ。覆土は、灰

オリーブ色粘土の単層である。

バ̈
一

第47図  遺物実測図13
B'

SD-35b

SD-35a l 10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
SD-35b 2 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
〃    3 25Y4/2(暗灰黄)粗砂
〃   4 25Y4/3(オ リーブ掲)細砂混シルト

SD-34～ 36土層断面図

-33-

10YR4/2(灰黄褐)粗砂混シル ト
10YR4/](褐灰)粗砂混粘土
25Y4/3(オ リーブ褐)粗砂混シル ト
25Y4/2(暗 灰黄)粗砂混粘土

SD-34

SD-36

1

4b

第48図



9.第22～24区の調査 (第49図、図版15下 。16上 )

第22～24区の現況は第22・ 24区が水田で、耕

作面の標高は、10.75m前 後である (第 50図 )。 ま

た第23区が荒蕪地で、表土に 5 cm程度の盛土が

施されていて現地表面の標高は、約11.00mであ

る。遺構面の様相は、これまでとは異なり第 4

a層 11面 と第 6a層 11面において遺構を確認し

た。第 4a層上面の標高は、第22区で約10.15m、

第23区で約1050mと なり、急激に高くなる状況

である。また、第 6a層 11面の高さもこの状況

に比例し、北側微低地と南側微高地部の境界部

にあたることが確認できた。第23区から第24区

にかけては、第 6a層 上面の標高も10.25m前 後

でほぼ水平となり、黄 7・a色系の安定したシルト

質土壌となる。

遺構は、第 4a層 上面の第 1遺構面において

第22区の大規模な土坑 (SK-28)及び第24区の

粘土採掘坑と考えられる江戸時代の土坑 (SK―

30)を 検出した。また第 6a層上面の第 2遺構面

では、第22区の時期不明の土坑 (SK-29)、 第

23区 の中世の範疇と考えられる溝 2条 (SD―

38・ 39)の他、遺物の出土がほとんどなく時期

判定が困難であるものの建物に伴うとみられる

第24区のビット群がある。

遺構及び遺物包含層の遺物出上量は、これま

での微低地部と比較しても極めて少ない。しか

し、さらに南側にあたる県センターの調査で確

認されている居住域に向かって増加傾向になっ

ていくものと考えられる。

第23区西壁
X=-193]07m付 近

第 22区西壁 盛土
  第24区西壁
X=-193118m付 近

0                               10m
l―  「「

 |―  ・ ‐三 刊

第49図  第22～ 24区遺構平面図

1  25Y4/](黄 灰 )シル ト混粗砂

＼ SD-39

/
SD-38

ハ
　
マ
＼＼

´
２ａ

´ ３ａ
一

第24区南壁
Y=-67534m付 近

25Y5/6(黄 褐 )シル ト混細砂
25Y5/4(黄 褐 )シル ト混細砂
25Y5/2(暗 灰黄 )シ ル ト混粗砂
25Y5/3(黄 褐)シル ト混粗砂
25Y5/4(黄 褐)粗砂混シル ト
25Y5/3(黄 掲)粗砂混シル ト
25Y5/4(黄 褐)粗砂混シル ト
(褐色粒を多量に含む )

25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト
(褐色粒を含む )

25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混粘土
10YR5/4(にぶい黄褐)細砂混シル ト
(褐色粒を多く含む )

10YR5/4(に 3tヽ黄褐 )シ ル ト

２ａ

２ｂ

３ａ

第22～24区土層柱状模式図
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以下、主要な遺構を説明する。

〔SK-28〕

SK-28は 第22区で検出した幅6.Om以上、調査区幅が狭小であったため全掘ができなかったもの

の深さ1.Om以上で橋鉢状に落ち込む大規模な土坑である。遺物の出上が少なく時期判定は困難で

あるものの室町時代の可能性が高いと考えられる。

10 第25～ 27区の調査 (第 51・ 52図、図版16～ 18)

第25～ 27区の現況は大規模に盛土が行われ 第12遺構面悌25～27区 )

た荒蕪地であり、その対処等の協議のため第 第25区  
＼＼

24区 までの次数と異なる第 5次調査として実

施したものである。位置的には第15区 と第16 sD 43

区間にあたる。調査は上部盛土の大半を重機

によって取り除き、旧耕作土直上から調査区

を設定して掘削を行った。旧耕作面の標高  SD 44

は、11.10～ 11.20m程度である (第53図、写真   //
11・ 12)。 遺構面の様相は、以北の第14・ 15

区の状況とは若干異なり、第 5b層上面が第 第26と＼
1遺構面として確認できた。この状況は第16

区以南と同様である。第 2遺構面以下の状況

は、第 6a層上面及び第 6b層上面においてそ

れぞれ遺構を検出し、第 2・ 3遺構面として

調査を行った。そして、西壁面に沿って設定

した下層確認のためのサブトレンチの状況か

ら第 6c層上面に遺構を確認し、できる範囲

の拡幅を行い第 6c層上面における第 4遺構

面の調査を行った。各遺構面とも検出の標高

は、第25区から第27区に向かって緩やかに上

昇する傾向にある。第 6c層以下の状況もサ

ブトレンチによって確認したが遺物の出十は

認められなかった。なお、第27区 のY=―

67376mよ り南西側は大規模な撹乱が存在し、

南端部で深さ確認を行ったものの遺構面より

も深く掘削されている状況であった。

遺構及び遺物包含層の遺物出土量は、第

14・ 15区の状況と類似し、極めて減少傾向に

ある。この中で遺物包含層から出土した遺物

に、第27区の第 6a層 から出土した弥生土器

第27区

/
＼

0                             10m

降

一

―

一

第51図 第25～ 27区第 1・ 2遺構面遺構平面図
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高杯 (第 54図 124)があり、第 6a層の堆積時期が弥生時代後期であることを示すものとして注目で

きる。

遺構は、第 5b層上面の第 1遺構面において第25区の溝 2条 (SD-43・ 44)を検出した。これら

は微細な遺物のみの出土であるため時期確認には至っていない。また第 6a層上面の第 2遺構面で

は、第26区の溝 (SD-46)や大規模な土坑 (SK-33)、 第27区の溝 (SD-49)な どがある。この中

で時期が明確なものはSD-49で古墳時代の範疇と考えられる。第 6b層上面の第 3遺構面では、第

25区及び第26区のみにおいて遺構が検出された。第25区では土坑 1基 (SK-34)と ピット4基、

第26区ではピット4基をそれ

ぞれ検出したが、いずれも時

期判定を行える遺物等の出土

は認められなかった。さらに、

下層の第 6c層上面における

第 4遺構面では、比較的多く

の遺構を確認した。第25区で

は焼土を多量に含む土坑 (SK

-38)の他、土坑 3基 (SK―

35～ 37)を 検出し、第26区で

は大規模な土坑 2基 (SK一

42・ 43)、 溝,大遺構 (SD-54)

の他土坑やビットを、また第

27区ではピット多数を確認し

た。このように、第 4遺構面

では多数の遺構を検出したも

のの遺物の出土量は極めて少

なく、土器を確認した遺構は、

第26区のSK-42、 SD-54、 P

-270と 第27区 のP-261だ け

である。出土土器はすべて縄

文土器で、図示できたものは

P-270から出土した深鉢の日

縁部 2`点 (第 54図 122。 123)

のみである。この深鉢はとも

に外面に条痕が施されたもの

で、縄文時代晩期の滋賀里式

に併行するものと考えられる。

以下、主要な遺構を説明す

る。
第52図 第25～27区第 3・ 4遺構面遺構平面図
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第3遺構面 (第25・ 26区 )

第25区
＼`

///  SK-34

第4遺構面 (第25～27区 )

第26区 。11/
＼
P-261

く`＼サブトレンチ

/

＼
９＼＼

、/// P_270

SK-42

SK-43
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第53図 第25～ 27区土層柱状模式図

L=11 00nn~~~   1  25Y4/1(黄
灰)シル ト混粗砂

2 25Y5/4(黄 褐 )シ ル ト混粗砂
3a 25Y5/3(黄 褐)シ ル ト混粗砂
3b 25Y5/4(黄 褐 )シ ル ト混粗砂

D      4a 25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト
(掲色粒を上位に多く含む )

4b 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
(掲色粒を含む )

L=1000m :: 3:¥易チ旱1墾 :[テ 1日蝦:省[!:土
6a 25Y5/2(暗 灰黄)細砂混粘土
6b 25Y5/3(黄 褐 )シル ト混粘土
6b 10YR4/1(掲 灰)シル ト混粘土
6c 10YR5/3(に ぶい黄褐)粘土混シル ト
6d 10YR4/3(にぶい黄褐)シルト混粗砂

写真11 第25区南壁土層堆積状況
(Y=-67340m付 近 北東から)

写真12 第27区西壁土層堆積状況
(X=-192931m付近 南東から)

〔SK-33〕

SK-33は 第26区の第 2遺構面で検出した土坑である。南北長80m以上で深さ20cm前後である.

遺構底面において束西方向の溝 (SD-48)及 び南北方向の溝 (SD-47)を検出し、遺構の方向性

などからSK-33に 伴う溝の 11^能性も考えられるc

〔SK-38〕 (図版16)

SK-38は 第25区の第 4遺構面で検出したi貞径85cm前後、深さ25cm程度の円形上坑で、底面は焼上

が塊状になる状況であった。このことは、長期間被熱を帯びた状態であると考えられる。覆上は、

焼上を多く含む灰黄褐色の粗砂混粘上で、土器

は含まれていなかった。遺構面の時期からみて

縄文時代晩期頃と考えられる。

〔SK-42〕 (図版17)

SK-42は 第26区 の第 4遺構面で検出した方

形の上坑である。東西2.5m以 11、 南北35m以上

の規模をもち、深さ約15cm程 度で、灰黄褐色の

粗砂混粘tの単層である。遺構底面において

ピット2基 (P-269。 270)を 検出した。

警

…

     
「

1‐:T―・́
~'"4■轟魔■な彎   「 饗ヽ
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第54図  遺物実測図14



第 2節 第 6次調査成果

第 6次調査は、大規模店舗建設に先立つ本発掘調査であり、開発範囲のうち浄化槽及び調整池設

置部分を対象として、第28～31区の合計 4カ所の調査区を設けて行った (第 4図、図版19)。

以下、第28・ 29区は調査区ごとに基本層序及び検出した遺構と遺物について説明し、第30。 31区

については調査区が隣接しており基本層序が共通すること、また遺構の連続性を考慮し便宜上まと

めて説明する。

1 第28区の調査 (第 56図、図版20)

本調査区の現況は、荒蕪地であり現代の耕作土 (第 1層 )上部には造成 llが厚く堆積している。現

地表面の標高は1180～ 1200mを 測り、また第 1層上面では11.35m前後を測る (第55図、写真13)。

第 1層以下の基本層序については、江戸時代の耕作土と考えられる第 2層、また室町時代の耕作

土と考えられる第 3層が堆積している。基本層序の基準層となる第 4層は、褐色の鉄分粒を含む鎌

倉時代の耕作十であり2単位に細分できる。その下位層には、平安時代の耕作土と考えられる第 5

層が堆積している。これらの各堆積層は水平に堆積していることから、調査地周辺が長期にわたり

耕作地として利用されてきた可能性がある。次に第 6層は 3単位に細分ができるもので、それぞれ

南西に向かって厚く堆積する。遺構面は第 6a層上面 (第 1遺構面)及び第 6c層上面 (第 2遺構面)

の合.12面を確認し、その標高は前者が10.65m前後、後者が10.25～ 1040mを 測り南西に向かって低

く傾斜する。

以下、遺構面ごとに主な遺構について説明する。

(1)第 1遺構面の調査

第 1遺構面では、t坑 2基、ビット5基を検出

したcこ れらのうちSK-51及びP-276は 平安時

代の遺構であり、その他の遺構については、出土

遺物が細片のため時期判別は困難であった。

〔SK-51〕

SK-51は 、調査区の北束隅部において検出し

たもので、遺構覆土は厚さ最大20cmを測るにぶい

黄褐色の粗砂混シルトであり、

平安時代の土師器細片などが含

まれている。遺構底面の状況は、

緩やかに落ち込んだ後、ほぼ水

平である。この十坑と方向性や

遺構覆土、また底面の状況が類

似するものとして、調査区の南

西隅で検出したSK-52がある。

これらの遺構は、検出状況から

水田となる可能性が高い。 第55図 第28区土層柱状模式図
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写真13 第28区北壁土層堆積状況
(Y=-67397m付 近 南から)

第28区北壁
Y=-6フ 398mイ寸近

]

2
3

4a

4b

5
6a
6b
6c

25Y4/1(黄 灰)細砂混シル ト
25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
(上位に明黄褐色の沈着面がある )

25Y5/4(黄 褐)粗砂混シル ト
(褐色粒を多く含む )

25Y5/3(黄 褐)粗 l1/混 シル ト
(褐色粒を多く含む )

10YR5/1(褐 灰)細砂混シル ト
10YR5/4(にぶしヽ黄褐)細砂混シル ト
10YR4/3(にぶい黄褐 )シ ル ト
10YR4/2(灰黄褐 )シ ル ト
(褐色粒を上位面に多く含む )



(2)第 2遺構面の調査

第 2遺構面では、溝 3条 を検出し

た。これらの溝は、第 6c層 上面に

おいて検出したことから、層位的に

判断して縄文時代のものと考えられ

る。ただし、遺物が出土しなかった

ため詳細は不明である。

〔SD-70〕

SD-70は 、調査区を北西から南束

方向に横切る溝で幅20～ 40cm、 深さ

は7 5cm前後を淑1り 、その主軸はN―

65° ―Wで ある。覆土は灰黄褐色粗

砂混シルトの単一層である。この溝

の底面は、約 3 cmの高低差をもって

南から北に向かって低 く傾斜する。

〔SD-68〕

サブトレンチ

SD-69

1      0                         4m
l~T~下 ~「 ~―~‐ ― ― ― ― ― コ

第56図 第28区第 1・ 2遺構面遺構平面図

またこの溝は、遺構の重複関係から、SD-70に 後出する

写真14 第29区南壁土層堆積状況
(Y=-67M7m付近 北から)

第 1遺構面

SD-68は 、調査区の南半部を蛇行

しながら東西方向に横切る溝で幅56

～68cm、 深さ20～ 24cmを 測 り、その

主軸はN-75° 一Eで ある。覆土は、

にぶい黄褐色細砂混シルトの単一層

である。この溝の底面は、約 8 cmの

高低差をもって東から西に低く傾斜する。

ものである。

2.第 29区の調査 (第 58図、図版21)

本調査区の現況は水田であり、現地表面の標高は10.70～ 10.80mを 測る (第 57図、写真14)。 現耕

作土 (第 1層 )以下の基本層序については、部分

的に上質及び:上色などが異なるものの、褐色の鉄

分粒を多く含むことを特徴とする第 4層及び、黄

褐色のシルト層である第 6層を基準として、堆積

の前後関係は第28区 の様相と共通する。遺構面

は、第 6a層 11■i(第 1遺構面)及び第 6c層上面

(第 2遺構面)の合計 2面を確認し、その標高は

前者が990～ 998m、 後者が957～967mを 測 り、

ともに北東から南西に向かって低く傾斜する。

以下、遺構面ごとに主な遺構及び遺物について

サブトレンチ      く[》 P_275

Ｑ

Ｐ・２７４
◎
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説りjす る。

(1)第 1遺構面の調査

第 1遺構面では、溝 1条、上
~

坑 5基、ピット3基 を検出し

た。これらのうちSK-46・ 47及

びSD-55は 、出土遺物から平

安時代のものである。その他

の遺構については、出上遺物が

細片のため時期判別は困難であった。

_ 」_― ―~

1  25Y4/1(黄 灰)細砂混シル ト
2a 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
2b 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト

(上位に明黄褐色の沈着面がある )

L=1050m3a 10YR5/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
(上位に明黄褐色の沈着面がある )

3b 10YR5/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
4a 25Y5/4(黄 褐)粗砂混シル ト

(褐色粒を多量に含む )

4b 25Y5/3(貢 褐)粗砂混シル ト
(褐色粒を多く含む )

5a 25Y5/1(黄 灰 )細砂混シル ト
5b 10YR5/1(褐 灰)細砂混シル ト

L=950m 6a 10YR4/3(に ぶい黄褐)細砂混シル ト
6b 10YR4/2(灰黄褐)シル ト
6o 25Y6/4(に ぶい黄)細砂混シル ト

第57図  第29区土層柱状模式図

〔SK-46〕

SK-46は 、調査区の北壁際において検出した不定形な土坑で、南北1.2mtt L、 東ll1 1 7m以 11、 深

さは最深部で5.8cmを 測る。また遺構底面の状況は、北西に向かって緩やかに F降 した後、さらに落

ち込むものであるc覆土は、暗灰黄色粗砂混シルトの単一―́層であり、最深部から口縁部に 1条の稚

拙な波状文を施した須恵器斐 (第 59図 125)が出十1している。

遺構の埋没時期は、出土遺物から平安時代中期とみられる。

〔SD-55〕

SD-55は 、調査区の西壁際に沿って緩やかに弧を描きながら北東方向へと延びるもので、幅0.92

～120m、 深さは最深部で約40cmを 測る。また覆土は 3中_位に細分が
"l・

能であり、第 1層 は灰黄褐

色粗砂混シルト、第 2層は暗灰黄色粗砂混シルト、第 3層は黄灰色細砂混シルトである。

遺構の埋没時期は、覆土内から黒色土器A類椀や中世土師器の他、日縁部が水平方向に外反する

第 1遺構面                 x=198024m       第2遺構面                 ×=1930ρ 4m

/ ＼
0

第58図 第29区第 1 ・ 2遺構面遺構平面図

＼

第29区南壁
Y=-67546m付 近

OP-272   ()P_271

◎
P-313

P-317
◎
P-319

《E)P-320
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SK-46(125)

第59図 遺物実測図15

奈良時代から平安時代の須恵器甕 (第59図 126)が出土しており、またSK-46が埋没した後に掘削

されていることから平安時代中期以降から後期までのものと考えられる。

(2)第 2遺構面の調査

第 2遺構面では、土坑 3基、ビット9基を検出した。これらの遺構覆土は、第28区 と同様にすべ

て第 6c層上面において検出したものである。よって、遺構の時期は層位的に判断して縄文時代の

ものとなる。特に、SK-71か らは縄文土器の細片が 1点出土した。

3 第30・ 31区の調査 (第 61図、図版22)

調査区の現況は水田である。現地表面の標高は第30区で1070m前後、第31区で1065m前 後、また

第31区北では10.75m前後を測る (第60図、図版35・ 36)。 このことから調査区周辺の現地表面は、

北から南に向かって緩やかに低く傾斜するものである。また基本層序については、部分的に土質・

土色などが異なるものの、褐色の鉄分粒を多く含むことを特徴とする第 4層及び、黄褐色のシルト

層である第 6層 を基準として、堆積の前後関係は第28・ 29区の様相と共通する。ただし、平安時代

の堆積層と考えられる第 5層 は、第30・ 31区のY=-67616mか ら Y=-67632m付 近の範囲でのみ

堆積し、第30区のY=-67616m付近以東や第31区の東部及び西部、また第31区北の全域では第 4層

下が第 6層上面となる。このことは、調査地周辺における平安時代以前の微地形として、第 5層の

堆積する範囲が微低地であり、それ以外の地域が微高地であったことを示すものである。よって第

31区における第 5層の性格としては、微低地部に堆積した遺物包含層と判断した。

これら第 4層以下の堆積層から出土した遺物には、まず第 4層出土遺物として、須恵器 (第62図

127～ 135)、 土師器 (136。 137)、 石器 (138～ 140)な どがある。そのうち127は飛鳥時代の杯G蓋で

あり、128～ 130が飛鳥時代から奈良時代の杯B、 131が飛鳥時代の杯Gであり、132が高杯脚部、133

が鉢Fの底部、134が奈良墳時代の甕、135が壺Lである。また136は杯A、 137が皿Aであり、これら

はともに奈良時代のものである。石器では、138が砂岩製砥石であり、139。 140がサヌカイト製の打

製石鏃である。

次に第 5層 から出土した遺物には、須恵器 (第 63図 141～ 165)や 上師器 (166～ 168)の 他、瓦

(第64図 169・ 170)な どがある。そのうち141・ 142が飛鳥Ⅲ～Ⅳ期の蓋で、142が杯G蓋である。ま
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第 30区南壁
Y=-67616m付 近

第30区南壁
Y=-6フ 606m付近

鋤
３ａ
３ｂ

2b
3b

4b

1  5Y4/](灰 )粗砂混シル ト
2a 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
2b 25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト
3a 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
3b 25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト
3c 10YR5/4(に 131し 黄ヽ褐)粗砂混シル ト
4a 25Y5/3(黄 褐)粗砂混シル ト (褐色粒を多く含む )
4b 25Y5/4(貢 褐)粗砂混シル ト (褐色粒を多く含む )
5a 10YR5/2(灰 黄褐)細砂混シル ト
5b 10YR5/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
6a 10YR5/4(に l_Kい黄掲)細砂混シル ト
6b 10YR4/2(灰 黄褐)細砂混シル ト
6c 10YR6/4(に ぶい黄橙)細I1/混 シル ト
フa 10YR4/3(に 3iい黄褐 )粗砂
7b 25Y4/2(暗 灰黄 )粗 I1/

第31区南壁
Y=-6フ 636m付近

第30区南壁
Y=-67591m付 近

第31区西壁
X=-192998m付 近

1

3b
3c
4a

第 31区西壁
X=-193022m付 近

2b
3a
3b

/

3b L=1。
50m

ヒ=1000m

た143～ 145は杯B蓋で、

第60図  第30。 31区土層柱状模式図

143・ 145が飛鳥Ⅳ期、144が飛鳥V期のものであり、146は杯B蓋 もしくは皿

B蓋 と考えられる。147～ 149は杯Hであり、147がTK-209型式、148が飛鳥 I期、149が飛鳥Ⅱ期の

ものである。さらに150は飛鳥Ⅲ期の杯Gであり、151が飛鳥時代の杯Gも しくは杯Aである。その

他、152～ 157は飛鳥時代の杯Bであり、そのうち154は壺底部の可能性があり、157がやや新相を示す

ものである。その他、158は高杯脚部、159は細頸壺の頸部、160は壺の底部、161・ 162が甕の回縁部

であり、163は飛鳥V期の甕または甑、164は円孔を穿つ壺K脚部である。さらに165は長方形透かし

をもつ壷または鉢の脚部と考えられる。土師器では、166が杯B蓋、167が平城Ⅱ期の杯A、 168が奈

良時代のものと考えられる甕Bである。第 5層 出土遺物のうち注目するべきものには、奈良時代の

瓦 (169。 170)があり、調査地周辺に瓦葺き建物が存在した可能性がある。第 5層の堆積時期につ

いては、これらの遺物の他、平安時代の土師器、灰釉陶器 (図版54321)、 黒色土器、瓦器なども一

定量含むことから平安時代とみられる。また先述した飛鳥時代から奈良時代の遺物は、周辺の遺構

覆土から第 5層が堆積する微低地内部に流れ込んだものと考えられる。

最後に第 6層から出土した遺物としては、縄文土器 (第 65図 171～ 173)や石器 (174～ 180)があ

る。そのうち、171・ 172は縄文時代晩期の深鉢である。171は回頸部に半裁竹管状工具によるC字爪

形文を施す晩期中葉のもので、172はいわゆる晩期後葉の突帯文t器である。その他、石器では174

第31区南壁
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0                   10Cm
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(127^-138)

第62図 遺物実漫1図 16

～178がサヌカイト製の打製石器で、174がスクレイパー、175。 176が石鏃、177・ 178が石錐である。

また179。 180が砂岩製の磨製石斧であり、179が石斧として使用した後、叩石に転用されたもので、

180は石斧の未製品と考えられる。以上の遺物から、第 6層の堆積時期は、縄文時代晩期以降と考え

られる。

遺構面は、第28・ 29区 と同様に合計 2面あり、第 1遺構面が古墳時代前期から鎌倉時代にかけて

の遺構を検出した第 6a層上面である。ただし、第 5層の堆積する範囲では、鎌倉時代の遺構がその

上面から掘削されている。これは第 5層の堆積が鎌倉時代以前であることを示している。第 2遺構

面は、縄文時代晩期中葉の遺構を検出した第 6c層上面である。また第31区北では第 4層上面から

掘削された江戸時代の粘土採掘坑を多数検出した。

遺構検出面の標高は、第 6a層上面で9.75～ 1040m、 第 6c層上面で9.20～ 10.20mを 測る。この遺構

検出面の高低差は、第 5層の堆積の有無からみた微地形の高低差に対応し、総じて各遺構面は第31

区中央部の微低地に向かって0.6～ 1.Om程度の高低差で低く落ち込む状況となる。
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第63図 遺物実測図17

-45-

0                   10cm

― ― -1-一



以下、主な遺構と遺物について説明する。ただし、第31区は用水路によって南北に分断されてい

る。よって、遺構の連続性等を考慮し第30区 と第31区の南側をまとめて記述する。また第31区の北

側については別項を設け記述する。

降 す

「

[― ―

―

第64図  遺物実測図18
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第65図  遺物実測図19
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(1)第 30・ 31区第 1遺構面の調査 (第67図、図版22・ 23上 )

第 1遺構面では、古墳時代前期の溝や上坑、中期以降の溝や上坑、飛鳥時代の竪穴住居や掘立柱

建物及び溝、奈良時代の溝や土坑及びピット、平安時代の溝、鎌倉時代の柵や溝及び上坑など多数

の遺構を検出した。そのうち古墳時代では、前期の溝 (SD-62・ 63)及 び土坑 (SK-56)、 中期以

降では溝 (SD-65、 第73図 。図版24)及 びサヌカイト製の打製石鏃 (図版54323)が出土した土坑

(SK-59、 図版24)、 後期のものとして土坑 (SK-78)がある。また飛鳥時代では、前期から中期

にかけての竪穴住居 (SB-11)や掘立柱建物 (SH-1・ 2)の他、溝 (SD-66。 71～ 76)や土坑

(SK-62・ 63。 75)がある。奈良時代では、中期の溝 (SD-61)の他、十坑 (SK-61・ 77・ 102・

103、 第61図 )や ピット (P-289。 325)、 落ち込み (SX-1・ 2)がある。さらに平安時代では溝

(SD-57・ 56・ 64)、 鎌倉時代では柵 (SA-3)の 他、溝 (SD-67)や土坑 (SK-53・ 65)があ

る。

検出遺構の時期別傾向としては、古墳時代、平安時代、鎌倉時代の遺構が比較的少なく、主体と

なるのは飛鳥時代から奈良時代にかけての遺構である。また分布傾向は、古墳時代の遺構が主に微

低地部の東西に分布するのに対し、飛鳥時代から奈良時代及び鎌倉時代の遺構群はSD-61を 除き、

微低地部に溝群が集中して掘削され、その東西に広がる微高地部に竪穴住居や掘立柱建物及び土

坑、柵などが分布する。これは言い換えれば、飛鳥時代から奈良時代及び鎌倉時代にかけて掘削さ

れた溝群は、微低地という地形を選択して掘削されたことを示しており、このような溝の性格とし

ては排水を目的とした水路となる可能性がある。また古墳時代の溝は、これらの溝群と同じ方向性

を示すものの、微高地部に掘削されたもの (SD-62・ 63)や微高地の縁辺部に掘削されたもの (SD

-65)であることから、集落や居住域の区画を目的としたものと考えられる。以下、古い時期のも

のから主な遺構について説明する。

〔SD-62・ 63〕 (第73図、図版24)

第30区の東端部で検出したSD-62及 び第30区の中央部西側において検出したSD-63は 、ともに

古墳時代初頭の断面が「V」 字状を呈する溝で、前者が幅1.34m、 深さ70cm前後、後者が幅45～ 95

cm、 深さ54cm前後を測る。その方向性は、ともに南北に直線的でN-8° Eである。これらの時期

は、出土遺物から庄内式併行期とみられ、SD-62か らサヌカイト

製の打製石鏃 (図版54322)が出土している。

〔SK-56〕 (第67図 )

第30区の東端部で検出したSK-56は 、東西6.6m以上、南北約 4

mを測る隅丸長方形の土坑である。遺構覆土は灰黄褐色粗砂混シ

ルトの単一層であり、厚さ10cm前後と比較的浅いものである。遺

構の時期は、覆土内に布留式併行期に位置付けられる遺物が含ま

れることから古墳時代前期のものである。

〔SK-78〕 (第 66図、図版24)

第31区の中央部西側において検出したSK-78は 、直径90～ 95

cm、 深さ36cmを 測る不正円形の土坑である。遺構の時期は、覆土

内に含まれる遺物から古墳時代後期のものと考えられる。またこ

AA

1 10YR5/1(褐 灰)粗砂混シル ト
2 10YR4/1(褐 灰)細砂混シル ト
3 10YR4/2(灰 黄褐)細砂混シル ト

SK-78遺構平面図び土層断面図
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の土坑は、検出地点が第31区の微低地部であることから素掘りの井戸となる可能性がある。

〔SB-11〕 (第68図、図版25・ 26)

第31区の束端において検出したSB-11は、長辺3.5～ 4.Om、 短辺3.8mを 測るやや歪な長方形の竪

穴住居であり、その主軸はN-15°―Eである。この住居の構造は、四壁に壁溝をめぐらし、四隅に主

柱穴をもつ 4本柱建物であり、北辺中央部には造り付けのカマ ドが構築されているcま た住居の北

東隅部、カマ ドの右側に貯蔵穴とみられる土坑がある。主柱穴の規模は直径45cm～ 50cmを 測るもの

で、深さは16～26cmを測る。また貯蔵穴は、長辺90cm、 短辺65cm、 深さ20cmを 測る隅丸長方形のも

のである。

（

Ｖ

　

ＳＫ

Ｓ

・７５ SD-76

SD-74

/
第67図 第30・ 31区第 1遺構面主要遺構平面図

第3次確認調査
2-10区

SX-2

◎
/

＼

/
SD-72

＼

/

-66

SD-72

SD-71
-64///

/

0                       10m

/
第6層上面の落ち込み/′
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カマ ドは、左袖長49cm、 残存高 9 cm、 右袖長44cm、 残存高10cmを測るもので、燃焼部は左袖端か

ら約80cmを測る奥行きをもつ。燃焼部の床面中央部は楕円形状に赤く焼けており、北端最奥部には

粘上を盛って土台とした上部に土師器高杯 (第 69図 183)を 逆位に据え支脚としていた。この高杯や

同じくカマ ド内部から出土した土師器甕 (184)が飛鳥Ⅱ期のものと考えられるため、SB-11が住

居として機能していた時期は飛鳥時代前半と考えられる。その他の遺物としては、遺構覆土内から

須恵器杯G(181)や土師器低脚高杯 (182)な どがあり、これらの遺物についても同じく飛鳥Ⅱ期

の範疇に位置づけられることからSB-11に帰属する遺物と考えられる。

-610コ
k]|

覆土

カマド内部

壁溝

P-304

P-301

P-303
P-302
貯蔵穴

SB-11遺構平面図及び土層断面図・立面図

第69図 遺物実測図20
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□  焼土範囲

10YR4/3(にぶい黄褐)粗砂混シルト
7 5YR4/2(灰 褐)粗砂混シル ト (焼土を含む)
10YR5/3(にぶい黄褐)粗砂混シルト
]OYR5/3(にぶい黄掲)粗砂混シルト
]OYR4/2(灰黄褐)粗砂混シル ト
10YR4/3(にぶい黄掲)粗砂混シルト
10YR4/3(にぶい黄褐)粗砂混シルト
10YR4/2(灰黄褐)粗砂混粘土
10YR4/3(にぶい黄褐)粗砂混シルト
10YR4/3(にぶい黄褐)粗砂混シルト
10YR4/3(にぶい黄褐)粗砂混シルト
10YR4/2(灰黄褐)粗砂混粘土
10YR3/3(暗掲)粗砂混シル ト
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〔SH-1〕 (第70図、図版27_L。 28L)

第301Xの 南東隅部において検出したSH-1は 、P-279。 280・ 281で構成される掘立柱建物であり、

建物の北西隅部にあたる東西 1間、南北 1間分を確認した。建物の主軸はN-5° Wであり、柱間
の間隔は柱痕の中心間の距離 (P-279～ 280)で 1.38mを 測る。柱穴ホリカタは ^辺 65cm前後を淑1る

隅丸方形のもので、深さは柱痕が遺存するP-279が34cm、 P-280が44cmを 測り、その他P-281が32

cmを測る。

この建物の時期については、P-280及 びP-279の ホリカタ内から出Jlし た須恵器杯H蓋 (第71図

185)が飛鳥Ⅱ期、須恵器低脚高杯 (186)が飛鳥Ⅲ期に位置づけられることから、飛鳥時代中期の

ものと考えられる。

〔SH-2〕 (第 72図、図版27下 。2811)

第30区の中央部において検出したSH-2は 、P-292・ 293。 294・ 300で構成される掘立柱建物で

あり、南西隅部にあたる梁行 2間、桁行 1問分を確認したc建物の主軸はN-20°―Wであり、柱閾l

の間隔は柱痕の中心間の距離で、P-292か らP-294が1.6m、 P-292か らP-300が19mを測り、P―

293か らP-294が 1.3mを測る。柱穴ホリカタは、一辺40～64cmを沢1る 不定形な隅丸方形のものであ

る。

この建物の時期については、出 L遺物から飛鳥時代のものと考えられる。

〔SD-66。 73〕 (第73図、図版28ド・29上 )

第31区の中央部で検出したSD-66・ 73は、北から南方向に蛇行して延びるもので、SD-66は幅0.65

～1.35m、 深さは38cmを測り、SD-73は 幅0.78～ 0.93m、 深さは77cmを測る。これらの遺構覆上はと

もに第 3層が砂層であり、土層観察においてSD-66では水平に堆積し、ともに砂層堆積後に再掘削

された形跡を確認することができなかった。この砂層の堆積状況から、SD-66・ 73は洪水などによ

|

「
⑨

呵
B               B

L抑

:m P-279 1 10YR4/1(掲 灰)粗砂混シル ト
″   2 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
〃   3 10YR4/2(灰 黄掲)粗砂混シル ト
P-280 ]10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト

(炭 を多く含む )
″   2 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
〃  3 10YR4/](褐 灰)粗砂混シル ト
P-281 1 10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト

第70図 SH-1遺構平面図及び土層断面図

P-279(186)

第71図 遺物実沢1図 21
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第72図 SH-2遺構平面図及び土層断面図
る自然現象によって埋没し、その後は再掘削されることなく自然埋没したものと考えられる。

遺物の出土傾向としては、ともにその大半が第 1。 2層から出「11しており、第 3・ 4層 には 11師

器の小片が含まれているのみであった。特にSD-66では、第 1・ 2層から出上した遺物として須恵

器 (第74図 187～ 194)及び土師器 (195。 196)な どがある。そのうち187・ 188は平城 I期の杯B蓋、

189は飛鳥Ⅱ期の杯H、 190。 191は飛鳥ⅡまたはⅢ抑1の杯G、 192は平城 I期の杯Bである。また193

は提瓶の日縁部と考えられるもので、194が甕の日縁部であるcその他、195は杯Cであり、196が飛

鳥Ⅳ期の皿Aである。これらの遺物や上層堆積状況から、SD-66は 飛鳥時代に掘削され、洪水など

によって埋没した後、奈良時代初頭 (平城 I期 )にかけて自然埋没したものと考えられる。またSD

-73は、SD-66と の土層堆積状況の類似性や重複関係から判断してほぼ同時期かやや先行する時

期のものと考えられる。

〔SD-61〕 (第 73・ 74・ 75図、図版28下・29)

SD-61は 、第30。 31区の中央部を束西方向に貫き、第31区中央部においてほぼ直角にた1折 し南流

する大溝である。この大溝の規模は、束西長約35m、 南北長約16m、 幅1.35～ 20m、 屈折部の最大幅

5.9mを 淑1る。深さは東西溝で46cm、 屈折部では36cm、 南北溝で42cmを 測るcま た屈折部東側では、

先行する溝 (SD-61b)を検出した。さらにこの大溝の屈折部は、飛鳥時代の溝群が集中する微低

地部に位置する。これは、この大溝が微高地である調査区の東側から微低地に向かって排水するこ

とを日的としたものであり、微低地部において飛鳥時代からの排水方向である南方向に屈折させた

ことを示している。遺構覆土は、大きく3単位に細分が可能である。

遺物は各堆積層から ^定量出上しており、飛鳥時代から奈良時代にかけての須恵器 (第 74・ 75図

197～ 228)及び上師器 (229)の 他、奈良時代のものと考えられる 11馬 (237)や 平瓦 (238・ 239)

などがある。また少量であり混入した可能性が考えられるものとして、平安時代前期の十師器杯

(230)や 皿 (231)及び椀 (232)の 他、黒色土器A類椀 (233・ 234)、 縄文時代晩期後葉のいわゆ

る突帯文土器である深鉢 (235)、 弥生時代のものとみられる壺の底部 (236)がある。

そのうちこの大溝と関連し、その所属時期及び型式が判別可能なものとして、197～ 200は飛鳥 I

「
饒
漑
劃

鞣γ

Ｎ
％
ヘ
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～Ⅱ期の杯H蓋、201が飛鳥Ⅳ期の杯G蓋、202が飛鳥V期の杯B蓋、203が平城Ⅱ期の杯B蓋である。

また同じく杯身では、204～ 206が飛鳥Ⅱ期の杯H、 207～ 209が飛鳥 I期、210が飛鳥Ⅱ期の杯G、 211

～214が飛鳥Ⅳ期から平城 I期の杯Bである。その他、須恵器では奈良時代のものとみられる小型の

鉢D(215)や、飛鳥時代のものと考えられる長脚高杯 (216)及 び低脚高杯 (217・ 218)、 同じく飛

鳥時代のものとみられる魅 (219)及び提瓶の口縁部 (220)な どがある。また221～ 225は壺であり、

221～ 224は飛鳥時代のもの、225は奈良時代と考えられるものである。さらに、226は甕の日縁部、

227・ 228は飛鳥時代の横瓶である。上師器では、奈良時代のものとみられる壺底部 (229)がある。

これらの遺物のうち、この大溝の掘削時期を示すものとしては、第 3層から出土した飛鳥Ⅳ期か

ら平城 I期のものとみられる須恵器杯B(211・ 213)及び平瓦 (238)があり、埋没時期を示すもの

しては第 1層から出土した平城Ⅱ期のものと考えられる須恵器杯B蓋 (203)、 奈良時代のものとみら

れる須恵器壺 (225)がある。よってこの大溝の存続時期としては、SD-66が埋没した奈良時代初

頭に掘削され、同じく奈良時代に埋没したものと考えられる。

特徴ある遺物としては、第 2層から出土した須恵器小壺 (221)及 びiL馬 (237)がある。221は 内

容物と考えられる黒褐色の有機物が、内面全体と口縁部から肩部にかけて溢れ出すように付着する

ものである。この黒褐色の有機物は漆の可能性があり、この須恵器壺は漆壷と考えられる。また、

底面にはヘラ記号が認められる。237は土馬の頸部から腹部にかけてのものである。頭部及び前脚

は欠失しており、腹部に前脚の剥離痕が認められる。また質は、粘土を捻り出すことで断面三角形

SD-63
西

SD-62
東           西                東

SD-63 1  10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
〃   2  10YR4/2(灰 黄褐)シ ル ト混粗砂
〃   3  10YR4/3(に ぶい黄掲)粗砂混粘土
SD-62 1  10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
〃   2  10YR4/3(1こ ぶい黄褐)沐且砂ガマ粘土
〃   3  10YR4/3(1こ ぶい黄褐)沐占土
〃   4 10YR4/4(褐 )粗砂混シル ト
SD-66 1  10YR5/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
〃   2  10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
SD-66 1  25Y5/4(黄 褐)粗砂混シル ト (褐色粒を含む)
〃   2 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
3 25Y5/3(黄 褐)粗砂

〃  4 10YR4/3(に ぶい貢褐 )シル ト混粗砂
SD-73 ] 10YR4/3(に ぶい黄掲)粗砂混シル ト

(褐色粒を含む )

2  10YR4/3(に ぶい黄褐 )シル ト混粗砂
3  10YR4/2(灰 黄褐)粗砂
4 25Y4/2(暗 灰黄 )細砂混粘土
5 5Y4/1(灰 )粘土
la 10YR4/3(に 131い黄褐)粗砂混シル ト

(褐色粒を含む )

lb 10YR5/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
(褐色粒を含む )

2a 10YR5/2(灰 黄褐 )シル ト
2b 25Y5/2(暗 灰黄 )シル ト混粗砂
3 25Y4/2(暗 灰黄)礫混粗砂

SD-66
西

SD-66
西

東̈・ SD-61

第73図  SD-61～ 67・ 73土層断面図

SD-64
Jヒ 南 東

ｏｍ

興
SD-6] 1

〃    2
″    3
〃   4
〃    5
SD-64 1
〃    2
SD-65 1
〃    2
SD-67 1

10YR5/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
(褐色粒を含む )

25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
5Y5/1(灰 )粗砂
5Y4/1(灰 )粘土
25Y4/2(暗 灰黄)粘土
25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
10YR5/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
10YR5/2(灰黄褐)粗砂混シル ト
10YR5/2(灰黄褐)粗砂混シル ト
10YR5/4(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト

Y=-676]]m付 近

東̈
一

~=｀

こ ≦ 主 フ
非
」
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第74図 遺物実測図22
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状に成形し、鞍及び手綱は粘土紐を貼り付けて表現している。ただし遺存状態は悪く、手綱と鞍の

一部が残るのみである。この上馬は、奈良時代の水辺の祭祀に使用されたものとみられ、SD-61の

性格を知る上で重要な遺物である。

〔SK-61〕 (第67図 )

第30区北西隅部で検出したSK-61は 、最大径が6.Om以上、深さ24cmを測る。遺構覆土は、2単位

に細分が可能であり、第 1層はにぶい黄褐色礫混粗砂、第 2層 は灰黄褐色粗砂混シルトである.

遺構の時期は、SD-66が埋没した後に掘削されていること及び、出土した須恵器甕 (第 76図 241・

242)の型式から奈良時代中期以降と考えられる。その他の遺物には、長方形透かしをもつ須恵器

高杯脚部 (240)、 古墳時代後期の須恵器提瓶 (243)、 縄文時代晩期中葉の浅鉢 (244。 245)のほか、

打製石器としてサヌカイト製の石鏃 (246・ 247)がある。このうち244は、日縁部外面に細い棒状I

具による沈線が施されている。

〔SX-1〕 (第 67図 )

第31区中央部東側で検出したSX-1は、第31区の微低地部に位置するもので、長辺7.5m以上、短

辺5.lm、 深さは検出面から約20cmを測る長方形状の落ち込みである。この落ち込みの長軸は、ほぼ

東西方向であり、その方向性がSD-61と の関連性を感じさせる。またこの落ち込みの北東隅部に

は、北東方向 (SD-61)に 向かって溝状遺構が延びる。よってこの遺構の性格としては、北東隅部

に取水口をもつ池状遺構となる可能性がある。覆土は、褐灰色細砂混シルトの単 ^層である。遺構

の時期は、覆土内から出上した須恵器杯B(第 76図 249)な どから判断して奈良時代のものと考えら

れる。その他の遺物には、飛鳥時代に遡る須恵器杯G(248)や 土師器杯B(250)、 弥生時代の結晶

片岩製石庖丁 (251)な どが出上している。

〔SK-63・ 75〕 (第67図 )

第30区の中央部西側、SD-61北肩部において検出したSK-63は 、SD-61に 先行する土坑であり、

覆土内から宝珠つまみをもつ飛鳥時代の須恵器杯蓋 (第76図 255)が 出土している。また第31区の中

央部、SD-61屈 折部北肩部において検出したSK-75は 、SD-61の 一部の掘り残しの可能性がある

もので、覆土内から飛鳥時代のものと考えられる須恵器魅 (252)が出上している。

〔SD-71〕 (第67図 )

第31区の中央部において検出したSD-71は 、微低地部に掘削された幅35～ 50cm、 深さ3～ 5 cmを

測る溝で覆土内から飛鳥時代のものと考えられる須恵器杯身 (第 76図 253)が出上している。   `

〔P-289〕 (第 671XI)

第31区の中央部東側において検出したP-289は 、直径55～ 60cmを測るものであり、覆上内より飛

鳥時代から奈良時代のものとみられる須恵器杯B(第 76図 254)が出土している。この周辺では飛鳥

時代の掘立柱建物 (SH-1・ 2)が検出されており、微高地部におけるこれら以外の建物の存在を

示す遺構である。

〔SK-77・ 102・ 103・ P-325〕 (第 611文 |、 図版24)

第31区の北西部で検出したSK-77・ 102・ 103や P-325は、平面形が隅丸方形及び円形を呈するJl

力tであり、遺構覆上に炭層が堆積するものである。そのうちSK-77は 直径75cm前後、深さ10cmを測

るもので、覆土は 2単位に細分が可能であり、第 1層が灰黄褐色の粗砂混シルト、第 2層が炭層で
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ある。また遺構壁面及び底面が火を受け赤変するものである。SK-102は一辺60cm、 深さ24cmを 測

る隅丸方形のもので、覆土は 3単位に細分が可能であり、第 1層が黄灰色の粗砂混シルト、第 2層

が褐灰色の粗砂混シルト、第 3層が炭層である。このSK-102も 遺構F_4面が火を受け赤変するもの

である。SK-103は長径90cm、 短径75cm、 深さ28cmを 測る楕円形のものである。覆土は 4単位に細

分が可能であり、第 1層が黄灰色の粗砂混シルト、第 2層が褐灰色の粗砂混シルト、第 3層が炭層

であり、第 4層が褐灰色の粗砂混シルトである。これらの遺構は、奈良時代以降のものとみられ、

ある一定範囲にまとまりをもって検出されたことに特徴がある。しかしながら、その性格について

は出土遺物が細片で少なく詳細は不明である。

〔SD-57・ 64〕 (第 67図、図版30上 )

第30区の東端部から第31区の東端部にかけて検出したSD-57は 、東西方向にやや弧を描きなが

ら調査区外に延びるもので幅35～ 75cm、 深さは 5～ 15cmを波1り 、遺構底面の標高より東から西に低

く傾斜するものである。遺構覆土はにぶい黄褐色の粗砂混シルトの単一層である。この溝の埋没時

SK-61(240～ 247)
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247 0                    5cm
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０
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第76図  遺物実測図24
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期は、遺構覆土に中世土師器などが含まれること及び、この溝が埋没した後に鎌倉時代のものと考

えられる柵 (SA-3)が構築されていることなどから平安時代の範疇と考えられる。

第30区の北端部において検出したSD-64は 、東西方向にやや弧を描きながら調査区外に延びる

溝で幅35～ 62cln、 深さは最深部で約20cmを測る (第73図 )。 この溝の埋没時期は、覆土内から土師器

皿 (第 77図 256)・ 黒色土器A類椀 (257)が出上しており平安時代前期と考えられる。

〔SD-67〕 (第73図、図版30上 )

第31区の中央部やや東側から第30区北西端部にかけて検出したSD-67は 、第 5層上面から掘削

されたほぼ直線的に延びる溝で幅1.15～ 1.60m、 深さ約15cmを測る。またその方向性はN-24°―Eで

ある。遺構覆土からは、黒色土器・瓦器・中世土師器・馬歯 (図版54318)な どが出土した他、鎌

倉時代の土師器皿 (第77図 258)が出土している。この遺構の時期は、検出面が第 5層上面であるこ

とや出土遺物から判断して鎌倉時代のものと考えられる。

〔SA-3〕 (第 78図 )

第30区の南東部において検出したSA-1は、P-282～ 286で構成される柵と考えられるもので、

柱穴の規模は直径25cm前 後、深さは 8～ 19cm、 柱の中心間の距離は1.95～ 23mを 減1る。またその方

向性はN-61°―Wである。この柵は、P-284。 285の覆土に中世土師器が含まれていることや、SD

-57に後出するものであることから鎌倉時代以降のものと考えられる。

〔SK-53・ 65〕 (第67図 )

第31区の中央部北側において検出したSK-65は 、一辺80cm、 深さは検出面から19cmを測る隅丸方

形の土坑である。遺構覆土は褐灰色細砂混シルトの単一層である。この土坑の時期については、覆

土内から中世土師器が出土することから鎌倉時代以降のものと考えられる。この他、第30区の南東

隅部で検出したSK-53は 、不定形な楕円形を呈するものである。遺構覆土はにぶい黄色の粗砂混

シルトであり、中世土師器を含むことから鎌倉時代以降のものと判断した。

SD-64(265・ 257)
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(2)第31区北第 1遺構面の調査 (第79図、図版30下 )

第31区北は、第 3次確認調査の 2-8区 (調査区 2m× 5m)を その中央部に合むもので、第 3

次確認調査時に付した遺構番号^は、煩雑さを避けるため本報告における連番に改めた。

第 1遺構面では、古墳時代後期の溝や「L坑及びピット、また古墳時代のものとみられる柱穴をは

じめ、鎌倉時代のビット、さらに第 4層上面から掘削された江戸時代の粘上採掘坑など多数の遺構

を検出した。そのうち古墳時代では、後期の溝 (SD-80・ 81)、 土坑 (SK-182)、 ピット (P―

385。 391)の他、第 3次確認調査において検出したP-362～ 370、 またこれらに関連するとみられ

るP-358・ 359。 361・ 375がある。その他、鎌倉時代ではピット (P-326・ 328・ 331・ 332・ 335・

337・ 340。 348・ 350)がある。また、第 4層上面で検出したものとして、江戸時代の粘土採掘坑

(SD-87・ SK-80～ 84・ 87・ 89。 90)がある。

第 1遺構面における遺構分布は、古墳時代の遺構が調査 ~~

区の南半部に集中し、鎌倉時代の遺構が北半部に集中する

傾向がある。また第30区及び第31区で主体となる飛鳥時代

から奈良時代にかけての遺構及び遺物については明確なも

のを確認することができなかった。以 ド、古い時期のもの

から主な遺構及び遺物について説明する。

〔P-391〕 (第80図、図版30上 )

第31区北の南端部において検出したP-391は、長径40

cm、 短径28cⅢ、深さ22cmを 涸1る楕円形の小型のビットであ

る。覆土内からは日縁部をN-135°―Wに 向け、底面に横

倒しの状態で据えられた古墳時代後期の須恵器魅 (259)が

1点出土した。このビットの出土遺物はこの退 1点のみで

あり、意図的に埋められたものと考えられる.

遺構の時期については、底面に据えられた須恵器魅が

TK-209型式に位置づけられることから古墳時代後期のも

のと考えられる。

〔SK-182〕 (第81図 )

第31区北の南壁際において検出したSK-182は、検出最

大径3.08m、 深さは検出面から1.06mを 淑1る。遺構底面の状

況は緩やかに落ち込んだ後、直径約10mの範囲がさらに落

ち込むもので、断面形状がすり鉢状を呈する。よってこの

遺構は井戸であった nT能性が高い。遺構の時期は、出土遺

物から古墳時代後期のものと考えられる。

〔SD-81〕 (第82図 )

第31区北の南端部において検出したSD-81は 、幅0.75～

105m、 深さ22cmを測るもので、その方向性はN-62° ―Eで

ある。遺構底面の状況は約 7 cmの高低差で束から西方向に

|

「____.

二企
ゝ
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傾斜をもつ。遺構覆土は 3単位に細分が

llT能 であり、その堆積状況から少なくと

も2度の再掘削が行われている。遺構の

時期は、覆上内から出 llした須恵器甑の

把手 (第83図 263)か ら、古墳時代後期の

ものと考えられる。

〔SD-80〕 (第 79・ 83図 )

第31区北の南端部で検出したSD-80

は、中冨65～ 90cm、 深さ3～ 17cmを 減Jる も

＼
A

一
／
（

一

バ̈
一

/ ＼

ので、その方向性はほぼ束西方向である。  11° YR4/3(にぶし潰褐)粗砂混切レト

遺構覆■1は、にぶい黄褐色粗砂混シル ト  第80図 P-391遺構平面図及び土層断面図・遺物実測図

の単一層である。この遺構の時期は、覆土内か ら
×_]93013m Y=7646m      Y‐ i7648m

TK-209型式に位置付けられる須恵器杯身 (第83図 ~~   |         |

260)及び無蓋高杯 (261)、 長脚二段高杯 (262)が

出上していることから古墳時代後期と考えられる。

〔P-361～ 370・ 358。 359・ 375〕 (第 79図、区1版30下 )

第31区北の中央部において検出したP-362～ 370

は、第 3次確認調査で検出したものであり、そのう

ち柱痕を確認したことから掘立柱建物を構成する柱

穴と判断できるものにはP-362～ 364・ 367・ 368が

ある。また遺構の重複関係から柱痕が確認できない

ものの、柱穴の可能性が考えられるものとしてP―

365・ 366・ 369がある。その他、今回の調企で新た

に検出し先述の柱穴と関連する可能性があるものと

して、柱痕が認められるP-358・ 361・ 375を はじめ、

柱痕は確認できないが規模やホリカタの形状が類似するP-359がある。

そのうちP-358は 、直径60～ 65cm、 深さは1lcmを測る隅丸方形のもので、遺構覆上はホリカタが

暗褐色粗砂混シルト、柱痕部分が灰黄褐色粗砂混粘上である。またP-361は最大長80cm、 深さ18cm'

を測る不定形のもので、遺構覆土はホリカタが暗褐色粗砂混シルト、柱痕が灰黄褐色粗砂混シルト

である。P-375は 、長径55cm、 短径45cm、 深さは32cmを測る楕円形のもので、遺構覆土は、ホリカ

タ及び柱痕ともににぶい黄褐色の粗砂混シルトである。その他、P-359は ・辺40～ 50cmを汲1る 隅丸
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]10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
2 10YR4/2(灰 黄褐)粗砂混シル ト
3 10YR4/1(褐 灰)シル ト混粘土

第81図  SK-182遺構平面図及び土層断面図

南

]10YR5/](褐 灰)粗砂混シル ト
2 10YR4/](褐 灰)粗砂混シル ト
3 10YR3/1(黒 掲 )シル ト
1 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シル ト
2 10YR5/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
3 10YR5/2(灰 黄掲)シル ト混粗砂
4 5Y4/1(灰 )細砂混粘土

SD-8]

SK-89

第82図  SD-81・ SK-89土層断面図
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方形のもので、遺構覆土はにぶい黄褐色の粗砂混シルトである。これらの柱穴の時期は、出土遺物

から古墳時代のものと考えられる。

第 3次確認調査を含め今回の調査では、これらの柱穴で構成される掘立柱建物を明確に検出する

ことはできなかったものの、多数の柱穴が密集して検出される状況から、調査区近辺に古墳時代の

建物群が存在する可能性を指摘することができる。

〔SD-78〕 (第 79・ 83図 )

第31区北の中央部南側で検出したSD-78は 、幅13～ 30cm、 深さ1lcmを測るもので、その方向性は

ほぼ東西方向である。遺構覆土はにぶい黄褐色シルト混粗砂である。遺構の時期は、覆土内から土

SD-80(260～ 262) SD-81(263) 
、

(265～ 267)
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第83図  遺物実測図26
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師器11(第 83図 265。 266)の他、十師器釜 (267)が出十しており、鎌倉時代のものと考えられる.

〔P-326・ 328・ 331・ 332・ 335・ 337・ 340・ 348・ 350〕 (第 79図 )

これらのビットは、Fi径15～30cmを測る小型のものが:11体 となるものの、今回の調査における第

1遺構面では最も高所に位置する本調査地の北側に鎌倉時代の集落域が広がる可能性を示す遺構群

として重要である。

〔SD-87・ SK-80～ 84・ 87・ 89。 90〕 (第79図 )

SD-87・ SK-80～ 84・ 87・ 89。 90は、第 4層上面から掘削された江戸時代の粘十採‖1坑 と考え

られる不定形な土坑である。そのうち調査区南端部東壁際において検出したSK-89は 、検出長

22m、 深さ74cmを測るlTJ丸方形の土坑とみられるもので、遺構覆土は 41に位に細分が可能である。

遺物は、混入したとみられる室町時代の土師器蝸 (第 831対 269)、 平安時代のものと考えられる須恵

器甕 (268)が出 :liし ている。その他、SK-81・ 90の遺構覆土内からは、平安時代の緑釉陶器椀

(図版54319)及 び壺 (図版54320)が 出土し、またSK-87では底部糸切りの痕跡が明瞭に残る平

安時代の須恵器椀 (264)が出土している。

これらの遺物は、調査地周辺に平安時代から室町時代にかけての遺構が存在する IJ・能性を示すも

のである。

(3)第30。 31区第 2遺構面の調査 (第84・ 85図、図版31・ 32L)

第 2遺構面では、縄文時代晩期中葉の土器棺墓 (SK-152・ 168)を はじめ、溝状遺構 (SD-84・

86)や 十坑 (SK-123・ 149。 153・ 165。 175。 178)、 ビット (P-507・ 606・ 636)の他、弥生時代

の溝 (SD-85)な ど多数の遺構を検|||し た.こ れらの遺構群の分布傾向としては、微低地となる第

31区検出の遺構では不定形な土坑及びピットが主体となり、各遺構覆土の遺物含有量も低いもので

ある。これとは対照的に微高地となる第30区検出の遺構は、十器柿墓や溝状遺構などの他、上坑及

びピットが主体となり、各遺構覆上の遺物含有量も高いものとなる。このことは、第 5層の堆積か

らみた微低地の形成が縄文時代晩期にまで遡ることを示すもので、第30区周辺の微高地に向かって

遺構及び遺物の密度が高くなる傾向といえる。また第31区北では、明確な遺構を検出することがで

きなかった (図版32下 )。 これは、第31区北周辺における縄文時代晩期の生活面の標高が高く、後世

の地形改変などによって削平されているためと考えられる。

また今回の調査で検出した遺構は、出土遺物から縄文時代晩期中葉の滋賀里Ⅲb式 (篠原式)に

併行するものであり、その後出現する晩期後葉の突帯文上器を指標とする滋賀里Ⅳ式期の遺構は確

認できなかった。ただし遺物包含層である第 6層 には、ごく少量ではあるものの突帯文土器が含ま

れていることから、縄文時代晩期後葉の遺構が存在する可能性がある。以下、主な遺構及び遺物に

ついて説明する。

〔SK-152〕 (第86図、図版33)

第301え の北西隅部において検出したSK-152は、長径1.10m、 短径89cm、 深さは34cmを測る不正桁

円形の土器棺墓である。棺としての深鉢は、この土坑の中央部に日縁部を斜め上方に向け、llin面に

横倒しの状態で埋設されていたcその開国方向は、N-160° ―Wである。また遺構覆土は暗褐色粗

砂混シルトの単一層であり、副葬品等は棺内外から出土しなかった。

出土した深鉢 (第87図 270)は、緩やかに外反する日頸部を経て、体部上位に最大径があり、底部
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が尖底の大型品である。口唇部には刻目があり、また肩部には半裁竹管状工具を押引きし、連結す

るD字形の刺突文を横方向に施し、その後、日縁を6等分する位置に同じ刺突文を縦方向に施して

いる。このような文様構成は、瀬戸内地域からの影響と考えられている。外面の調整は、日縁部か

ら底部方向に縦方向のヘラケズリを施した後、肩部付近に横方向のヘラケズリを部分的に施し、日

頸部にヨコナデを丁寧に施すものである。また体部上位には、棒状工具による沈線状の擦痕が数条

認められる。成形は粗く、幅 3 cm前後の粘土紐積み上げ痕が明瞭に残る。遺構の時期は、出土した

深鉢が滋賀里Ⅲb式 (篠原式新段階)に併行するものとみられることから縄文時代晩期中葉と考えら

れる。

〔SK-168〕 (第86図、図版34)

第30区の南東部において検出したSK-168は、長径1.10m、 短径85cm、 深さ49cmを 測る不正楕円形

の土坑であり、西端部において回縁部を斜め上方に向け、底面に横倒しの状態で埋設された浅鉢を

/
/

υ）
。
　
あЪ

ムヽト電ll
が
3踪
←ぷ

Pり/

/
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検出した。よって、この土坑は土器棺墓と考えられるが、棺としての浅鉢の底部が欠失しているた

め詳細は不明である。日縁部の開口方向は、N-16°―Eである。また遺構覆土は、焼土を含むにぶ

い黄褐色粗砂混シルトの単一層であり、副葬品等は棺の内外から出土しなかった。

出土した浅鉢 (第87図 271)は、緩やかに外反する国頸部から、丸味をもって大きく張り出す体部

上位に最大径をもつ椀型のもので、口縁部には口縁を 3等分する位置に幅13cm前後を測る横長の台

形状突起がみられるものである。外面の調整は、成形時にヘラケズリが施されており、このヘラケ

ズリの後に体部下位には二枚貝条痕を施し、体部上位から回縁部にかけては横方向のヘラミガキが

施されている。また内面の調整は、日頸部に横方向のヘラミガキを施し、体部にはナデが施されて

いる。その他、体部上位には黒漆によるとみられる直径 7 11nl前後の黒点が 1点認められる。遺構の

時期は、出土した浅鉢が滋賀里Ⅲb式 (篠原式新段階)に併行するものと考えられることから、縄

文時代晩期中葉と考えられる。

〔SD-84〕 (第85図 )

第30区の中央部を南北に検出したSD-84は 、幅0.75～ 1.25m、 深さ8～ 29cmを 測る溝状遺構であ

り、その方向性はN-16°―Eである。遺構覆土はにぶい黄褐色シルト混粗砂の単二層である。また

遺構底面の状況は、北から南に向かって29cmの 高低差で低 くなる。この遺構の時期は、覆土内に含

まれる遺物から縄文時代のものと考えられる。

〔SK-165〕 (第88図、図版34下 )

第30区南壁中央部のやや東側において検出したSK-165は、長径2.8m以上、短径2.2mを測る不定

形の土坑であり、遺構底面の状況は土坑北側において長径24m、 短径2.Omの範囲が一段低く落ち込

むものである。また遺構覆土は、レンズ状に堆積する黒褐色土であり、2単位に細分が可能である。

B

第86図  SK-152・ 168遺構平面図及び断面図
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出上遺物としては、縄文時代晩期中葉の 一括性の高い土器 (第89～ 91図 272～ 295)及び不i器 (第

91図 296～ 305)が遺物1又納コンテナに 3箱分出土した。そのうち272～ 286は深鉢、287は鉢、288～

295及び324～ 326(図版57上)が浅鉢であるc深鉢は、272が波状口縁で回縁端部を刻むもの、285

が尖底の底部である。その他は、日頸部に括れをもつ形態のものである。これらの調整は、日頸部

外面を最終的にナデ調整するものが主体となるものの、第 2層から出土した280・ 282はヘラケズリ

調整であり、また第 1層から出上した283・ 284。 286は二枚貝条痕を施すもので、284はその後さら

にナデ調整を施している。体部外面の調整については、すべてヘラケズリ調整である。日頸部の文

様は、273に棒状 l~其の押引きによる沈線が施されている他、275がヘラ状工具による連続刺突文と、

そこから棒状工具による刺突文を縦方向に 2列施し、その間を半裁竹管状工具によるC字形の文様

で埋めるものである。また276は、275と 文様構成が類似するもので、半裁竹管状工具によるD字形

の連続刺突文を縦横に施している。これら275・ 276の文様構成は瀬戸内地域からの影響と考えられ

ている。この他、274。 277は 同じく半裁竹管状工具によるD字形の連続刺突文を施すもので、246は

左方向に施している。日縁端部は、272・ 275・ 277～ 286が刻日を施すもので、273に は認められず、

276が摩減のため不明である。

浅鉢は、緩やかに長く外反する国縁部から鋭く屈曲し体部に移行するもの (288。 289)と 、同じ

く外反する日縁部から丸味をもって移行するもの (290。 291)、 また短くのびる日縁部から「く」の字

状に屈曲し体部に移行するもの (293～ 295)があるcその他、292は外反し長く伸びる国縁部の端部

内面に刻目をもつものである。内外面の調整は、289～ 292が口頸部の内外面にヘラミガキを施すも

ので、また289。 290の体部外面にはヘラケズリ

が施されている。また295が日縁部外面及び内

面にヘラミガキを施し、体部外面にはヘラケズ

リを施すものである。288の 調整は、器表面の

最1離が著しく不明瞭である。

288～ 291・ 293～ 295の 回縁端部の形状は、玉

縁状に肥厚させ内側を決るものである。そのう

ち290・ 291は幅広の台形状突起をもつもので、

突起内面では前述の肥厚部分が突帯状となる。

これらの他、写真図版にのみ掲載した324。 325

は複合突起となるものであり、また326は 口縁

部直下の外面に赤採された 1条の沈線をめぐら

すものである。

これらの縄文上器は、その特徴が滋賀里Ⅲb

式 (篠原式新段階)に併行するものとみられる

ことから縄文時代晩期中葉のものと考えられる。

石器では、打製石器としてサヌカイト製の石

鏃 (296)や 石錐 (297)があり、結晶片岩製の

ものとして石鍬と思われるもの (298・ 299)が

]10YR3/1(黒 褐)粗砂混シル ト (土器を多量に含む )
2 10YR3/2(黒 褐)シル ト混粗砂 (土器を多量に含む )

第88図  SK-165遺構平面図及び土層断面図
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出土している。また磨製石器では、砂岩製の石斧 (300)の他、最終成形の敲打痕が顕著に残る石斧

未製品 (301～ 304)がある。さらに礫石器としては、石材の側端部を叩石として使用し、平滑面は

磨石として使用した複合石器 (305)が出土している。

〔その他の縄文時代の遺構と遺物〕 (第85図 )

第30区の東部で検出した遺構にはSK-175。 178、 P-606・ 636がある。SK-175は、長径1.07m、

短径68cm、 深さ10cmを測るものである。遺構覆土は灰黄褐色粗砂混シルトで、覆 ll内から縄文時代

晩期後葉の深鉢 (第 92図 310)、 晩期中葉の浅鉢 (311)な どが出土している。このうち310は、日縁

端部直下に刻日を施す突帯をめぐらす突帯文土器で、焼成後に小さな円孔が穿たれている。SK―

178は最大幅215m、 深さ 5～ 9 cmを 淑1る ものである。遺構覆土は灰責褐色の粗砂混シルトで、覆上

内から縄文時代晩期中葉の浅鉢 (312・ 313)な どが出土している。このうち、312は、 2段に突出す

る台形状突起をもつものである。またP-606は 長径80cm、 短径64cm、 深さ16cmを測るもので、遺構

覆土はにぶい黄褐色粗砂混シルトである。この覆土内から丸い小さな突起をもつ縄文時代晩期の浅

鉢 (314)な どが出上している。P-636は 、直径60cm、 深さ20cmを 測るものである。遺構覆十は灰

黄褐色のシルト混粗砂で、覆土内から縄文時代晩期中葉の深鉢 (306)や 砂岩製の叩石 (317)な ど

が出土している。この深鉢は、日頸部に半裁竹管状工具によるC字爪形文を施し、「1縁端部に刻目

をもつもので、円孔が穿たれている。

第30区 の北西隅部で検出した遺構にはSK-153・ 149がある。は、SK-153は 長径554m、 短径

3.2m、 深さ4～ 8 cmを 測るものである。遺構覆土はにぶい黄褐色シルト混粗砂で、覆土内から縄文

時代晩期中葉の深鉢 (第92ヌ1308)や 晩期後葉の深鉢 (309)が出土している。このうち308は、日頸

部外面に二枚貝条痕を施し、ヘラ状工具による連続刺突文が施されるものである。また309は 回縁

端部を刻み、日縁端部直下に断面三角形を呈する貼付突帯をめぐらす突帯文土器である。またSK

-149は、長径1.55m、 短径1.lm、 深さ 8 cmを測るものである。遺構覆土はにぶい黄褐色粗砂混シル

トであり、覆上内から縄文時代晩期中葉の浅鉢 (315)が出土している。この浅鉢の外面には、赤色

顔料が塗布されている。

第31区の東部で検出した遺構にはSK-123・ P-507がある。SK-123は、長径1.44m、 短径67cm、

深さ13～20cmを測るものである。遺構覆上は灰黄褐色細砂混シルトで、覆土内から縄文時代晩期中

葉の深鉢 (第92図 307)が出土している。この深鉢は、11頸部に半裁竹管状工具による逆C字爪形文

を施すもので、回縁端部に刻目が施されている。P-507は 、長径44cm、 短径35cmを測るものである。

遺構覆上は、にぶい黄褐色の粗砂混シルトで、覆上内から砂岩製の磨製石斧未製品 (316)が |11土 し

ている。

〔弥生時代の遺構〕 (第85図、図版34ド )

第30区の東半部において検出したSD-85は 幅30～ 90cm、 深さ25cmを 測るもので、その方向性はN
-60°―Eである。遺構底面の状況は約17cmの高低差で東から西に向かって低く傾斜する。遺構覆土

は 2単位に細分が可能であり、覆土内から弥生土器が出上した。よってSD-85は 弥生時代の溝と

考えられる。
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第 5章 まとめ

第 1節 川辺遺跡内の遺構分布について

川辺遺跡は東西約 l km、 南北約650mの広大な範llllを もち、縄文時代から中世にかけての大規模な

集落遺跡として知られている (第93図 )。 当遺跡の調査は県センターが行った、遺跡範囲のほぼ中央

部を東西に貫く形で計画された一般国道24号バイパス建設に伴う事前調査 (県センター 1995年 )に

始まり、同じく県センターが行ったこの国道に取り付く形で計耐iさ れた県道和歌山貝塚線道路改良

工事に伴う発掘調査がある。また、市事業団が遺跡の実態解明を目的とした発掘調査を実施してい

る。先述の調査成果を踏まえ、川辺遺跡内における遺構分布に関して、報告書に示されている (県

センター 2005年 )。 しかし、同報告書でも指摘されているように広範囲にわたる遺跡範囲のなかに

トレンチを入れた程度の調査範囲では、調査地とその周辺部の様相のみを明らかにしたに過ぎず、

とうてい遺跡全体の把握には至っていない。

今回の調査は、 L記の県センターが行った 2夕1の調査範囲の南西部に隣接する開発計山i範囲約

70,00011iを対象としたもので、事前に行った遺跡確認調査 (市第 2・ 3次確認調査)も 含めて遺跡

南西部における土層の堆積状況からみた1日地形の復元と遺構分布について整理を行う.

まず遺跡確認調査の結果からみた今回の対象地内における古環境の状況は、和泉山脈の南麓雄ノ

||1峠の谷筋から広がる扇状地形の末端部が対象地北半部にまで至っており、この扇状地を形成する

砂礫層 (第 7層 )が堆積している.ま た対象地南半部分は紀ノ川の沖積作用によって堆積したシル

ト質土 (第 6層 )が安定した微高地部を形成する。そして、この境界部分は周囲よりやや低い微低

地を形成していることを確認している。この扇状地形の裾部推定ラインを第96図 に示した。なお、
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第93図 川辺遺跡の調査位置図
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この微地形は、集落の形成にも少なからず影響を与えているとみられ、今回の発掘調査成果ととも

に時期的な変遷と集落の立地を以下に記述する。

1 対象地北部の様相 (第95図 )

第 4次調査第 1～ 13区は県センターが行った県道和歌山貝塚線 。県道粉河加太線道路改良工事に

伴う発掘調査の南側隣接地にあたる地点であり、扇状地上の比較的安定した地形環境に立地する。

今回の第 1～ 5区にかけては、鎌倉時代を中心とするピット列やピット群、溝やil坑などを検出し、

同時期を中心とする集落域の範囲であることが明確である。この状況は、既存の分布図に示された

中 LIの範囲が東側に広がることを示す。また第 5区から東側には古墳時代初頭の庄内式併行期から

布留式期にかけての竪穴住居 (SB-1・ 7)や上坑 (SK-11)が あり、最束端である第12区にお

lil][li[]を illilili[|[:,「1::]l「
三三二「
]:蓋吉

ilii[il]i趣鮨li草ill′繹T芹式併行期の集落範囲もやや東側に広が りを ,

みせる様相である。また飛鳥時代の様相
ナ

は、第 7区から第 8区にかけて検出した竪 |

/

穴住居 (SB-2・ 5。 8)がその範囲内に L

iIIilitti11～専「i14‐Fl%‖:き工ざ∬lttjif彙 1列F=TI-4
1:    |(SD-17・ 18)か ら当該期の東限も同地点 11‐・ :‐‐‐♯三_|「7,

と判断できる。また第12区 と第13区の境界

部分で検出した鎌倉時代の土葬墓 (SK―
-67500m次  ■_――ヽこ

19)は上葬儀礼を考える_上で貴重な成果と /1■二弓薫声
′・
」
七轟
弄十
‐
竜主主壬≡ミ」

6

いえるc

以上の対象地北部は安定した微高地部に

形成された集落域として位置づけられる。

そしてこの集落域の南限は、微高地の範 lll

に収まるものと考えられる。また確認調査

の成果から西半部にあたる 1-6～ 1-9

区 (第94図 )にかけての範囲は遺構が確認摯億凸 ]顆| 持
でいないものと考えられよう。       ・~■ tヽl

2 対象地東部の様相 (第 95図 )

第 4次調査第14～24区及び第 5次調査第

IヽⅢ
_セ易
斜ノ

=~^´

|―

―
ヽ ち|

第94図 確認調査位置図

第95図 今回の調査位置図
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25～ 27区は県センターが行った一般国道24号バイパス建設に伴う事前調査の71倶1隣接地にあたる地

点であり、先述の第131え南端部から南側に向け谷状に落ち込む窪地状の微低地となり、第16・ 171X

周辺ではやや安定するものの第18・ 19区周辺は再び微低地となり、第23LX以南においてようやく安

定した微高地となるc

今回の第14～15区にかけては、微低地であるにもかかわらず占墳時代と弥生時代の 2面の遺構面

を検出し、溝や土坑などの遺構を確認した。これらの遺構の性格としては、遺物量が比較的少なく、集

落域とは異なる様相であり、特に弥生時代の遺構面の広がりが今後の検討課題の一つと考えられるc

第15区の南側にあたる第 5次調査として実施した第25～ 271Xでは、 4而の遺構面を確認した。こ

れらの遺構面のうち最 ド面にあたる第 4遺構面では多数の遺構を確認し、縄文時代晩期に限定でき

る遺構群と考えられる。また第25～27区 と関連して、その西供1にあたる第 6次調査第28区では、 2

面の遺構面を確認し、第 2遺構面では層位的に縄文時代晩期の遺構とみられる溝 (SD-68～ 70)を

検出している。このことは、県センターの調査例と同じく縄文時代晩期の遺構分布がみられる地点

と位置づけられる。

さらに南側にあたる第 4次調査第16～24区 は集落の空白域として位置づけられていた地点であ

る。今回の第16・ 17区では 3面の遺構面を検出し、第 1遺構面において平安時代の溝 1条 (SD―

30)、 第 2遺構 1白 iにおいて古墳時代の溝 4条 (SD-27・ 29。 31・ 33)、 奈良時代の清 1条 (SD-32)

などを、また第 3遺構面において溝 3条などを検出し、明確ではないものの層位的にみて弥生時代

中期頃に位置づけられるものと考えられる。そして、第18～21区の地点では前区画の第 2遺構面に

対応する遺構面において、前 |ズに類似する溝群 (SD-34～ 37)な どを検出した。これらの溝群は県

センターの調査区から続くもので、ほぼ東西方向に主軸をとる水路と考えられ、微低地を利用した

生産域の遺構群と考えられる。

第23区から第241え にかけては、前区画の第 2遺構顧iに対応する遺構l“の標高が高くなり、微高地

部を形成する状況にある。特に第24区では建物に伴うと考えられるピット群を検出し、県センター

の調査で明確となっている飛鳥時代の集落域の北限を示す遺構群と考えられよう。

3 対象地南西部の様相 (第95図 )

第 6次調査第29～ 31区北にかけての調査区周辺は、これまで本発掘調査例のなかった地点に位置

し、今回の調査において縄文時代晩期から江戸時代の遺構を検出したことは、川辺遺跡内部におけ

る遺構分布として新しい知見を得ることができたものと言える。そのうち、今L]の調査では縄文時

代晩期及び飛鳥時代から奈良時代にかけての遺構や遺物についてまとまった成果が得られた。

まず縄文時代の様相としては、第31区東半部及び第301Xに おいて、縄文時代晩期中葉の土器棺墓

(SK-152・ 168)や 一括性のある土器及び石器が多量に出上した土坑 (SK-156)な ど多数の遺構

群を検出したcこ のことは、遺跡中央部の県センター及び第 5次調査において確認された縄文時代

晩期集落がさらに西側に広がる可能性を示すものであるcただし、遺構の分布状況では、第31区中

央部以東において土器棺墓や土坑及びピットなど、その密度が高くなり、以西では浅く不定形な土

坑及びピットのみとなり、密度も低くなる傾向がある。さらに遺構覆上に含まれる遺物の含有量に

ついても同様の傾向が指摘できる。このことは、第31区 中央部に向かって遺構検出面iである第 6c

-74-



あ

の

の

　

掘

居

一

あ

　

検

溝

れ

で

へ

そ

　

が

ど

た

で

　

を

大

ら

層

り

広

周

　

削

住

般

り

　

出

＜

る

央

県

せ

　

り

／

て
、

扇状地未端推定ライン

一郡
⊥
革
な

「

・
一

　

・
　

一



4.遺跡内における時期別の様相 (第 96図 )

今回の調査地における遺構の様相は先述の通りである。最後に、県センターの調査成果を踏まえ

遺跡全体の時期別様相についてお、れ、まとめとしたいc

まず縄文時代の状況は、遺跡中央部において晩期の竪穴住居など居住域と考えられる遺構があ

り、また北東部には土器棺菓など多数の遺構が検出され、縄文時代晩期集落が形成されていたこと

は明らかである。また今回の調査において確認した南西部でも同じく晩期段階の上器棺や多数の遺

物が含まれた11坑などを検出し、新たな晩期段階の集落域を確認した。このように、晩期段階の集

落形成は、扇状地の末端部を中心として形成されており、後世の微高地形成以前の状況を窺わせる

ものと考えられる。また遺跡中心部では、後期段階の土器の出十が認められ、遺構は見つかってい

ないものの後期段階の集落が存在する可能性も指摘できる。

弥生時代の様相は、中期段階の竪穴住居や方形周溝墓などが遺跡中央部から東部にかけて部分的

に確認されている.ま た遺跡西部には遺物散布もほとんど見られない状況にある。このことは、同

時期の集落の中心部が遺跡東部にあり、遺物量からみても紀ノ川南岸の大田・黒田遺跡のような拠

点集落ではない一般的な集落と考えられる。また遺跡東部から出土する前期段階の遺物群は、同段

階の集落の存在を窺わせるものとして重要である。

古墳時代初頭から前期段階の竪穴住居などを含む遺構分布は、遺跡北部の扇状地が形成した微高

地 Lに 限られるcま た微底地部を中心として多数の満が検出されている。このことは、微高地部で

ある遺跡北部を居住域にし、また微底地部を生産域として利用していたものと考えられようc

次に、飛鳥時代を中心とし、その前後の時代を合めた時期では、「り|1辺屯倉」との関係を考えなけ

ればならないところである。今回の調査において遺跡南71部の集落範囲が北西部に広がりを見せる

ことが明らかとなり、南西部の微高地上には同時期の集落形成が認められる。また遺跡中央部の扇

状地上でも多数の建物群が検出されている。このことは、遺跡内の微高地を中心として集落形成が

行われ、多数検出されている総柱の掘立柱建物などが屯倉に繋がる遺構群とも考えられよう。

最後に、鎌倉時代を中心とした中世段階の様相は、今回の成果も含め遺跡北部の扇状地 Lの微高

地に形成されている。また県センターの調査で確認された南西部の土葬墓群は、古代以降に形成さ

れた微高地上に形成されていることから、遺跡全体的に見て西部の微高地上にまとまりがあるもの

とみられる。また集落の形態として大規模な屋敷地ではなく一般的な中世集落の様相が窺われる。

以上のように、本対象地の調査は、確認調査を含めると9ヶ 月間の調査期間を経て、約2,300ゴ の

面積の調査を行った。特に、対象地南西部における遺跡の状況は、飛鳥時代から奈良時代にかけて

の集落域の広がりを明確にするとともに縄文時代晩期の新たな様相も確認できたことは重要な成果

であったものといえよう。
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!キ求吉:よ 勾1亨 で ,ヒや交

“

勺長 くの しヾ る 1縁  ヨヨナデ
体部内 ヨコナデ

1イ )| やや滑 石 失  ri
色オ|
itttl

内 :  灰色
外 : 淡吹色

1緑

第62図
I XI)'17「

第31区
第5a層

須 恵 器

杯
'

「I``(80'
atr島  (20'

い部タト面にヘ ラ |し リアが観察で き 箭
良

■
茂
崎
焼

杓夕ヽ : ,炎 灰 色

第62国
1■ 1反 17L

第31区
第5b"

須恵 器

杯 身
―‐
器

かえ り部は短 く、 勺IItlに お さよる

外面に rl然 袖が fJ着 . 体部内 ヨコ,デ
体部夕|ヘ ラケズリ

焼 成 :ltな r

内

外
仄 II色
i炎

'ズ

褐色

緑

３

第 621呵

l渕 1板 47」 ;
第 力

'目

日縁 .F.は外 反気味 に シヤープに住「
げてい る.底 面の回転ヘ ラケ ズリは

口縁  ヨ ヨナ デ
体 部 内  ヨ コ ヲ‐デ
イ本キ「タト´ヽラケズリ

箭

粒

良

′》62 XI
IX'板 47■

第5a b 耶鵬
口
民

兜

第5a層 と第 5b層 の 手麦合資 ■1 底 面
に棒状 の l■痕が残 る ,

L]縁  ココブデ
体部 内 ヨコナデ

底 部  ヘ ラケズ
'

胎 l: 密
粒
良

|■ 色粒  自色
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表 1 出土遺物観察表 (5)

番号
挿図番 号 |||[イ 1ヽ1:i 器 種 ,′:■  ((:11) 形態のキ,微 l支ユの特徴

『
l11 1■ ,支 色 調 備 ι

第62渕
JI扱 471

第311X

'ヽ

5a'■

須恵器

底 径

全 体 が ヨ ヨ ナ テ に よ っ て シ ャ ー フ に

イLI● デている.H占イリによる高台はほ llk占F内  ヨこ],デ
底部   ヨコ たデ

胎 上 : や 'ヽ判 l イi人  l■
色 l‐

焼 成 :良 なr

内外 :暗 灰 色

第 621ス I

J'跛 1ア l

第 31 LX

第5b層
須忠 器

ll:身

径
高
氏
器

比較 nつ ●lplに 晰イ」された高台は
'卜

側
に Iじ厚 して接ltす る |1台 部分は摩
減気味・

イ本部 r● ヨ =]ヲ デ
体 部クト ヨコナデ

底部  ココナデ

Ｌ

成

胎

焼
密 内夕

「

淡 1天 色 ,人部

第 62図
図 1板 171

区
晴

０
第 佛瘤

器 →  (26)
底部は肉厚 で比や衆n,■ l lllな f年 り.体
部 卜
「
σン＼ラケスリはナデ消 さ,tて

体 占「 Ij lヨ コ ナ デ

体 音
'外

ヘ ラ ケ ズ リ

底 部  ヘ ラ ケ ス リ後

胎 li ｂ
粒

良

11色 粒  II色

llE成

内クト:淡灰色 卜
「
部

′,12 XI
Iく

'板

171

|ル 311ス

第5ら
'" 郊財

″ヽ

`千

Ｈ

ヽ

l`台 は貼付で 勺,Jに加|夕 iし 内端部で

'地
する.

14・古
`杓
 ココ ■ラ・

イ本||タト ´ヽラケズリ

底 吉
` 
ヘ ラ ケ ズ リ

]F■上 : 密
焼成 :良 ,r

第 621ツ |

図
'板

1711 “

3ヽ〕 lメ

坊
'5'僣

須忠 器

イ:身
径
高
底
器

高台 は貼イJで比較 nつ ,tく  1杓端 訂
`で接地 する .
体部内 ヨコナデ
体部クトコ]ナ デ

胎上 :や や■1 イi英  長

焼成 :良女r

第621Kl
第31κ 須恵器

杯 身

底

器
高台 は比較的タト側 に貼イJら れ、夕M百
に貼付時 の接 合痕 かり,瞭 に

'え

る . 体部タトヨコリデ
底 吉F ヘ ラ タ ス

'後

密
良

十
成
睛
焼

民

―

第62イ |

卜|'に 47ト

第31lκ

第511
須恵 器
高杯 ?

径

高

底

器

ヘラ切りによる,か しイLの 形状はィ
Hll.

内
外

'ヽべ'II[  イ,7  11
色粒
良女「

内
外

,炎 1天色
灰色

明l古rド ‖
4ヽサ|

図 1板 171
“

5ヽ1)ヽ 1
体部 ● ヨコナデ  し

`よ

り 11

体古レト ヨコナデ

胎 t:密  11色 :|
焼 成 :良好

内

外
明灰色

仄 色

頭

２

第62「 Kl

l× |「 ,え 17ト

第5嗜
「民音「

径

高

底

器
体部 勺 ヨコーlデ
flk部タトヘラケズリ

式 吉「  ヘ ラ ケ ス リ

密

良

胎

焼
勾外 :淡灰 色 卜111F

れ
弛

第5'゛
`

尭

L』

`` 119(器 高  (′ 1

ll罐端古Fを 上 ドにりし
',′

させ て外端

"|を形成→ る.IL較的 シャー プな作 り
で  頼 H`に Jl線力¬条17る

l li■   ヨコリテ 密

良

胎

枕
H色オ| 円

外 暗灰 色

第 62劇
Iマ 1阪 17'

aヽ311`
第 5bl“

須忠器

莞 「
1径  (17
器 |1葛  128

は 端部を外側1に
'い

`′

させてタト端山i
をイうFり lIIし ている

日縁  ヨコナ デ :台 | 彙粗
　

妖

や
社

や

や
色

や焼 成

|ヽ 621ス |

図 跛 17ド

第31lκ 須忠 器
曽氏,

「
づ くね成形のIL iが

`1く

1体市F中
位に沈線状のラインが 1条 巡る .

体部外 ヘ ラケズリ

密
粒
良

:■ 色 本I H色 内タト:灰色

第621●
IXll'4ア |

第 5“

' 1脚 音F

５

５

こ

¨̈

仄

器 る.内 底面 のつけ平が利雑 `本

部内 ヨヨナデ ,|
ユtl i」 (

体部外 ヨ」,デ
底部  ナデ

密

良

Ｌ

成

胎

枕

内
外

淡
'天

色
灰色

脚 部

"ヽ

621く | 第5b11

櫂̈卿

●

高

氏

器 方に lJLIし ている 全体をシ■―プに
11■げて ,ヽる.

l■■F勺  ヨコ
'デ体部外 ヘラケズ

'

脚 占I'

密  ri共  長イ
Il色粒
良女r

内夕

「

灰色 脚部のみ
,ヽイ「

第62P
l匈 1板 17ト

区
層

ハ
第 14:需

,ま みキ|
器 高  (11)

やや求」離気味であ る て,の の  比較的
シ
^―
プな作 り

体 部 lNlナ デ

体 F.クト ヨ J'デ ナ
胎土 :密  赤色性質 ||
焼成 :良

'1

杓夕

「

淡褐色 ,ま み部
)み 残存

第62「¶
図 1板 17ト

第5層 「
H雨器 「コif  l152)

器高  (23)
人き くタリえす るに」子豪 l・ ‖

`を

夕「側 に属
押い せて 上端面 をイ■り出 している .

口縁

体部 内

ナ

ナ

ナ

胎 土 需  系吉∴島
'17: 
ホ

色軟質オI

やや軟焼 成

内
外 暗功:褐 ヽ

褐色

第 621又 |

図 1反 4811

第31κ
第5b'“

土 師 .|.

畿

|1径  (3`)2)
2じ i高  1103)

体部 J■イ■1こ 千 メ́くオュ,文″多υ)オ巴Fがイ」
く,全体的に摩減が著しい. 体部内 指」10 illヽ

千本部タトンヽケ |
色軟 質 17
灰焼 成

●外 :l‐ 赤 褐 色

第63H
図
'板

・18■

第311κ
第5a'"

平 瓦 長 さ (220'
市
=  (120,

1ヒ lk n,`更質 |〔焼成されて,ヽ る
4,1,t ナデ
格 r llタ タキ凸 面

密
粒
良lLり文

凹

凸
淡
'夫

褐 色

淡 灰 色

第631Xl

lkll臓 181
第5bFol

長
――
厚

澳面
面
凹
凸

粗
軟

十
成

赤 色 怯 tt rl PlFヽ :淡褐色

第 6'N
Iズ ll板 481

ル
”
桜
第

縄 丈上 器

1条 鉢

タト岨lに 
「
裁竹菅ォ大 11共 に よる Cr爪

形 文か施 されている 外 miの l●減が
著 しい .

体音卜勺 ナデ
体部 夕ヽ イヽ り1 粒

粗
質
軟

赤色軟

暁 ;文

内
外
赤褐色
ホ褐 ヽ淡褐

第61μ

図1跛 481

第30メ

第 6'“
社文 :器

深鉢

器 F_. 口糸よ部夕Inに 環占卜1に よる突帯力:め く
り 
「
端 面 に刻 み IIが 施 さ′して ヽ

口縁  不 明 粗
軟

十
成
胎
焼

内外 :疇褐 色

可
'抜

48■
;》6bヽ 1 ,t鉢

■

成

肺

焼 や や 軟

内
外 暗 7PJヽ 淡褐

色

第69口 1

41反 19■
杯 身

任

高

―‐

器

密

良

土

成

胎

境

縁

８

第69区 I

コ|に 491
第 lN

高 lf?
“

出̈

民

器 '占

11に よる脚吉口よ人きく夕ヽ反 して接
地●
~る
. 全体白0に 摩減気米

体 部 内 不 り1

イト吉
`夕

ヽィマリj

脚 部  不 りl

胎 ■ 密  ll色軟 ,111
焼 成 :やゃ軟

1勺タト : |た 力 劇ヽ喝色 脚

１

第 691ツ I

ズ1板 49

,ヽ 1,lκ

カマ ド内

|■師「器|
高 14t

| |`■

'k′
子
器高

ｒ
“

７

全体 HIに FrF減 が著 しぃ Jl位 の状態
で カマ トの支 IJl'と して llサ ,さ オ■てい

た もσ).

日縁  不りl
体部内 不

'〕体部外 不明
脚部  不りl

胎 L 'ヽく 'Ill  ltイ i  あ
色軟質粒

焼 成

|●タト: ,炎 力:ネ島色 脚 部の
部のみ 欠

矢

第691Kl
第 1,lIズ

カマ ド内

上1"器
菱

1 行  '131
器高  (30)

全体的 に剥離が著 しくJ‖ 幣 不明 , 口 縁

体 部 内

宮
戦

上
成
胎
焼

赤色 1掟 1'1粒 |● I古褐―,炎挺
色
暗褐色

第71 XI
図1'491

第 3(月 k 須忠器
ll:蓋

|1行  (981
器高  (31' 体制

`内

ヨコナデ

体部外 ヘラケズリ
l●.成 :良 好

第71区 I

Iス 11■ 49

須恵器
高 |イ｀

任

出̈

氏

器
卿Fu部 は人きく外側にい(折 し、]方
にI巴厚 して接地する.全体的に P・T減
気 1味 ,

体 部外 ヨコナデ

卿部  不リリ
焼 茂 :軟

第7114
図
'腋

19● 第2層
杯 蓋 つまみ『

器 高

部のベラケズリは1211度  11縁 ■
の 部 t●たみがある

体部内 ヨヨナデ

体部外 ヘ ラ ケズリ

胎 十 :やや粗  1〔 イ
焼成 :良 ,チ

内タト:灰 掲 灰ヽ色

第71図
図 1板 19ド

“

1ヽ,11ス

第1'“

須恵 器

杯 蓋

||`71 (182)
器 _1 25

タト山lσ )中 l~に ,た線イ人のラインか l条
めくる

|]縁  ヨコナデ
体部 Jl ヨ ]リ デ

体部タトヘ ラ ケス

1台上 :密 黒 色本Ⅲ
焼成 :良好

勺外 :淡 仄 色

第 741ツ |

第31`

第 1'軒

須恵 .|.
ll:身

径
高

内 fttす る口縁部 は極めて■,い ,外 lF
面 に 自然 1l Pカ イJ着

li縁  ヨヨナデ
体部内 ヨコナデ

体部外 ヘ ラケ ス

■
成
胎
焼
密  長イ
良攻r

勺外 :淡灰 色
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表1 出土遺物観察表 (6)
初
け
選
番 挿 匈番 号 出十位 i橿 法 111 形 態 の オキ徴 Л台十  11L成 色ヨ」

'ヽ

イ「 :■ 備 考

1第 74ス I

Iメ IIり●19ト
第 11書

′rt忠暑計
杯身

1 径   {120,
器高  (34)

タト,よ 11l υ,´ ラヽケズリ|ま つ デ・,肖 さオ■て
tヽ る .「 l千よ吉rに Tみ が あ る .

|1縁  ヨヨナデ
体部ν、ヨコナデ ザ

ll部外 ヘラケズリ

ri■ 密  黒 色十t  色
粒

t成 :良好

第74図
:● 1跛 49ト
¨̈
枷

須恵器

l~身
1征  {111,
|ヽ f t4   (8())

器高  (30'

杓耐iに 自然 nlが 付需 L」 ホま   ヨ :]■ IF
体部νlヨ コナテ
体 IF.ト ヨヨナデ

民部  ヘ ラ LJり

崎 ● :密  1色 粒
班 ■ :良 女F

l‐ 71図
F可 |,て19 ト

第311メ

第21H
ll身

任
径
高

――
底
器

ロイよ  ヨコリテ・
体部 勺 コJナ デ
体|レトヨヨナデ
民部  ヘラケズリ後

や や 利1 イi,'t i
石

itttr暁 成

r_O台 杓 :,■ 1人 L

第ア4図
第 31lX

l是 ,広 ?

舒

高

口

器

:]糸ふ  ヨコ ナテ
体部 1杓 ,デ

■
成
崎

比
畜  黒

“

粒
ll ttr

第74●
図 1に491

第311ス な:忠 器
豊

I Ii■   (132,

器高  (31)
口 縁  ヨ ヨ ナ デ 胎 上 :密  押1色 ●

班成 :良好

第 7′ 1図

lbll枚49ト

みヽ31κ 略
，
「
杯

い
な

径
高
口
器

「 ]手よ苫ドは |● ■1に 1巴
',さ

l・
l~こ メしくlL I

げている  全体 百つにい減会t味
`

十

成
密   色壮
やや軟

勺外 :淡 褐色 口 緑

第7414
1メロ板49ト

第1層

:`||=ま 1径  (171)
器高  (2■ )

「 ]ホよ端 吉,を 内側 に 1じ 厚 さ せ稜 を成

→ .外 面 は景1日[気 味 :

1縁  ヨヨナデ
体IF杓 ミカキ ?
4=「外 不 サl

t成 :や や軟
内

外
,炎赤褐色
,■ 1■1-了し
褐色

第 74口 1

1ズ 1恨 50上
"301メ
|"3'書

1不 生 P.高  1]
人■部はヘラtlり θ)後ナデ消 l ll千 よ  ヨコナデ

体部 |● ヨヨナデ

外 部外 ヘ ラケ ズリ後

1台 |■ やや刑l 石共
色十1 口色壮

t成 :J`女 r

第 74:コ

|ズ 1板501

第 311メ

第 31音
杯 蓋 イトi  3

人
'1部
は l■ 山 1_な が ら麻 り |が る形

J入 .

縁

部

部

口

体

体

『
il: 密

1ヽ女子
11色村

班 ,■

第 741渕 撫ＳＤ・６．獅 “

(帝

径

出̈

口

器

大
'「

■
`は

ベ ラ tlJり の後 未調整 IJイメ   ヨ='iト ラ「外部内 ヨコプデ
イ本||`クト 、́ラケ′リ

崎● : べ・・ヽ1■  11色 |サ
llt成 :lt ttr

第711ス l

lX llt50■

第31い

う
'21ヨ

TOよ 暑+
ll:蓋

“
墾

径
高

ツト1百 iυ )´ ラヽケスリ|ま 」寧に たデr,さ
体 部 内 コ コ ナ デ

体キはヽヘラケスリ

除上 :密  白色オ
t成 :ll好

内
外
‖キ1天褐色
|ズ色

第74は 1

第 311メ

第2層

須 恵 器

lnt蓋

L」 径  (1191
体部 内 ヨコナデ

体部外 ヘ ラケ ズリ後

色行

良

■

成

崎

暁

内タト:仄色

第 74図
1文 版 50下

第 31日

与

'2'H

″けよ:じ 口径  ]35
体調
`llコ
Jリ テ

体 部外 ヨコナテ
|ヤ

lt'f尤成

1杓 外 :仄 色

第 741叉 |

卜版 50■

第31区

第 1層

須 忠 器 ・６

２

径
高

天 ■割
`の

つ よみ はやや
'1′
しか ¨すオt

た位 置1に 買占イ|さ れている.41体 的 に
偏平な形 1た .

II「よ  ヨコブ テ
体部 |● ヨコナテ

体古「外 ベ ラケ ス

崎 上 :や や ●i 黒 色小|
|¬ 色壮

l●.成 :良 ltl

第 7■図

図 1板 50ト 第 1層

須 恵 器

llく 身

径

高

ヘラケ ズ リに よる民面はやや上 げ底

状 となる .

|1縁  ヨニ:ナ デ
体 F.杓 ヨコナデ
体古

`夕

ヽヘラケズ
'

好
密
良

■
成
胎
焼

黒 色 オ| 内
外

法 灰 色

淡 灰 ― 灰 色

第71図
図 1■ 50●

第3層
杯 身 器 奮  (18'

直 、|す る短い口

“

よ‖
`を
形成す る Lllま 崎十 :密  ri色 粒

ltL成 :ll`F
構

８

角ヽア41ス I

笏ヽ 311メ

第 3'言

,1(忠 器
llt身

‐０
３

径
高
口
器 面全体に 自然釉が付着 している .

`ヽ

音「 杓 ヨ:]た ラ=
体ir外 ヘラケズリ

1台 r:密  白色ォ,
眈成 :良女r

内
外

,炎味色
■l灰 色

tイ∫

角けア41ズ |

第31区 須忠器

llt身

タト
'氏

面|げ)ヘ ラケスリσ)工 HI tよ 12■
1■ . 体部 内 ヨヨナデ

体古F外 ヘラケズ 1

胎 ■ 常  黒色粒
暁成 :良女r

I● :  灰 |1色
外 : 淡灰 色

Iズ ll板 501 椰ＳＤ・６‐機

ll忠 器

lli身

| イ子  (97
器 1葛  33 体部I● ヨコた―

l割
`夕

 ヽ´ヽラケズリ

胎 t 密   色*'
1た ,文 :lt iF

内外 :味色

"711メ

l

メ‖反501 秤卸捌

須恵器

杯 身

|1径  (118'
イトヽ   43

タト底面のヘラケズリの範四 ま]3Γ
l■ . 体 部内 ヨコナデ

体部外 ヘ ラケ ズ

l..「 :密  白色粒
焼成 :良女r

内外 :淡 天色 II縁 ■4
1ヽ部完イr

第 74図
図版 50ド

た

い
層

独

”
柁

杯 身

●

高

日

器
外氏面 はヘ ラ切 りの後ナデ消 して , 口 子よ  ヨ Jナ テ

体 部 内 ヨ :]■ デ
体 音け ヽ ヘ ラ ケ ズ

■成 :良
`r

内

外
仄 場色
1計灰 褐色

第74図
Jl振 50F
榊̈
機

須 恵 器

杯 身

底径
器高

咄イ」による高台はやや外側に開き
タトJ嵩
=F~こ
|を 1に→
‐
る. 内

外

縁
部
部
　
部

――
体
体
　
民

奸

密

良

Ｉ

成

胎

焼

内 外 灰 色 底

Ｌ

夕
'741XIズ1板 50ト

第3]区

第2Fl

須恵器

“

く身

,ヽ

`■

 (105
2=笥   37

1占イ∫に よるやや短 い 有台 は  内 fdl t
突 出 して接 地す る . 内

外

緑

部

部

　

部

同

体

体

　

氏

り台 L:密   色沐|
暁成 :良好

内
外 I吉仄 色 イロ体力■

衛
'ア

41ズ |

|ズ |1板 51ト

第31区

第31‐

須 恵 器

ll:身

嚇
い
“

径
径
高

日
底
器

川イJに よる高台は●クトに月じj早 して本
平に接地する.全体的に摩減気味 .

縁

部

部

――

体

体

|:,1 や や 粗  黒 色 粒
赤 色 軟 質 lr
軟■,茂

色

淡灰 色夕ヽ

第741メ l

メI比反50ト

第31レ ″t,よ著ま
杯身

L」 径  (152'
器高  132)

クト1方 にのびる口縁部は端声|に やり
ややタト反する.

I緑  ヨヨナテ 1台上 :密  白色村
暁成 :良好

内

外 ,炎 71iヤ島―「吉
|ズ色

縁
８

212と |・ l

個 llか .

第74図
LNl版 50F 撫”郷

″:恵 器

鉢

径

高

日

器

(lo l) 器壁 の薄い個体 で  ,」縁端 部 を外世1
に 1斤 り山げて tヽ る

崎 I:密  白色 f‐
焼成 :良好

縁

８

第74 XI

第 31区

‐・114
IIオ不

脚 部 ■位 のタト面 に2条 の it級 力i施 さ
れてい る.杯 ¬

`●

■1及 び Hl部外面 に
お太仄色の 自然釉が付着 している .

14内  ヨ コ ナ デ
体苦「クトベラケズリ

lll部 内 ヨコナデ

胎上 :常 白色 tr
■成 :良好

内

外
灰 ―淡灰色

,炎 |ズ色

脚 |卜
=卜

σ,
み,t存

第 74図
図版 51ト

第31区

第 1■

`

鶴部Ｍ

径

高

底

器

大 き く「.|く 脚端 IF・ は L下 に
'巴

厚 し

接地す る .

脚 内  ヨ コ ナ テ
脚 外  ヨ ヨ ナ テ 生成 : 良好

内

外
天色

淡灰 色

型叩■「
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表1 出土遺物観察表 (7)
″
号
退
番 |千 1J番 号 出上位置 器 種

':量

  (c nl) 形態の特徴 技法の特徴 ]イ ,●  班 ,よ 色 調
'ヽ
イ|■| 備

`

XI版 511i
第 2'■

高 lli 詈計Iヽ   15])
材て杓
llJ勺

デ

デ

デ

ナ

ナ

ナ

密
良

上
成
胎
焼

ri Lttt 内
外

灰 色

|キ 1人 |ヽズ 色
脚部 のみ

式 存

第 741ズ |

対版 51上 第3層
暑
=宙
  '57 に市」突文をめ ぐらしている.南 古「に

rl然 和Iが付 t..
1よ りH

体部外 ヘラケズリ
好
行
良

■
成
ｈ
班

内外 :灰 色 体

●

第74ビ |

』版51上

第31κ

第 3ヽ1

須恵器

提瓶 |

1 1`I   (63'

2ま 曹 (65)
に]継 吉Fタト1山 `lf立 に,尤線を 1条

“

)ぐ ¨

好

密

粒

良lI.成

色
色
灰
広
淡
時

内
外

口 縁

劇1版 51● 奮”権

須恵器 口径
器高

杓面から外面肩部にかけて有機物カ
イJ着 .外 l・ 面にヘラ._号が ljLさ れて

ロホ求 ヨコナテ
l吉卜●イ(明

体 部 夕|ヘ ラ ケ ズ リ

1台 L:密  rl色 粒
班 ,■ :良 女r

内
外 淡灰 ―灰 色

第74図
141板 51ト

第 ]層 ″̈
署半11   (62)

外

る

口 縁 II)|■  1●
It,,蛯 :良女r

縁

４

口

●

第75区 I

I又 版 51下 神̈
権

器 高
げ
『
■部にHll l●な不た線を 1,´ デ

デ

ナ

ナ

内

外

体

体

密

良

胎

焼
色 l‐ 内

外
暗 広 色

「音1人
ヽ 1音 坊ヽ

laj色

体

Ｉ

第 751ス |

又11反 51下 燕”機

須 恵 器 I]イ千
器 |` ‐６．」 体部 内 ヨヨナデ

体部外 ヨヨナデ

好

密

良

上

成

胎

焼
色 l‐ 1杓 時 赤 褐 ヽ灰

色

1吉 灰 仁

縁

８

第 751XI

I叉1l1451下

第 31区 器

　

Ь

畑
壺
雌

底径  (130' 足 IIの 高 台 は ●瑞 部 で 接 地 す る . 高
台 は 口占イJに よ る . `卜

占卜1● コJ'テ .

(卜吉レトヘラケズリ後

密

良

上

成

胎

班
内
外

|■ ,ズ 色

仄色

底

Ｉ

第 75図
叉1版 511
一”獅

発

L」 径  (232'
器I`(5]'

口縁部 は内外 に肥厚 させ て i端 面 を

作 り計iし てい る .体吉1内 タト面の タタ
キ痕 及 び あ て 共痕 をナ デ消 して い

|]縁  ココナデ
ll部 |● ナデ
体 |じタト ンタキ後ナデ

密  白 色 t‐  赤 色
軟 質 粒

良 好

文11板 51「 奮”翔
横
'“

(?
底径  (107,
器「ち (19)

「¬r求端 部 を上方 に 1巴厚 させ て外端 面
を ,杉 ,文¬■る .

1縁  ヨヨナデ
体 占F.内 あて Ll痕

体部外 タタキ後 カキ

好

密

良

Ｆ

成

胎

■
|`i tL米

'

稼

■

Iス |ヤえ51ト 秤̈
獅

器

っ

忠

瓶

狽

横

1径

器高

口縁 部は外側 に

"u厚
させ 丸 く仕 11け

て 0ヽ る. 体 i`タト面は タテ 方向 を基本
とす る タタキ をナデ消 している 0

口縁  ヨヨナデ
体 部内 あて LI痕

体 部外 タタキのちリ

■

　

成

胎

　

焼

密  黒色粒  1色
オ|

やや軟

内 外 :淡 灰 色 1ヽ■
`|`11 4 14体
がある

第751К I

Ll版 521 ¨̈
獅
椰壷邸

器 高 接地す る.高 台 は出イ」に よる.内 ケ
ロ とも摩減が著 しい

内

外

体

体
イ(明

『
,十 密  白色tl 赤色
ll質粒

●夕| 褐 色 底

１

第 751ズ | 叫̈
機

十 師 器

杯

| |,1  (130)

器高  (32) 軟質粒
やや軟焼 成

内

外
淡 貰褐色

淡赤褐 色

縁

６

第 75図 燕”榊

Ll巾 器 口径  (167)
暑31t   (24)

1縁 部 は 外 上 方 に 向 け タト反 気 味 に σ

び る 形 状 .内 外 面 と も摩 減 気 味 . 石共 赤色軟負
ボI

焼成 :ヽバ・軟

内
外 淡褐色

第751』
L‐J版521

第311ス

第2層

上 1"器
椀

,民 イ■

器 苗

体部 Flヨ コナデ
llk占

`タ

ト ヨコナデ 石 共

焼 成 : 良 女子

内
外 Jt褐 -1人た

色

氏

●

第751コ
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椀
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焼成 :ベバ・軟
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外 : 淡 掲 色
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場
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征

高

底

器
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「可ル文521 興『赫
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発

ロイ■ (15'
器高  (33'
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縁
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ー

第 76図
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提 瓶 器高  (82)

把 千は手づ くね成形で貼イ」に よる .

外面 に 自然柚 が付 着 ,

II縁  ヨコナテ
体部 内 ナデ

体部クト ナデ |
色粒  白色粒
良女F

体部上位

第 76図
Iス I片反52ト 榊̈
獅

,支 f

外面 に細 い棒状 工具 に よる2条 の沈
率泉

`‐

内

外

体

休
胎 上 や や 利  71共  結

品 ハ 岩

べ'べ・ 1矢

内
外

,11褐色

淡褐色 月ヽ

'十

第 76図
図版 52ト 刹『卿

it文 [器
:ミ ,ト

| |,■   (380'
器高  (37) ,卜吉

`杓イ本吉トタト

明
明
明

不
不
不

胎 L:や や粗  雲号  石
英
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第 76図
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第 311ス 須恵器

ll‐ 身

|lr‐ (119,
底径  (82)
器「 も  37

ヨ

ヨ

ヘ

縁

部

部

口

体

底

上

成

胎

焼 良好

内外 :淡
'ズ

色

図版 53 〔融
Lヽイド ll台 は、 ЦヽイJに よる. 胎 liに ホ円かな

砂 17を 多く合む .
体 古卜内 ヨ ヨ ナ テ

底 吉ド ヨ コ ナ テ l■ ,文 :lt'1
民

Ｌ

第 761J
図 1板 531

第 311K
杯 |

底径  (140)
器高  (19)

16台 は、 買占イJに よる. 古F分的 |こ ´ヽ ラ
ミガ キが 施 され て いた可 能性 が あ

体部内 不明

底部  ココナテ
1台上 :密 石 ■  71色 |●

l

質粒
lj・ 成 :や や軟

/1ヽ

'1

第 76図
図版 531

●
~2311X

須 恵 器 llk音F``
器高 刻み 日を施 している. ll Fr面 にあて

共痕か Il■ 瞭 に残 る .

体部内 ヨコナテ

体 剖
`外

ヨコナデ  カ
胎上 :や や‖|
焼成 :良好

i英 い
Ｉ

告ヽ 761XI
X'板53ト

第31区 須恵 器
材:身 P

「コイf (138,
器 高  (23)

日経  ヨコナデ

好

密

粒

良
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成

胎

　

妊

黒色粒  r色 継

６

日

ｒ

角

'76図●
'板

53上

第 30区 須恵器

杯 身
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   (16)
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底
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焼 茂 :軟
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Ｌ
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表1 出土遺物観察表 (8)
Jtt17J

番号
挿図番 号 器 種 法 量  (cill 形態 の特徴 lj4法の特徴 胎 十  焼 lul 色 調 残存率

第 761ス 1

メll板 53「

第311` 須恵 器
″:帯

つ まみ部

器 高  (24
両

面

内

外
月台 1■ : |イ

焼成 :良好
内
外

淡 灰 色

緑 灰 色

つまみ部
,み

'足

在

奇彗771文 1

ス1版 53下

第30区 上 師 器 「¬

`子器 葛 ・４４］
口縁部 は強い ヨコナデに よってタト●

す る .

1台■ 密  結品局 岩 石
英

内
外

赤 褐 色

淡 赤 褐 色

縁

３

J版 53下 撫”撫

黒色土器

椀

,え

`■

(73)

器高  (16)
足高の高台を有する。内面のヘラ
ガキは不り1瞭 . 底部  ヨヨナデ

上
成
胎
焼

密  赤色軟 質粒
やや軟

内
外

黒 色

淡 掲色

底

●

第 771図

1呵 円受53ト

第3HК 径

一［

口

器 (32)
全体的に摩減 及び■I離 が著 しヽ 口縁  ヨコナデ

rへ古
`●
 7(ワ ,

体 部 外 イ(明

密
軟

■
成
胎
焼

●タト: 淡′ホ褐色

図

３魯諏

第 311メ 須 恵 器 lt古 F径
器 高

外面の文様構成は,t線 間にヘラ描 t

よる亥りみ 11を 基本とする. 外部 ●1
サイL「 |の 破サiが残存 .

llk部内 ヨヨナデ

体部外 ヨコナデ

八 部  ヘ ラケ ズ リ

F,十 :密 石共
■成 :良好

の部
失
修
欠
口
み

第 831ズ |

1渕 用反53ト

第31区 須 恵 器

杯 身

径
高
口
器

ll●tし てのびる日縁部は 1ヒ 較的長
く、メしくイILけ ている. 内

外

縁

部

部

同

体

体

にt:密  石共 自色tl
i成 :良好

|ス 1跛 53ト
第31ズ 須恵 器 口径  (122)

器 高  (28)
縁 部 は 大 き く外 反 して い る。 I縁  ヨヨナデ ＋

成
胎

班
密  ビ1色 粒
良女F

縁

８

第 831ズ I

区1版 53下
高杯

脚 部

径
高
底
器 148)

14部 中位にlt線 を巡 らせ、その上 ト
にヘラ切 りによる方 ,「タスカンを施 し

内

外

脚

脚

■
成

'ヽべ J■  Fi:人
良好

内 夕ヽ :暗 灰 色 脚

Ｉ

第 831又 l

又llt53ト

第 311メ 土 :雨器

昴Ч′

す巴手

体部内 ナデ ? 胎
「
:や や l■ 結品サi岩
イi英  赤 色軟 質

lt成 :粒
軟

内
外 赤褐色

部
存
手
残
把
み

第83図
第31区 須 忠 .・r

椀

径
高
医
器

内
外

体
体
民

胎 L:密  自色ホ
'焼成 i良好

第 83LK」

1渕 1板 541

第 31区 t師 器 径
高
口
器

口 縁 ‖
`は

月し厚 させ て 丸 くわ さめ て ヽ

内
外

縁
部
部

同
体
体 ナデ 指政圧

'

やゃ粗  白色 ll
赤色軟質粒

勺タト 褐 色 ほ |ま完 形

第83図
XI板 54J

第31X 十師器 口径

器高

全体 的 に狙雑 な作 り

体部内 ナデ

体部外 ナデ オ旨頭圧痕

胎 1■ やや Hl 赤色軟質
粒

l●成 :良 ltl

内

外
淡褐 色

l_5色

第831XI

区1版 54上

径

高
(284) 回縁部は●側に大 きくFL出 し 端部
をメしくイLLげている.

縁  ヨコナデ
イ本部内 ハケ
体部外 ナデ

色軟 tttr

良好

内外 :喘 黄褐色 縁

第 831ズ |

第 311メ

装

径

高

―‐

器
体部内 前iの あて 具l● を

「
革 にナデ rll |1縁  ヨヨナデ

体部内 ナテ 指頭し l「

体部外 格 子 ロタタキ

胎 十 :べ・や 粗  ′二色 17
r色粒

焼成 :良好

稼
６

東橋 系須

恵 器甕

第83図 颯『雛

十 111器

l.l

径
高
日
器

外部外面は タタキ成 ,杉 とみ られる
力` 煤のイ」着により不明 1昨 内

外

縁

部

部

同

体

体

粒

好

密

質

良

石英  赤色 Ill 内
外

淡 ll褐 色

黒 褐色

縁

８

第 87渕
図 1跛55L

第30区 網電文 li器
,栞 裟本

径
高
―‐
器

|」縁書Fタトnlに 1■戴 ll奮 1大 ]:よキによる」|

」 きによって施 文している.体部外面
には粘 l:組の接全痕が明暗に残る.

体部 内 ナデ

体 部外 ヘ ラケ ズ リ

llu上 :やや利1 結 品′17
石 共

内
外

淡77 1Pjヽ 褐色

貨褐 ■ヽ1褐色

ほ は 先 形 十器 rF‐ と

して使サ|」

第87図
図版 551

第301κ 縄支●器
,ミ鉢

径

高

Ｈ

器
口縁部の突起は3ケ P「 の可能性が高
い .イ 部ヽ外面に漆の fすをと考えられ
るり1点がみらオtる .

体部 内 ナデ

体部外 ヘラケズリ後ミ

ガキ :二枚只条 lt

やや粗  結 品
'赤色 ll質 粒

色粒

良奸焼 成

内

　

外

黒灰 ―黒 l_3

色

1ニネ島ヽ日音千島

底部のみ

矢失

と
用
棺
使
器
て

第891剰

|ス I'版 55ト
第2層

縄支 十器

'朱

fl

器 高 口縁部 は I形突 tLと 刻み llに よって
力uFI.摩 減気味 .

胎 |::や や‖1 赤 色欧 賀
粒

llt成 :や や軟

内

外
灰 褐色

淡灰 褐色

縁

片

―‐

細

第89図
1¶ 1板 55ト

第301K

第 1層

,策£本

縁  コ]ナ テ :台 L:や や 粗  石 女
性,,た :上せ女r

内
外 ‖
=褐
色 lulサ i

第89図

「硼1板 55ト

第301κ

第 1層

縄 文 t器
深 鉢

夕ヽ面頭部に人い棒,入 [共 による連続

"1突

文が施されている.
内

外

体

体 ヘ ラ ケ ズ リ後

』台:L: やや lH 糸占品サiを
焼成 :や や軟

内
外 嗜掲色 lu片

第891渕

図 1板 55■ :

第30区 縄 文 _に 器
深鉢

口径  (332)
器高  (106)

L」 縁苦トクト面に |ヽ ,大 L共 による71突
え、 頸部に 、́ラ状 上りtに よる連続

"リ突丈か施されている.

縁  ヨコナデ
体部 内 ヨコナデ

体部外 ヘ ラケズリ

胎十 :や や lll
lll成 :良好 色

淡褐色

第89図
|ズ |1阪 56J 第 1層

縄文 Lとま

深鉢

Lコ イF  (363)
器高 (]OO,

1縁 部 外面 か ら頸 部にかけて ■裁 41

管状 上 ,tに よる2条 の
'tltll突

文 に

よって施文 している.全 体的に摩減
か としい

体部内
イ本音
'夕

|

テ

ズ

ナ

ヶ

胎 土 期

英
薇

粘品 |1岩  イ
赤色軟質 lr

焼 成

内
外

淡 掲 色

淡 赤 褐 色

は

６

第89図
|ス 11た 551

第 301メ

第2層

,■鉢

帥

中

径

高

口

器

頭
=`タ
ト面に」i載竹告 1人■1共 による2

条の

'L統
市」突文がめ ぐる.

口 縁   ヨ ヨ ナ デ
体 吉
'内

ヨ コ ナ デ

体 部 外 ヘ ラ ケ ズ

胎J:: やや粗  手キ1占ハ■岩
イi3に

焼成 :や や軟

内

外
11褐 色
Hキ褐色

| |十黎

図

５鶴池

第 30κ

第 1'書

縄 文 L器
深 鉢 器 高  (42)

II縁   ヨコ,デ
体 部内 ヨヨナデ ?

体部外 ヘ ラケ ズ ′
焼成 :や や較

内

外
,炎褐色
赤褐色

縁

６

鶴
冊

第30区

第1'J

縄 文 十器

深 鉢

|コ 径   (166
器高  (57)

内面には板状工「 :|二
よる とみ られ る

痕 ,小カツヽる . 内

外

縁

部

部

同

体

体
枚 たデ

十

戊

胎

焼
や や 襴

や や 軟

●夕■ 淡 赤褐色 |イオ

|ス lllt55ト

第30K 社文 11器 [コ イF  (200)
器高  (62)

1縁 部 は 大き く外反す る形状 で、上

端 IFの刻み Hは 単イ●が判 か く1ヒ較 的
li縁  ヨコナデ
体部 llヨ コナデ
体部外 ヘ ラケズ リ

胎 :上 やや■1 石共  小
色軟 質粒
良女r

色

図

５‐魯亜 第2層

上

鉢

文

深
器高  (96) 縁 i端部の亥1み 日は「1隔 をもつ

"イ立で ,,る .内 面の‖褐色の範囲は |

緑端部まで及ぶ‐
体部 内 ヨヨナデ

体部外 ヘ ラケ ズ リ

胎
班

。ヽヽ
P ljl

lt好

内
外

黒 褐 色

淡 赤 褐 色

穆

片

第 89図
第301`

第2層
深 鉢

径

高

口

器

全体的に嗜 rly気 味 . ロホよ ヘラクスリ

体吉F内 不明
外部夕ヽ ヘラケズリ

r)■ l llt xli品 ハヤ  ●
共  赤色軟質 tl

焼成 :軟
色
色
褐
褐
赤
灰
淡

内
外

ll古ド

図

，納酬

第 3(,`

第1層

縄 文J=洲

,■鉢

日縁 i端 .7・ には刻 ―・ [lが 施 されてし

る.内 面は剥離気味 .
」縁 内 ナデ ?

¬縁夕I i枚 員条 ll・
央石粗

軟

や

や

や

や

上

成

胎

枕

内 外 :アL褐 色 縁

――

第 90区 |

図 1板 55F

第30EKl 縄文十器
,■鉢

「1縁 J■端部 には核」み H力
'力
とさオして。

る . 器壁が 知卓.

i縁 杓 ヨコナデ

1縁 外 二枚

'tttl「
・後

胎 十 :や や 粗  結 晶 ナi岩
石 英

焼 成 :や や 軟

縁

片

‐―

細

第1)0「Al
図 版 55ド

第1層

縄 文土 器

,■ ,ト

器 高 底部タト面のベラケスリは i7Jか ら ト
方.

民部内 ナデ
よ
=F外
ヘラケズ

'

や や 利  石 共  71
色 軟 質 l‐

良 好

内
外 淡褐 ヽ黒褐

色

民

小

第90図
1図 li56 11

第 2'曽
,■鉢

IIイ■  (321
器高  (1()1)

11縁 上端 面 に 刻み「]が施 され て い
る.単

“

Lは 不 Hl瞭‐ に1縁 部は ll外 i面
と :,二 枚 H条痕 か残 る .

体古F内 二枚貝条痕

l占Fタトヘ ラケ ズリ

胎上 : や や‖1 7i英  赤
色軟質粒

焼成 :良好

内

外
淡小褐 色

赤 7Lj色

第9さR 第 30区

第2層

縄 丈上慟
鉢

つ
さ

も

施
を

か
み
日

丸

み

縁  ヨ コ ナ デ
体 部 内 ヨ コナ デ

ll・ 部 外 ヘ ラ ケ ス リ

やや tll 結 品片ヤ
赤 色軟質米|

良好lyt成

内

外
押1褐色

晴褐色

縁

片

口

細

第901ズ |

は11板56L
第 30区

第 2'言

縄文 十器
it,ヽ

】
％

径
高
口
器

縁 部 との ft合 部での ll_1員 が 日立つ

個体 .外 面の ■日こ■ll Iと み られる
りIl褐 色の部分がある .

|1縁   ヨ ヨ ナ デ
体 部 内 ヨ コ ナ デ

体 F・外 ナ デ

胎上 :やや猟  イ天
焼 llt:良 好 赤淡

色

一

褐
褐
，

暗
■
樹

内
外

完 形
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fl kl番 号 出上位 置 器 Ⅲ 法量 (cHl 形態の特徴 技法の特 徴 胎 十  焼成 1お 1考

|メ 11阪 57L

第 30区

第1 211

縄文 上器
it,ト

I I`F  12921

をま1葛  (76) 「
lホ表端 部は Il側 に大 き くH巴厚す 為
llk悧

`杓
面び)■1離 力'H●

つ́
|1縁  ミガキ
l ttБ l● 4く ,I

体キ
`外

ヘラケスリ後
色軟質粒
やや ll比 成

内
外

淡 褐 色

晴 褐 色

縁

′１
第 1 2'書
の 接 合 資

本1

第90図
|ズ ll板 56:

第301κ

第lF_

縄 え
「
器

:ミ鉢
日径  (280,
器高  (130'

1縁 端用
`は
内外 に大 き く肥厚 ,る 11縁

llk部内 ヨコナデ

胎 JJ : や ・ヽオlt  力:色 I大 |ヽ
粒

焼成 :rt好

1縁

第90RI

第30κ

第 1'習

縄 文上 器
,tr本

日径  (326)
器高  (78)

11縁端部 は内側 に大 き くllu厚す る
体苦「内面の庁滅 及び剥離が 著 しヽ.

内
外

体
体

べ'べ。ボR イi,人  が六
色軟 質 ll
やや市k

内 夕ヽ : 晴 褐 色 口 縁

第91区 |

図 1反 56下
第2“

ォ定タト

径

高

口

器 る.タト画が子り離気味 I■ F杓
クト古

`夕

|

デ

　

デ

ナ

テ

■

コ

ナ

コ

ヨ

枚

ヨ

I合 _L: .・

焼 1/:や や 軟
内
外

褐色
Π占褐 ,ヽ炎 llヽ

褐色

は

８

第91●
図 1跛 5ア「

第2層

■

鉢

文

浅

縄 ,,い「 1縁吉Fを もつ 1′状で 内
"部
か

●側に突出しHIl llな 稜線を作 り出し
11縁 ● ミガキ
1縁クトヨコナ
イヽキ|● 、́ラケ
体部クトヘラケ ,後

!台 1「 : `常

l・ L成 :良 lkl
杓外 :暗掲色 口 緑

第 ,l ltl

図版 57上
第 l層

十

鉢

文

浅

縄 11糸よ部は

“

1折 してθ,び 端制
`を
●タド

にlL厚 させ ている。
口 縁

体 部 杓

l lk吉 :タト

テ

テ

テ

ナ

ナ

ナ

■
成
胎
焼
・ヽ 。ヽオu
ややほ

内

外
′il褐 色

褐 ヽ暗 褐色

1縁

第911図

は|りに561

第3()lκ

第 1層

縄文 ●器
,t鉢

短いロネ凛部を もつ形 ,大 で  内珈 部か
内側 に突 HIし 明瞭 なイ1イ泉を

“

:リ ロ!し

口縁  ミガキ
体部 杓 ミガキ
体 |口ヽヘ ラケ ズ リ後

り台 Ii やや粗
良女r焼 成

内タト: 喘褐色 愕

４

第1)2図

|%1版 58ト

′
'301κ

縄 文⊥ イト
,■■t

|`径  (2]0)
,仔「寺  1lo l)

タト面肩・・に半 すヽ

“

替状「■■に よる C
字 ′民形 文を巡 らしてい る.「 lホ家卜部
に径 1 2cm程 度の 呵イLか す たれ てい
る.全 体的 に F・l‐減か著 しい 、

縁
体 吉F内

明
明

明

不

不
不

lt成 :軟 内 : 淡褐色
外 : 淡赤褐 色

縁

３

第 92図
|ズ |1蹟 58:

“

3ヽ1∫ス 縄文上器
,■鉢

器 ち  (63) 外而頸吉ドに半裁竹替 1人工県による逆
Cす爪形文を巡 |,し ている.内 面が
摩 :成気 1彙

1縁 外 ヨコナデ

ll・ 占|,内 ィ(ll

体書・
71 1枚 貝 条痕 後

色軟 Fittt
ややll焼 成

外 : 淡 lL色 ′
l、りi

第92図
図 1反 58ト

第30κ 縄 文
「
?「

,■ II

器 i高  (32) 外面に半級44管 J大 :共 による刺突 え
を巡らしている 体部外  i枚 貝 条痕

密
良

■
成
崎
暁

内
外

灰褐色

淡褐 色

部

片

体

細

第92叉 l

図

'賢

58下
深 鉢

■

成

胎

焼
ややオ|

やや軟
内外 :暗褐色 稼

片

図

８神Ⅷ

深 鉢

口縁 訂
`ク

ト面 に貼付 による突帯 を巡 ら
し 突帯 L面及 び Ll縁上端 面に刻み
目を施 してい る .突 語 ドーFに 径 5ⅢR
fi度 の円イしが穿 た ,tてい る .企 llk l」
に剥離気味 .

口

“

求 ヨヨナデ 胎 L:粗  石英 結吉:1ハ

境成 :軟

内

外
淡 lPj色
,炎赤褐色

稼
片
――
細

第924
J'板ら8●

|ヽ ,本 ?旱高  (45)
,,tヽ 日

“

求.F.を もつ形状で  ●頸部力i
内 1刊に1突 :Jlし 明瞳な千々,1を イ|り 出し
ている.全 t的に摩減気米.

日糸よ  不明
体部内 不明
体 部外 不明

]台 | 料

岩

軟

石英 結古|〕 H
赤色軟質 17

1杓 :   ,炎 惰蜀ヽ1■●
色

11縁
4ヽハ

第92又

図 1跛 58下

縄 文上 器
i t ll・

ll“I  1345'
器高  (66'

|は 部 に複 r)の 台 形 状 突 ,lLを 4,
る. 1縁外 |百 jに 棒状工 ■に よる沈線
が 1条 巡 る .タト●|力 i■減 気味 .

|1縁   ココナデ
体部 IAl ミガキ

‖台 1 粗  石英  結品片
岩  赤 色軟 質十[

l・L成

内
外 赤褐 色

稼

８

第92図
図版 58下

舞

'301メ

: 縄 t上 器
i:蛯 金本

1」径  (264) 大きく外反する短いに1緑部は端部を
メしく仕 Lげている.全体的に摩減及

口縁

体部 内

`卜

吉「タト

一一

っ

ナ
キ
コ
ガ

明
焼 成 :軟

内

外
黒 褐 色

褐 ―ll.褐 色

体

●

第92●
第30区 縄 文 11器

,支 FI
器 高

外面か l・I減気味 . IJイスタヽ
キガ
明
ミヽ
不

月台Jl : べ・べ・IH
暁 成 :軟

色

色

褐

褐

赤

赤

暗

淡

内

外
ll稼

第92 χl

図 1に 58下
,支 鉢 '■

tヽ II縁吉卜を もつ 形 1人 で  端■卜が ●
似1に 肥卑 して メしくお さめている . 71
色 l.L半1が 塗 られている .

1イ i li : バンヽ 。li
幌成 :軟

勺外 :‖
=褐
色 「]“よ

椀
十抽,質

内

外

体

体
場L不山

占Bう ,力色釉

IIm■

焼成
密
良好

内

外
淡緑 色

乳  1色
llk吉 F み真

載
写
掲

|ズ 1用支54

嘔
刊
林
ヽ

緑釉 陶 器

須忠 質

器高  (― ) 体市F卜 十の破
'

llk部 内 ヨコナデ 施
オ由

体古Fクトヨコナデ lJL

リイi li 密
良 ,「焼 成

部
片
体
細

写真のみ

J場十文

図 1文 54下
第31区
第5居

灰キ由陶器

籠

′:高 体 F.卜 十の破′
f41Fタト

枷

柚

施

施

胎

lt成
箭
良

体
細 掲 載

図 1板 571
第 1瞑

,支 ll 体部内 ミガキ

体吉ドタトヘ ラケ ズリ

1台 L:や や滑l 精品片 ア:
枕成 :  亡1色粒
lt好

内
外

黒褐色

淡褐色 ′
|ヽサi

与県のみ

lL.載

第301`

第21'
it鉢

複合突起 を有す る.口縁 ●瑞部 を肥
l_さ せ てい る.全 体的 に劃離が著 し

胎 L:粗  子古11サ lイ
焼 成 :軟

内
外

黒 褐 色

ll.褐 色

褐
片
Ｈ
細

写 真 の み

]場 十k

第2層

縄 文 1■許
,t全

^

1条 の lt線 ●に赤 色顔料が残 る . llk音

`●lt■

`タ

ト
キ

キ

ガ

ガ
胎上 |

焼 成 :

やや利1 イ「英 内

外
111褐色
I.褐 色

部

片

体

細
写真のみ

掲載

表1 出土遺物観察表 (9)

表2 出土遺物観察表
挿
番 挿図番 号

.llIL地区
遺構 層位 種 類

計 Il値

形態の特徴 胎 十 焼成
長さ (cn〕

"日

(c lll |● さ にIn) 重 量 (

第 141叉 l

lス 1版 371
¨
”

錘

孔

上

有

■

成

胎

焼
密

やや 軟
灰 褐 色

1叉 1版38下
区

層

第

第

錘

状

土

管 イしイイは4mm`
]台上 色赤

粒質

好

密

軟

良l●L成
デし褐色 IIま完

'杉

行
酬 興『翔

土師質
l:馬

中実 の もので頸部か ら背部か残
存 .Л占付 に よって手 f・ l tt rit
核 を表現 し 藪 はつ まみ上 げに
よつて作 り出 してい る .

胎土 :利 [
焼 成 :良 lk7 褐 色

“

貢
=Fヽ
工:言ト

付近のみ残
t●
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表3 出土遺物観察表

番 号
:市図 番号

出十地区

遺構  層位 オ崚類 形態の lt徴 色 調 残存キ 備 考

長 さ 1亨 さ (c nl 重 量

第 17図
|ズ版 39 1

区
層
第
第 紡錘 ||

企 l■kに II加 工の面が残る.破損
が著しい.

灰 褐 色

図版 441
第 13区

¬吼イ イi灰 岩 T~

周 囲 4而 と も研 磨 面 .「 低 イi状
の 口lみ lヶ PFr.刀 キ ズ状 の l■ 磨
痕 あ り .

li卜 41音 Fカ

欠失

第38図
図 1■ 45上

第 11区
石鏃

凸基 イ1■ 式
+,製 石 器

判1部 調整 は主に先端割
'か

ら基部
に向か って行われている .

灰 色
剖
`の

み 欠

失

第61× |

図版 46下
第311ス

lt石 l1/岩 5山 i中 3口 |を研麻面 としてイに

'劇

淡 灰 色 まぼ完イr

第61図
図版 461

●.31区

第 1'詈

石鏃

平A式
打製石器

1ヒ較 的粗 雑 な竹iり I音灰色

第61ズ |

1文 1反 46上
第311X
第4層

石鏃
1基式
オ,.lイ iをト

TII部調整 は主に先端 .「・か ら業部
に向かって行 われてい る .

略灰 色
部 の み 欠

矢

第 64渕
図 1反 48下

第31区
第6b層 |」 製 石 23

上而 及び有面 に 自然 ulを 残す。 黒灰色 た 石

うヽ 641ス I

図版 48下
第31区
第6b層

石 鏡

μ 基 式

ll製 石 2E

紺部調率は主に基割
`か

ら先端訂
にFJか って行われている.

|ズ色 |ユ (ま

'三

■

第 64図
|メ ll板 481

区
層

第
第 平基式

打製石器

II部 調整 は不明瞭 . ,天

`三

第64図
LOI蹟 48ト

第 30区
第6blel

石 JI
ll製 石 器

細部調整 は■ に先端 部か ら共‖:

に向か って行われてい る. 上端
面 に 自然面 を残す .

淡仄 色 ま|=Lイ

第64図
図
'rt48ト
莉機

イi,昨
オ∫製イ}せじ

全 体 的 に 風 化 気 味 : 灰 白 色
先端 部 の み

欠失

第64図
図 1版 48ト

区

層

第

第
石 斧
磨 製イi器

砂 岩
叩石 に転川 .[1面 及 び 下面 に敲
ll痕が観察で きる .

線 1色
基
=`の
み■

存
欧用 ..

第64図
l_l版 48ト

区

層

第

第 品
斧
製
石
未

砂 岩
全体 に渕加工嗅 が残 る .製作 時
に 破 損 か ‐

倍率i色 木製 品

第 761ズ 1

図版52ト 叫『罹

イiJI

「
基式
|]製 石器

(08,
lH部 調整 は主に先

‐
ri部 か ら基部

に向か って行 われている 比較
的 lH雑 な作 り.

1音灰色
先端部のみ

矢失

第 7(う 1文 I
メ11振 52ト 叫『拠

・14基 ,に
ま」製
`i器

トスカイ |

細部訓黎 は :ilに 先端 r.か ら業部
に向かって行われてい る.1し 較
的 J寧 な作 り ,

先 端 部 の み

欠 矢

図

“

７６

版

第

図
第31区 石庖丁

磨製石器
結 1甲 (サ :岩 サイしは両miか ら行われている

■に
"」

端部が欠失 .
,炎●1色

中央部のみ

'ヽ

イ「

第 91図
又l板 571

第 30区 イi鏃

有生人
打製石器

細 部 i調整は上 に先端部か ら外部
に向かって行われてい る .基 部
に大剥離 ilnを残す。

晴灰 色
基 占Fσ)  占「
の み 欠 矢

第 911ツ I

く|1椒 571

第 30区

第 1●

イf年
打製石器

In部 調 整 は 上 に 本 部 か ら先 端 部
に 向 か っ て イ「 わ れ て い る .

先 端 部 の み

残 存

コ版57下

第3()κ

第 1'首

石鍛
ll製石器

結 品サ1害 表 ■面 に 自然面 を夕ヽす 淡貰仄色
刃 部 の み 夕ヽ 未製品か破

1員 1古

第91X
又版 57下

・I‐ 3()X
石鍬
サlT■ l石器

紺
`古

サ1岩 表 裏面 に 自然面 を残す 青ヽ 人色
刃部のみ残
存

第91ズ |

第30κ

第 lF

石斧
磨製石器

]事 な ll性が行 われてい る .石
十ケは石更,1.

明緑色
刃部のみ残

存

第91図
河IITR57 1

第30区

第 1層
石 斧

々 裏 lilは 自然山●こ、 他は l■力|

li痕 を残う .
淡緑色 t存 木製 11,

神
咄

第30区

第 2'胃
石 斧 砂 岩

基剖
`側
面 に敲打 に よる l● りが あ

る.全 体的に粗力Π]:痕 を残す .
1■緑色

本部のみ残
イ「

第
`)1ス

|

J版 57下

第301κ

第 1層

体ヽ ||に 渕 加 工 痕 を残 , IIH緑 色
存

米製 |∵ (

図

８．

榊

蝋

第301κ

第 1層
石 斧

基部 1‖面 に 自然面 を残 し、他は

利|力 1■ ,`を残―■.
Fll緑色 まば先存 米製品 ?

叉1板 58上 莉螂獅
磨石  叩イ
條石器

砂 岩 で０鉄』班
」
勘
ル
麻

面
に

・

側
面
る

淡灰褐色 複イヽ石 器

第92又

1副 1板 58ト
”

０７

第

Ｐ
砂 岩

裏 1`i及 び側 iilに 自然 Tliを ,ヽす .

粗1加 ]:痕 が明瞭 に観察で きる。
淡 緑 色 完イ∫ 木製 品

第92図
は1版 58i

第 301メ 磨イi 叩石
礫石器

ほ ぼ 企 iiに 初 lfj切に力iみ らオtる
が  l■ に表  裏面 に「T磨痕 がみ
らオし、 光″く力iあ る. 敲 1丁痕 は側
面σ)み .

淡灰褐色 完イr 複合石器

図 1板 54ト
第30k

第3層

石鏃

平基式

オ1●l石 器

細部調整は ■に基部か ら先端 部
に向かって行われている.裏 山i
に大子1離

“

|を 残す .

灰 色 t工 |まゲきイ|
写真 のみ掲
載

図 1板 54ト
第30ズ

石鏃

平 基式

ケJ製石器
lHい加 可1.lL較的 粗 雑 な 作 り 基司

`の
 部

のみ欠共
写 真のみ掲

載
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物
号
遺
番 挿図番号 」・層位
畦
蹄

種 類

計測値

形態 の特徴 残存率 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 量

榊̈ 雛』
電
次製

(1135) 全体的 に気池状 のイLがあ る`,全体 的に鉄鏡 色。

第35図
図版 44ド

舅等130こ 刀
製

部分的に本ロカ籠 認できることから鞘に納まった
ままで理納か。希日式の可能性あり。

ほぼ完形 副葬品

表4 出土遺物観察表

表5 出土遺物観察表

表6 出土遺物観察表

歯物

籠号
挿 LXl番号

出土地 区
遺構・ 層位

銭貨名 初鋳年

計預1値

形態の特徴 残存率 備 考

直径 (cm)
中 央 了し一 辺

(mm)
さ

ｍ

厚
＜ｍ

重 量

第35図
図版45「 攀〕

開元通贅 蜘 年 真書体。 裏面 に錆 が多 い。 完存 刊葬品  A単 位 上位

第35図
図n45上 中〕

祥符元贅 10∞年 共書体。 表裏 面に錆が多い。 完 存 謝葬品  A単 位 中位

第 35図
図版 4rD上

第13区
元豊通費 1078年 家書体。表面に錆が多い。 完存 副葬品 A単 位 ド位

第 3rD図

図版る上
第 13区

元豊通費 1078年 察書体。裏面に錆が多い。 完 存 劇葬 品  B単 位 上位

第 3FD図

図版45上
躯

・・９
れ
ＳＫ

元 0通賓 1078年 筆書体。表裏面 に錆が多い。 先 存 訓葬 品  B単 位 中位

図
虹鵜醐
第 131X

天聖元贅 1023年 裳書体。表面に錆が多い。 完存 ヨ」葬 品  B単 位 ド位

出土地区・

遺構・ 層位
種 類

計 lll値

形態の特徴 色 調 残存率 備 考

長 さ (cm) 厚さ (cm) 重 量

図版 54ト 駆
″
籍
ＳＤ

馬 歯 臼歯 の一部。 乳褐色 小 片 写真のみ掲蒻
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報 告 書 抄 録

メ、 り が な かわなべいせきだい4  5  6じはっくつちようさほうこくしよ

圭 名 川辺遺跡第 4・ 5・ 6次発掘調査報告書
百
日 童
］ 名

巻 次

シ リー ズ名 和歌山市都市整備公社発掘調査報告書

シリーズ番号 第 1集

編 著 者 名 井馬好英  藤藪勝則
編 集 機 関 財団法人和歌山市都市整備公社

所  在  地 〒6408146 和歌山県和歌山市一番丁 3 TEL 073-4351129

発 行 年 月 日 2008年 3月 31日

方、りがな

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所 在 地
コー ド

北 緯 東経 調査期間
調査旧i積

(lli)
調査原因

司F田丁本す 貴跡番号

川辺遺跡

和歌山県和歌山市

里・川辺・藤田

3020150 145

34

15

30

135°

16′

22″

20061205

20070302
9778

店鋪建設に

伴う発掘調査
20070226

20070323
1356

20070322

20070524
11417

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

川 辺 遺 跡 集 落 跡

縄文時代

弥生時代

占墳時代

飛鳥時代

奈良時代

鎌倉時代

土器棺夢 竪穴

住居・掘立柱建

物・上葬墓・溝・

土坑・柱穴

縄文上器・弥生土器・

上師器・須恵器・緑

釉陶器・瓦器・中世

土師器・中世陶器・

輸入陶磁器・小刀・

銭貨・馬歯

川辺遺跡中央部にお

ける調査.縄文時代
晩期の十器棺墓や上

坑を検出し、 括́性
の高い上器群が出土

した。 1日座標 c

要 約

川辺遺跡は、日本書記に記された「河辺屯倉Jや古代官道である南海道に近接する遺

跡であり、今回の調査では飛鳥時代から奈良時代にかけての竪穴住居や掘立柱建物、

溝や土坑などが検出された。また遺物では土馬が出土している。その他、縄文時代

晩期中葉のいわゆる滋賀里Ⅲ式 (篠原式)併行期の土器棺菓や土坑、弥生時代の溝、

古墳時代前期から後期にかけての竪穴住居や溝、鎌倉時代の土葬墓や溝など川辺遺

跡の存続時期を示す遺構群を確認した。そのうち、縄文時代晩期中葉の土坑からは

一括性の高い土器群が出土し、川辺遺跡西部における縄文時代集落の一端を明らか

にした。また鎌倉時代の土葬墓には土師器皿、瓦器椀、中国銭、小刀、砥石が副葬

品として納められていた。
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版図



図
版
１
　
川
辺
」退
跡

調査地近景 (南から、写真奥は和泉山脈 )

(西から、写真奥は一般回道24号バイパス)



版
図

第
４
次
調
査

第 1区 全景 (南西から)

気
一ヽ筆ヽ
「「難
磯
〓

●
●
■
苺

贔

第 2区 全景 (東から)



Ｆ機
．
一籠≒
図
版
３

第
４
次
調
査

釉
篠■■ |111111■

=

鹸驀i:壕
議藤導
■,卜||

命

〓

111ま|
1ヽヽ二
=

1疹
lt

‘燃
∵
一〓
（難

一鶴
．で
∵
響

卜
抒

釉幌
鰺

第 3区 全景 (西から)

第 2区 SD-6上 層堆積状況 (南東から)



図
版
４
　
第
４
次
調
査

第 2区 SD-211層 堆積状況 (東から)

|  ‐.      ‐  ・・

111:,

第 21X

|:=|:難耗 :|・|| ■・
P-58遺物出土状況 (東から)第 2区 SI)-5土 層堆積状況 (南から)

第 1区 SD-1土 層堆積状況 (東から)

‐
_、  ,^■
｀́ ,・ 1,ヽ

|■ t if l
夕`二iti
:二●=ホ.II

第 4区 全景 (東から)



図
版
５
　
第
４
次
調
査

第 5区 全景 (西から)

晰罐普饒
饂 :|デ

第 6区 全景 (西から)



図
版
６
　
第
４
次
調
査

第 6区  SK-11(1ヒ lllか ら) 第 6区  SK-1111層堆不責1人 ,兄 (束から)

撼 悪
=‐

嫌..■1,五い
第 6LX SB-1(1ヒから) 第 61え SB-111層 堆積状況 (東から)

第 6区  SB-7(1ヒ から) SB-7t層 堆積状況 (北から)

.摯よi.ァ : 教機1_1嵐凛iⅢ類ゝ 議_・お
第 5区  SA-2(北 から) 第 5区 P-83■層堆積状況 (南から)



図
版
７
　
第
４
次
調
査

第 71X 第 1遺構而全景 (南東から)

第 7区  第 2遺構面全景 (南東から,



図
版
８
　
第
４
次
調
査

第 7区  SB-2(西 から)

第 71X SB-3(南 東から)

…

rヾヽ蕉藤費霧亭
・
芦7げ響守銭

第 7区  SB-6(1ヒ東から)

第 7区 SB-3
~‐  ′  i 「「11手■・・・

11層堆積状況 (市東から)

第 7EX SB-5土層堆積状況 (北から)

第 71X SB-2上層堆積状況 (南 r,か ら)

第 7区

._■
‐ ′ll′

第 71X SB-6L層ナ性積,大 ,兄 (南から)



図
版
９
　
第
４
次
調
査

第 8区 全景 (北西から)

，

■

．
．一
　

　

　

〓́

■だヽ
―‐‐一一〓・ｒ一〓〓一一
一一一‐，・‐‘・

第 9区  全景 (北西から)



図
版
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第
４
次
調
査

第 8区  SB-8(1ヒ東から) 第 81X SB-8カ マ ド (南東から)

111‐

第 8区 SB-8上 層堆積状況 (北東から) 第 8区 SB-8カ マド内土層堆積状況 (北東から)

第10区  全景 (北西から)



図
版
１１
　
第
４
次
調
査

第11・ 12区  全景 (北から)

第12。 13区 全景 (南西から)



1骰:ず
図
版
１２
　
第
４
次
調
査

|●|11｀ ・

1`|11‐ 11 1. ‐

輻
躙麒l「警ヤ:鰺
第12区  SB-10・ SE-1(1ヒ束から)

晰欝|■|: |.■
`‐

  ● :(  響
第12区  SB-10'SE-1土層堆積状況 (南東から)

IIt

骰
記:
颯

第12区 SB-10炉■層堆積状況 (南東から) 第12区西壁 SE-1土層堆積状況 (東から)

第13区 SD-21上 層堆積状況 (南東から) SK-20土層堆積状況 (東から)

饉趙 ::|:|||:|
■■t::11   1:
■●:11■ ′ |
ま||::■・ 1'

■.1,

》:|:1麟 |

第13区 SD-18土 層堆積状況 (東から)
願

第13区  SK-19(東から)



図
版
１３

第
４
次
調
査

第14・ 151X 第 1遺構面 /1N景 (北束から) 第141X 第 2遺構面今景 (北束から)

■
'

:ニ

ぎ欝鋒
=

涸
轟
:類11

蒻

第16区  全景 (北東から) 第17区 全景 (南西から)



図
版
１４
　
第
４
次
調
査

第17区  SD-2911層ナ性積1人 ,兄 (西から)

第18区 SD-3511層 断面図 (東から)

第171X SD-32土 層堆積状況 (西から,

第18区 SD-34・ 3611層堆積状況 (ltlか ら)

第18区 全景 (北東から) 第19区 仝景 (北東から)



図
版
１５
　
第
４
次
調
査

第20区 全景 (北束から) 第21区 全1景 (北東から)

第23区 全景 (北東から)第221X 全景 (北東から)



図
版
１６
　
第
４
・
５
次
調
査

聾 1・ f=:'「 11111:■

■::参1轟彗、■,
鷲驚驚鷲彎1讐|

甲
:it11

|■ |

第24区  令景 (東から)

第25区 第 1・ 2遺構面全景 (北東から) 第251X 第 3遺構面全景 (北東から)

第25区  第 4遺構面全景 (北東から) 第25区 SK-38(北 西から)



図
版
１７

第
５
次
調
査

第26区 第 2遺構面全景 (南西から)

,||■ |■■

第26区 第 3遺構面全景 (南西から)

第26区 SK-42(北から)

第26区 第 4遺構面全景 (南西から)



図
版
１８
　
第
５
次
調
査

1弩れ1,難|レ

■,■

誰|

第271え  第 2遺構面全景 (北東から)

第27区  第 4遺構面全景 (北束から)
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第 6次調査地近景 (北から、写真奥は紀ノ川)

第 6次調査地近景 (東から、写真中央 Lは力侍神社、写真奥は和泉山脈)



図
版
２。
　
第
６
次
調
査

ギ 青■

第28区 籍 1遺構面全景 (束から)
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第28区 第 2遺構面全景 (東から)
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第29区  第 1遺構而全景 (北東から)

第29区 第 2遺構面全景 (北束から)
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(上が北 )
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第30区 第 1遺構面全景 (上が北束)
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第31区 第 1遺構面令景 (上が北束 )

第31区北端部 第 1遺構面全景 (右が北)
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SD-62上層堆積状況 (北から)
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第30区 第301X SD-63土層堆積状況 (南から)

第31区  SI)-65土 層lll積状況 (南から)

第31LX

SK-5911層 堆積状況

SK-102土層堆積状況

第31区  SK-77_11層‖[積 1大 ,兄 (南 lllか ら)

SK-103土層堆積状況 (南西から)
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第31区 SB-11(上が北)

第31区 SB-11(南 束から)
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第311X SB-11貯 蔵穴土層堆積状況 (束から)

第31区 SB― Hカ マド内部土層堆積状況 (南から) 第31区  SB-11カ マ ド (南から)

第31区  SB-11土層堆積状況 (南から)
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第30区  SH-1(下 がJヒ )

第30区 SH-2(左 が北東 )
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第30区 P-279土層堆積状況 (北東から)

事二豪洋「 |

第30区 P-280土層堆積状況 (北東から)

懸 11

第301X P-292上層堆積状況 (南から) 第30区 P-294土層堆積状況 (南から)

第30・ 31区 SD-61・ 66・ 73周辺の溝群全景 (西から)
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第30区 SD-66+層堆積状況 (南西から)
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第31区 SD-66土 層堆積状況 (南西から)

第31区 SD-73土 層堆積状況 (南西から) 第30区 SD-61上 層堆積状況 (東から)

tドギ =ヽ三

第31区 SD-61t層堆積状況 (南西から)
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第31区 SD-67土層堆積状況 (南から) 第31区 P-391(東から)

,|'

第301ズ SD-64+層堆積状況 (西から) 第31区 SD-57上 層堆積状況 (南西から)

第31FX北端部 第 1遺構面全景 (南西から)
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第30・ 31区 第 2遺構而全景 (上が北 )
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第30区 第 2遺構面全景 (Lが北東 )
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第31区 第 2遺構面全景 (卜が北東 )

第31区北端部 第 2遺構面全景 (右が北 )
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第30区  SK-152周辺 (ノl:が北 )
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第301え  SK-152(Jヒ から)
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第30区

舞一一職筆一

判 |

第30区 SK-168(南 東から)SK-168

rや :

第301X SK-168周 辺 (左が北 )
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第30区 SK-165土層堆積状況 (北から) 第30区 SD-85+層堆積1や児 (南西から)
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第301X西壁

第30区南壁 Y=-67596m付 近上層堆積状況 (北から)

X=-193030m付 近土層堆積状況 (東から)
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第31FX南壁 Y=-67622m付 近土層堆積状況 (北から)
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第31区南壁 Y=-67630m付 近11層堆積状況 (北から)
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SD-6出土遺物 土師器 (1壷 )、 須恵器 (2甕 )、 SK-1出土遺物
P-3出十遺物 瓦器 (4皿 )、 P-58出土遺物 上師器 (5・ 6皿 )、

瓦器 (3小椀)、

第2区第4層出土遺物 (7中 国製白磁Ⅲ[)

魃

‐３

SB-7出 t遺物 土師器 (8壷、 9鉢、10高杯、11・ 12底部)、 土製 :〒1(13有イL土錘 )
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欲
14

SB-1出土遺物 土師器 (14鉢、15壷 )、 SK-11出土遺物 上師器 (16壷、17鉢、18・ 19底部、20脚部 )

:ヽ.,義..4継:“スニ κ
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・

28

SD-25出 土遺物 須恵器 (21杯蓋)、 第 4区第 4層出土遺物 須恵器 (22・ 23杯蓋、24・ 25杯身)、
土師器 (26杯、27壷 )、 土製品 (28管状土錘 )、 P-86出土遺物 (29鉄塊 )



図
版
３９
　
第
４
次
調
査

32

第 7区第 5層出上遺物

35

L師器 (32壷、35高杯 )第7区第5層出土遺物 縄文土器(30深鉢)、 弥生土器(31壺 )

第 7区第 5層出上遺物 須恵器 (43・ 44杯身) 第 7区第 5層出土遺物 石製品 (46滑石製紡錘車)

雛i意|
1琴壌藤111:ド |

11111・

第 7区第 5層出t遺物 土師器 (33甕、34高杯、36
須恵器 (41・ 42杯蓋、45鉢 )

45

37底部、38杯、39・ 40把手)、
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SB-2出 土遺物 須恵器 (47杯身)、

SB-5出 上遺物 須恵器 (54鉢 )

SB-2出 土遺物 土師器 (49高杯)

SB-5出 土遺物 須恵器 (55甕 )

土師器

SB-5出 土遺物 須恵器 (50・ 51杯詰、52・ 53杯身、56・ 57甕 )
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SB-8出土遺物 ±lT器 (58甑 )、 SD-24出上遺物 須恵器 (59甕 )、 第8区第5層出土遺物 須恵器 (60杯蓋、61甕 )

SB-10出土遺物 上師器 (62～ 66壺、67鉢 )
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72

SB-10出土遺物 土師器 (68器台、69高杯、70。 71・ 73・ 74底部、72鉢 )

SE-1出土遺物 土師器 (75。 76壺、77・ 78・ 80・ 81底部、79甕、82脚部 )
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SE-1出土遺物 須恵器 (83杯蓋) SE-1出土遺物 須恵器 (88提瓶)

SE-1出土遺物 須恵器 (89提瓶 ) SE-1出 jL遺物 須恵器 (93・ 94横瓶 )

SE-1出土遺物 須恵器 (84～ 86壺、87斐、90～92提瓶)、 土師器 (95壺、96把手、97甕 )
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第12区第 2層出 11遺物 須恵器 (98提瓶)、 第12区第 5層出土遺物
SD-21出 土遺物 土師器 (102壷、103・ 104底部)

須恵器 (99～ 101帝 )、

SK-19出 土遺物 土師器 (105～ 107皿 )、 瓦器 (108椀 )、 石製品 (109砥石 )、 鉄製品 (110小ソ」)
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SK-19出 土遺物 111～ 113銭貨 SK-19出 土遺物 114～ 116銭貨

SD-53出 土遺物 石器 (117石鏃 ) P-270出 土遺物 縄文土器 (122・ 123深鉢)

第14区出上遺物 中国製青磁 (118碗 )、 SD-32出土遺物 須恵器
弥生土器 (120脚部)、 第191×第5層 |||十遺物 須恵器 (121杯身)、

(119杯身)、 第17区第6b層 出土遺物

第27区第6a層 出 11遺物 弥生土器 (124高杯)
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SK-46出 上遺物 須恵器
SD-55出 土遺物 須恵器

(125甕 )、

(126甕 ) 第31区 第 4層出土遺物 須恵器 (133鉢 )

第31区第 4層出上遺物 須恵器 (135壷 )

mlЮ

第31区第 4層出上遺物 石器 (139・ 140石鏃 )

須恵器 (127杯蓋、128～ 1311TN身 、132高杯、134壷 )、
土師器 (136杯、137皿 )、 石製品 (138砥石)

第31区第 4層出土遺物
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第31区第 5層出土遺物 須恵器 (141～ 143・ 145・ 146杯蓋、147～ 157杯身)

ご鶴1多 風ゞ墓三二lふ
149 、

、
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鑽
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須恵器 (158脚部、

111師器 (166杯蓋、

159壷、160底 剖
`、

161。 162甕 、

167皿 )

第31区第 5層 出土遺物 163甑、164壷脚部 )、
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第31区第 5層出土遺物 須恵器 (144杯蓋 )

第31LX第 5層 出土遺物 土師器 (168甕 )

第31区第 5層出土遺物 須恵器 (165脚部)

第311X第 5層出上遺物

169

瓦 (169平 l・ L、 170丸瓦 )

瘍 2

第30'31区 第6層出土遺物 組文土器 (171・ 172深鉢、173浅鉢, 第31区第 6層出土遺物 石器 (174ス クレイパー)

鱚1“

第30・ 31区第6層出上遺物 石器 (175'176石 鏃、177・ 178石錐) 第31区第 6層 出土遺物 石器 (179・ 180石斧 )
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SB-11111:+1遺物  須恵器
+1雨器

(181杯身)、
(182高杯、184甕 ) SB-11出土遺物  ll師器 (183高杯 )

SH-1(P-280)出 二ll遺物 須恵器 (185杯蓋 ) SH-1(P-279)出 土遺物 須恵器 (186高杯 )

:ト

SD-66出 土遺物 須恵器 (187・ 188杯蓋、189～ 19214N身 、193提瓶、194甕 )、 t師器 (195杯、196皿 )
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SD-61出 土遺物 須恵器 (197杯蓋 )

SD-61出 土遺物 須恵器 (203杯蓋 )

SD-61出 土遺物 須恵器 (200杯蓋 )

SD-61出 ■遺物 須恵器 (206杯身)

鶴
205

漑‐25

SD-61出 土遺物 須恵器 (198。 199。 201・ 202杯蓋、204・ 205。 207～ 212・ 214杯身、215鉢 )
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SD-61出 土遺物 須恵器 (213杯身) SD-61出上遺物 須恵器 (216高杯、217脚部)

SD-61出 土遺物 須恵器 (218高杯) SD-61出 土遺物 須恵器 (219甦 、220提瓶 )

SD-61出 土遺物 須恵器 (221壷 )

:11′

227

qt〔

警蓼:‡:Il[‡‡ 224
225

SD-61出 t遺物 須恵器 (222～ 225帝 )

226

SD-61出 上遺物 須恵器 (226甕、227・ 228横瓶) SD-61出 土遺物 十製品 (237+馬 )
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k‐ 232

SD-61出 土遺物 土削i器 (229壺、2301TN、 231皿 1、
縄文十器 (235深鉢)、 弥/1土器

232椀 )、 黒色土器 (233・ 234椀 )、

(236底部)、 瓦 (238・ 239平瓦)

SK-61出 上遺物 須恵器 (240川l部、241・ 242甕 ) SK-61出 土遺物 須恵器 (243提瓶 )

冬  246

SK-61出 上遺物 縄文土器 (244・ 245浅鉢 ) SK-61出 土遺物 石器 (246・ 247石鏃 )
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SX-1出土遺物 須恵器 (248。 249杯身)、 土師器 (250杯 ) SX-1出土遺物 石器 (251石庖丁 )

鶴覇醤量:t卜ゃ 255

SK-75出 土遺物 須恵器
SD-71出 土遺物 須恵器

(252魅 )、

(253杯身 )

258

SD-64出 il遺物 土師器 (256皿 )、 黒色 11器
(257椀 )、 SD-67出 :11遺物 上師器 (258Ⅲ [)

SD-80出 上遺物 須恵器
(260杯身、261無蓋高杯、262高杯)

P-289出 土遺物 須恵器
SK-63出 土遺物 須恵器

(254杯身)、
(255杯蓋 )

259

須恵器P-391[L「 |■ 1童 1勿 (259魅 )

SD-81出 上遺物 上師器 (263把手 )
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SK-87出 土遺物 須恵器 (264椀 )

SD-78出 t遺物 上師器 (267釜 )

SK-89出 土遺物 土師器 (269蝸 )

SD-78出 上遺物 土師器 (265・ 266皿 )

SK-89出 土遺物 須恵器 (268甕 )

SD-67出 ■遺物 318馬 歯

SD-62出 土遺物 石器
遺物 石器 (323石鏃 )

巌

醸

鰺

３２３

晰

３２２鮨ゝ
SK-90出土遺物 緑釉陶器 (319椀 )、
陶器 (320壺 )、 第31区第5層出土遺物

SK-81出土遺物 緑釉
灰釉陶器 (321椀 )

鑓

.: ヽ やデ

(322石鏃 )、 SK-59出 士
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SK-152出 土遺物 縄文土器 (270深鉢 )

SK-168出■遺物 縄文■器 (271浅鉢 )

SK-165出土遺物 縄文土器 (275深鉢 )

SK-165出上遺物 縄文■器 (272～ 274・ 277～ 281。 283・ 284深鉢、285底部)
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SK-165出土遺物 縄文土器 (276深鉢 ) SK-165出上遺物 縄文土器 (282深鉢 )

SK-165出土遺物 縄文土器 (286深鉢 ) SK-165出上遺物 縄文土器 (288浅鉢 )

SK-165出土遺物 縄文土器 (290浅鉢 ) SK-165出土遺物 縄文土器 (291浅鉢 )

SK-165出 土遺物 縄文土器 (292浅鉢内面) SK-165出上遺物 縄文上器 (295浅鉢 )
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繹 293

||]景量
髄

326

SK-165出土遺物 縄文t器 (287鉢、289。 293・ 294、 324～326浅鉢)

5297

SK-165出土遺物 石器 (298・ 299石鍬 )SK-165出 土遺物 石器 (296石鏃、297石錐)

SK-165出土遺物 石器 (300・ 301石斧) SK-165出土遺物 石器 (302・ 303石斧)
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SK-165出土遺物 石器 (304石斧 )

P-507出 土遺物 石器 (316石斧)

SK-165出上遺物 石器 (305磨石・叩石 )

P-636出 土遺物 石器 (317磨石・||レ f)

鮨 饉
｀
ミ妻菫彗ロ
ミ夢 309

靱 3И ⑮ 釧5
P-636出土遺物 縄文Jl器 (306深鉢)、 SK-123111上遺物 組文土器 (307深鉢)、 SK-153出 土遺物 縄
文 ll器 (308・ 309深鉢)、 SK-175出 土遺物 縄文土器 (310深 鉢、311浅鉢 )、 SK-178出 上遺物 縄文土
器 (312・ 313浅鉢)、 P-606出上遺物 縄文土器 (314浅鉢 )、 SK-149出 十遺物 縄文it器 (315浅鉢 )
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